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			そのスライム、ボスモンスターにつき注意

			最低スライムのダンジョン経営物語②

			時野洋輔

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			第一話　その聖騎士、脅威につき

			第二話　そのメイドさん、ツンデレにつき

			第三話　その同盟、裏切り前提につき

			第四話　その白い花、約束につき

			第五話　その結界、解除厳禁につき

			エピローグ

			閑話　そのロリ、つまらない状態につき

			閑話　その畑、魔境につき

		

	
		
			プロローグ

			　

			　あたしはいつまでも籠の中の鳥。

			　彼女はそう思っていた。

			　豪華なドレスを与えられても、広い家にひとりで住んでも、美味しい食事を毎日食べても、それが自由だなんて思ったことは一度もない。というより、自由なんてものをもう長い間感じたことがない。

			　彼女はこの屋敷から――正確には屋敷の敷地から外に出ることができないのだから。

			　何百着もある豪華な絹の衣服も、山のように用意されている豪華な食事の数々も、彼女の心を満たすことはない。

			　ただ、本だけは少し違った。

			　書庫にある無数の本の中の物語が彼女の心を屋敷の外に出してくれる。

			「柄じゃないことはわかっているけどね……」

			　そう呟く彼女は、そう言って自分の姿を鏡で見た。

			　金色の髪はそれこそドレスの素材である絹のように滑らかで、その肌には染みひとつない。でも、それだけだ。

			「さて、あたしは今日も畑仕事を頑張りますか」

			　裾を短く切った黒と白のドレスを着て、クワと鎌を持ち、彼女は敷地の中の畑へと向かった。

			　そろそろトマトの収穫の時期だと期待しながら。

			　

			　彼女はニンフ――歌と踊りを愛する精霊である――が彼女が何よりも愛していたのは、自分の小さな畑と、そしていつか訪れる王子様の出現だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョン。そこは魔物が跋扈する世界である。

			　魔物と冒険者が日々戦い、多くの血が流れ、そして死体が生まれる場所。

			　そんなダンジョンを管理する存在が、ダンジョンボスとダンジョンフェアリーである。

			　ダンジョンフェアリーとは、ダンジョンを管理する妖精であり、魔物を召喚し、契約を結ぶことでその魔物をダンジョンボスとすることができる。

			　契約が成立すれば、ダンジョンフェアリーはダンジョンボスに仕え、ダンジョンを運営する手助けをする。

			　俺はスライムであり、ダンジョンフェアリーのシエルに召喚され、契約をすることによってダンジョンボスとなった。

			　どうも、前世は人間らしく、生まれながらにその知識を保有している。そんな俺がダンジョンボスとなって、魔物たちに人間を殺させるというのは、どうも皮肉な気もする。

			　しかし、最弱種であるスライムがひとたび人間の前に姿を現せば殺されるのは必定。

			　生き残るために、そしてダンジョンボスとして酒池肉林を謳歌するために、俺はこうして今日もダンジョンボスとして精進しなくてはいけない。

			　そのためにも、シエルにはしっかりしてもらわなくてはいけないのだが、

			「シエル、お前バカだろ」

			　俺の目に映った彼女の姿に、思ったまま言った。

			　シエルは、一人前になるダンジョンフェアリーが集う学校――ダンジョン学園を首席で卒業している天才であり、その魔法の腕は右に出るものがいないと言われているやり手のダンジョンフェアリーらしいが、やっぱりバカであることには変わりなかった。

			「タードのバカっ！　部屋に入るときは扉のノックくらいしなさいよっ！」

			　冷めた目で言う俺に、シエルは顔を真っ赤にして叫んだ。

			　ノックって、そもそもここは俺のダンジョンだから全部俺の部屋のようなものなんだし、ノックの必要なんてないだろうが。

			「というか、本当にそれ、虚しくなるだけだろ」

			　と俺はシエルを改めて見た。

			　相変わらず、獣耳のようなものが生えた形の黒い帽子に黒いローブ、そして眼鏡という地味な姿。ただ、いつもと違うことがあるとすれば、胸に大きな膨らみがあるということだけだ。

			　そこにある膨らみというのは、女の子が持つ特有の膨らみではない。シエルが持つ膨らみがそんなに大きいわけがないのだから。
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			「胸にベビースライム詰め込むってどういう神経してるんだ？」

			　そう、シエルは胸にベビースライムを詰めていた。

			「言わないでっ！　ちょっと、ちょっと魔が差しただけなのよっ！　そう、全部悪魔が悪いのよ。悪魔ドドクンデ様が」

			「悪魔ドドクンデ様のせいにする十八歳はお前くらいだぞ」

			　悪魔ドドクンデ様というのは、伝承の中にのみ登場する悪魔だ。

			　子供は生まれたときは全員いい子であり、最初に悪いことを覚えるのは悪魔ドドクンデ様がそそのかしたからだ。

			　という話である。

			　ようするに性善説というわけだ。

			　その話が広まると、今度はこんなことを言う子供が現れた。

			「僕が悪いことを言うのは悪魔ドドクンデ様が僕にそうしろって言ったからだ。僕は悪くない」

			　と。当然、そんな言い訳が親に通用するはずもないのだが、その言い訳だけは瞬く間に世に広まり、こうして今も残っている。

			「確かに、胸のサイズだけで言えばお前は子供だけどな」

			「……だって仕方ないじゃない。ダンジョンポイントでバストサイズが大きくなることがわかったんだから、胸が大きくなったときのための予行練習をしていたのよ」

			　ポイントを使って魔物を強化することができる。それはダンジョンフェアリーのシエルも例外ではなく、そしてその強化項目の中には胸を大きくするという項目もあるにはあった。ただし、それには莫大なポイントが請求されるので、シエルの胸のために使うことはないのだけれども。

			「予行練習？　俺にセクハラされる予行練習か？」

			「そんな予行いやよっ！　っていうか、それを予行練習するっていうことは本番がある前提じゃない」

			「安心しろ、胸が大きくならなくてもセクハラくらいはいつでもしてやるよ」

			「しなくていいわよっ！　私がしたいのは、胸が大きい人が言う台詞の練習よ」

			「ほぉ……面白そうだな。やってみろ」

			　俺がそう言うと、シエルは「しまった！」というような顔をした。

			「え？　それはいや――」

			「命令だ」

			　俺の命令という言葉に、シエルは逆らえなくなる。ダンジョンフェアリーはダンジョンボスの命令に絶対に従わないといけないという決まりがあるからだ。

			　羞恥心で目に涙を浮かべて立ち上がると、

			「……お、おっぱいが邪魔で足元が見えないわね……注意して歩かないと」

			　――ぶはっ。

			　思わず吹き出しそうになる。

			　シエルの奴、そんな面白いことを言ってたのか。

			「……あぁ、胸が大きいと肩が凝って仕方ないわね。誰か肩を揉んでくれないかしら――でもタードに頼んだら絶対肩だけじゃなくて私の魅力的な胸を揉んでくるのよね」

			　笑いをこらえるのも限界に近づいてきている。

			「……タード、胸ばっかり触らないでよ。そんなに触られたらまた大きくなっちゃうじゃない」

			　限界点突破。

			「わははははっ！　もう限界だ、腹いてぇぇっ！　っていうか、きっちり俺にセクハラされる予行練習してたんじゃねぇか、お前っ！」

			　俺は大笑いした。笑いすぎて腹筋が千切れるんじゃないかと思った。まぁ、俺の腹はぷにぷにボディーで筋肉などないのだが。

			「もう、笑わないでよっ！　ってきゃぁぁぁぁっ！」

			　いきなりシエルが悲鳴をあげた。

			「今度はどうした？」

			「べ、ベビースライムが私の胸を――本当の――」

			「本当のちっぱいをどうしてるんだ？」

			「ちっぱいって言わないで……ってもうやめてっ！　お願い、吸わないで……」

			　あぁ、なるほど。ベビースライムに乳首を吸い付かれているわけか。餌だと勘違いしたのかもしれないな。

			「――生きてるベビースライムを胸の中に入れるからそうなるんだぞ」

			　と俺は触手を二本伸ばし、シエルの服の中に入れるとベビースライムをぐるぐる巻きにして引きずりだした。

			　そしてシエルは胸を押さえて頽(くずお)れた。

			「……タード、今どさくさに紛れて触ったでしょ」

			　と俺を睨みつけてきた。

			「そんなに触ったらまた胸が大きくなるかもな」

			「それを言わないでぇぇぇっ！」

			　当分シエルをからかうネタには尽きないな。

			　俺のダンジョンは今日も平和だ。

			　できればこの平和がこのまま一生続けばいいと思うんだけど、どうせこれからもシエルの不幸に巻き込まれるんだろうな。

		

	
		
			第一話「その聖騎士、脅威につき」

			　

			　ニキティスとのダンジョンバトルの次の日。

			　俺たちは盗賊の残した財産を見ていた。

			　血に染まった貨幣はほとんど銅貨と鉄貨であり、銀貨は数枚しかなかった。しかも鉄貨は手入れが全くされていないらしく、だいぶ錆ついている。まぁ、錆ついていても血がついていても、混(こん)沌(とん)の町でポイントに換えるときは関係ないそうなのでこのあたりは気にしなくていいだろう。

			　それら全て合わせたら15万シールほどあり、シエルを熱狂させた。

			　また、武器などについては先日、スクリーン越しにムラサメが言っていた通り、手入れがあまり行き届いていなかった。現在、俺がポイントで買った砥石を使って、ムラサメが手入れをしている。その後は、ゴブリンたちの褒章品として使うつもりだ。ゴブリンたちの武器は木の棒がほとんどで剣の類は持っていないからな。

			　他にも様々なガラクタが盗賊のアジトにあったが、

			「地図があるのは助かるな。どうせ行商人から盗んだものだろうが」

			　と俺は地図を広げた。これを見つけたのはシエルだった。簡易な地図で、町と大きな道しか載っていないし縮尺もおそらく正確なものではないだろうが、現在地については盗賊たちがマル印をつけていたので、すぐにわかった。

			　地図を見ると、本当にこの付近には町がないことがよくわかる。

			「ここまで村がないのは不自然だな。まぁ、村を作るにはちょうどいいんだが。でも、よりによってマレイル国かよ」

			「マレイル国って、とても長閑(のどか)で平和な国よね？　マレイル十二世はとてもよくできた国王で、国民のために尽力しているって学園で教わったわ」

			「お前、いつの話をしてるんだよ。少なくとも俺の記憶によると、マレイル十二世は死んで、現国王のマレイル十三世は根っからの教会の信者だ。国で採れた食料の多くを税として徴収して教会に寄付しているから国民の大半は教会からの施しがないと生きていけない状況になっている」

			　まぁ、それも俺の記憶の中の話なので、現在はどうなっているかわからないけどな。

			「ちょっと待ってよ！　え？　国が税として徴収した作物を教会に渡して、それを国民に配ってるってこと？」

			「正確には信者に配っているってことだ。だから、マレイル国の教会信者の数はとてつもなく多い。国を恨んでも教会には感謝している。全ては教会の指示だとも知らずにな。識字率は約二パーセントとかなり悪く、学習も行き届いていない。これも教会の仕業だろう。人間は中途半端に知識を身につければ反乱とか起こす生き物だからな」

			　どうしてマレイル国についてここまで知っているのかは自分でもわからない。マレイル国に住んでいたのかどうかも。ただ、さっき言ったようにマレイル国の識字率は高くはないから、もしもこの国に住んでいたとしたら、俺は特権階級の人間ということになる。

			「タード、よくそんなこと知ってるわね」

			「まぁな。なんでか知らないが知っている――幸い、ここはマレイル国の国境とハンガード都市同盟地区の境だからな。村を作るとしたら都市同盟に入れるように画策しないといけない」

			「ハンガード都市同盟地区なら私も詳しいわよ。自治都市の集まりよね？」

			「その通りだ。七十の都市がある。そのうち十はダンジョンの上に作られた都市だ――きっとダンジョンフェアリーとダンジョンボスが裏で手を引いている可能性もある。そっちの線から仲間に入れないかと思っている」

			「そうね、ダンジョンフェアリーとの交渉は私に任せて！　とりあえず村を作ることから始めましょ！」

			「だな……村を作る段階から他のダンジョンフェアリーに協力を求めていたら、さすがに借りがでかくなりすぎる」

			　と俺はここまでまともに考え、

			「……娼館ギルドの手配もしておかないとな」

			　と欲望を伝えた。最初はこんなことでも言えばシエルはうろたえたものだが、

			「娼館ができてもタードはスライムだから入れないわよ」

			　と冷静に事実を述べるのだった。

			　だよな。やっぱり人間の女相手にするのは当分無理か――奴(ど)隷(れい)商でもあればいいんだが、実はマレイル国には奴(ど)隷(れい)という制度が存在しない。というか存在しえない。国民の九割以上が農夫のため、動けるものは自分の畑を耕さなくてはいけず、逃げ出すことを許されていないから。そういう仕組みがあるせいか、ハンガード都市同盟地区にも奴(ど)隷(れい)はほとんどいない。

			　つまり、現時点での人身売買での女の入手はまず不可能だ。

			「普通に人身売買で女を買おうとしているタードの神経を疑うわよ」

			「いいだろ、盗賊みたいに誘拐してくるわけじゃないんだから――いや、どうせ俺たちは魔物なんだから、冒険者として迷宮に入ってきた女を捕らえて――」

			「そんなことしたら風(ふう)鬼(き)委員に迷宮を潰されるからやめてよね」

			　風(ふう)鬼(き)委員とは、ダンジョンと人間との調和を求める組織のことで、例えば人間の大量虐殺を試みたり、人間を捕えてきてダンジョンの中で飼い殺しにしてポイントを稼ぐといったダンジョンを破壊する組織のことだ。確かに女冒険者を性奴(ど)隷(れい)として捕えて飼い殺しにするのは風(ふう)鬼(き)委員の管轄か。

			　まさに八方塞がりか。

			「そんなことばかり考えていたらムラサメに愛想つかされるわよ。あんなかわいい子がタードに尽くしているだけでも奇跡のようなものなんだから」

			「いや、まぁムラサメは確かに美人なんだが、とにかく硬いんだよな――」

			　身持ちが硬い、ではない。物理的に硬いのだ。

			　その胸も、柔らかさとか全くない。ジャンプしても揺れない。

			「って、そうか。女の子の姿の魔物を勧誘すればいいだけじゃねぇか。マーレやサキュバスの姉ちゃんみたいな。ってこんな話してたらムラムラしてきたな。ちょっとムラサメのところに行ってくる」

			「ゴブリンたちを新しい村に案内するのが先よ。もうすぐこっちに呼ぶ時間なんだから」

			「それは任せた！」

			「え？　タード、待ってよ！　あなた一応ボスモンスターなんだから、せめて最初くらいはきちんと――もうっ！」

			　シエルの怒鳴り声を背後に聞きながら、俺はムラサメがいる解体部屋に向かった。

			　

			「ムラサメ、もっと奥まで入れるぞ」

			「待ってください、ご主人様、そんな一度に入れたら――」

			「途中でやめるのはこっちも辛いんだ、我慢しろ」

			「はい――あ、入ってきます！　ご主人様の暖かいのが入ってきます！」

			「あ、ムラサメの中って結構あったかいんだな。もっと冷たいと思ってた」

			「ご主人様、ちょっと恥ずかしいです」

			「それは承知のうえだろ」

			　

			「あんたたち昼間からこんなところで何やってるのよっ！」

			　そう怒鳴りこみながら、解体部屋に乱入してきたシエルが見たのは、ムラサメひとりだった。

			　シエルは周囲を見回し、

			「あれ？　タードは？」

			　と俺の姿が見えないことを不思議に思っている様子だった。

			「それに、ムラサメ、その眼帯――」

			　シエルはムラサメが着けている眼帯に気付いた。黒い眼帯だ。

			「ご主人様に買ってもらいました」

			「で、そのタードはどこなの？　声は聞こえたんだけど――」

			　と周囲を探る。

			　どうやら本当に俺がどこにいるかわからないらしい。

			「ここにいるぞ」

			　そう言うと、シエルはびっくりしたような表情を取り、さらに周囲を探し始めた。

			「タード、一体どこに隠れているのよっ！　さては、また天井裏にいるのねっ！」

			　とシエルは天井を見上げた。そんなところに俺はいない。

			「お前の目は節穴か？」

			「ご主人様、どちらかといえば目が節穴なのはシエルさんではなく私のほうですよ」

			「確かに、それはそうだな。シエル、ここだ、ここ」

			「だから、どこよ？　もしかして、服の中に入っているんじゃないでしょうね？　そんなことしてるなら本当にムラサメに愛想つかされるわよ」

			「惜しい、服の中じゃない」

			　と俺が言うと、ムラサメはシエルのほうを向き、そしてその眼帯を外した。

			　シエルの顔が青ざめる。

			　何故なら、その眼帯の向こうにあるはずのムラサメの眼球がそこにはなく、その穴から俺の姿が見えたのだから。

			「よっ！」

			　俺はムラサメの目を通してシエルを見て言った。

			「なんでタードがムラサメの顔の中に入ってるのよっ！」

			「いや、ムラサメの体の中って空洞になってるんだよ――前にマーレに腕を斬り落とされたときにわかったんだが。なら、俺が中に入れるんじゃないか？　って思って。マヤカシだから目玉を入り口にすることもできるんだよ。やろうと思えば、ムラサメのおっぱいから溶解液を出すこともできるぞ」

			「しなくていいわよ――ていうか絶対にしないで。そんなことしたら当分口利いてあげないわよ」

			　シエルの本気の拒絶――喧(けん)嘩(か)の最終手段が無視って、子供かお前は。

			　あと、ムラサメがつけている眼帯、実は内側からは外が見えるようになっている。

			「で、なんでそんなことしてるの？」

			「もうすぐ教会の公金護送の馬車が通るからな。ちょっとムラサメと様子を見に行こうと思って」

			　まぁ、その話の出どころは盗賊だから、本当かどうかはわからない。

			　そして、教会の公金護送には、かならず聖騎士と呼ばれる男が最低一人同伴する。たった一人で十万の兵にも匹敵するであろうそいつらをその目で見ることで、ムラサメに強者という存在を知ってもらうつもりだ。

			「タードが化け物って言っていた人よね――」

			「そうだ。近付けば命が危ない。ただし、任務は絶対に遂行する奴らだから、護衛任務中に遠くから眺める分には問題ないはずだ」

			「ムラサメを遊んでいたわけじゃなかったのね？」

			「遊んでいるのはお前だ。ゴブリンを村に案内しろって言っておいただろ？」

			「わ、わかってるわよ。ただ、タードが――」

			「俺がムラサメ相手にエッチなことをしていると勘違いしたんだろ？」

			「し、仕方ないでしょ！　あんな言い方したら勘違いくらいするわよ」

			「うん、お前がこっそり聞き耳立てているのには気付いていたから、ムラサメと打ち合わせして言った」

			　俺が正直に打ち明けたら、シエルが地団駄を踏んで暴れだしたので、ムラサメとともに解体部屋から退散した。

			　ちなみに、ムラサメの中の入り心地は上半身ならそこそこいい。体の運び方がうまく、重心がとても安定しているからだ。操縦の下手な馬車に乗るよりも快適だと思う。逆に足や腰より下に入ったときは最悪だった。

			「ご主人様、乗り心地はいかがですか？」

			「あぁ、いいぞ。ところで、ムラサメの声ってどこから出ているんだ？　外から聞こえているように思えるんだが」

			　考えてみれば本来喉があるはずの部分も外から見える部分を除けば何もない。肺もないから呼吸もしていない。声を出す機能はまったくなかった。

			「声は刀の本体から出ていますので、外から聞こえるというご主人様の感覚は間違っていませんね――一応、マヤカシの構造を工夫すれば口を使って喋(しやべ)ることができるのですが、そうするとご主人様が中に入るスペースを確保できないので」

			「なるほどな――そう言えば最初に会ったときは本体から少し離れたところにいたけど普通に会話できていたもんな」

			　あのとき、本体から話しているとしたら言葉の方向と距離の違いで彼女がマヤカシであることにもっと早く気付いたはずだ。

			　暫く走り、目的の観察ポイントにたどり着く。

			　街道までの距離は約七百メートル。木の隙間からかろうじて見える場所の岩陰だ。

			　盗賊たちの話によると、そろそろここを通るらしい。

			「ムラサメ、今からお前に命令を下す。俺がいいと言うまで、俺が出した命令はその意図を考える前に実行しろ――いいな」

			「はい、かしこまりました」

			「本体の妖刀は下に置いておけ」

			「はい」

			　ムラサメは腰の鞘(さや)を外し、地面の上に置いた。

			　さて、ひとつ気になることがある。

			　どうして盗賊たちは教会の公金の護送が今日、この時間行われることを知っていたのか？　おそらく、公金の護送が行われるのは真実だろう――が、その情報を意図的に流した奴がいる。たぶん、教会の関係者の中に。

			　この近くに村を作る以上、教会関係の馬車が定期的に通るのは必至。せめてどういう奴が護衛として通るのかは見定めないといけない。

			　とその時、ひとりの若い男が通るのが見えた。

			　頭に被っている兜は聖騎士の証である――おそらく見習い聖騎士だろう。

			　その後を馬が、さらに馬が曳く馬車が見えた。

			　そして、最後に、金髪糸目の二十歳くらいの男が通ったときだった。

			「…………っ！」

			　その男は明らかにこっちに気付いているように、こっちを凝視していた。そして、落ちていた石を拾い上げると、一度上に軽く投げ――

			　

			「ムラサメ、マヤカシを解除しろっ！」

			　

			　俺の命令がムラサメに届くと同時に、糸目の男が石を投げていた。

			　石が届く直前にムラサメのマヤカシが解除され、俺の体が宙に浮く――

			（ぶつかるっ！）

			　次の瞬間、俺の頭がはじけ飛び、激しい痛みを伴って体が後方へと吹き飛んだのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（スライム？）

			　聖騎士の男は女が突如スライムになったのを見て、眉を顰めた。

			　突然変異のスライムなのか、それとも魔物がスライムに変身したのかはわからない。

			　が、それよりも気になったのは――

			（確かに当たった。が――殺し損ねた。ふふ、バカな盗賊をおびき出すために流した情報(エサ)にもしかしたら想像以上の獲物が食いついたのかもしれませんね）

			　と岩の向こうに見えなくなったスライムを想い、彼は再度投げられる石がないかと思ったが、

			「トール様、どうかなさいましたか？」

			　御者の男が、聖騎士のひとりがついてきていないことに気付いて馬車を止めた。

			　トールと呼ばれたその男は微笑を浮かべ、

			「ちょっと珍しい鳥がいましてね。申し訳ありません」

			　と平然とした顔で嘘を言った。

			「そうですか――このあたりはファーストチキンが生息しているそうですから、その亜種かもしれませんね。新種ならギルドに報告しないといけませんが」

			「いえ、私の見間違いでしょう。では参りましょうか」

			　男がそう言うと、御者はもう何も言えない。

			　馬車はゆっくりと動き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ご主人様、ご無事ですか!?」

			　ムラサメが再びマヤカシを作り、倒れた俺を抱え上げた。

			「大丈夫だ――って言っても全然大丈夫じゃねぇがな。超硬化がなかったらやばかった」

			「頭部の一部が抉れています――」

			「これはわざとだ。こうでもしないととてもじゃないがあの石を受け流せなかった」

			　俺の超硬化はとても硬くなる――が魔法無効と違い、物理攻撃が完全に効かなくなるわけじゃない。その衝撃は俺の体に直に伝わるし、体も吹き飛ばされる。そして、その強度も絶対とは限らない。

			　そのため、俺は超硬化を体の内側に作り、外側の粘体部分を吹き飛ばさせて衝撃を一度殺してから、超硬化で石を受け流した。

			「……まぁ、思ったよりは余裕だった。今度からは直接超硬化でガードしても大丈夫だろう」

			「余裕そうには見えません……申し訳ありません、ご主人様。本来は私がご主人様をお守りしないといけないのに」

			　ムラサメが頭を下げた。

			　本来なら、ここで「お前は俺の命令に従っただけだ、気にするな」って言うのがセオリーなのだろうが、

			「本当だな。あとでお仕置きをしないといけないから覚悟してろよ」

			「はい、いかなる罰も受ける所存です」

			「よし、帰ってからの楽しみゲットだ！　じゃあダンジョンに戻るぞ！」

			　と言って、俺はムラサメの頭の上に飛び乗った。なんでも命令を聞くムラサメであるが、罰として与える楽しみはやはり別腹だからな。

			「あの、ご主人様、その傷は――」

			　ムラサメは俺の抉れた体を心配そうに見る。

			「自己再生スキルがあるからそのうちに治るだろ」

			　本当ならシエルに回復魔法をかけてもらえばいいんだが、俺の体は魔法を全て無効化してしまうからな。ここは自然治癒力に任せるしかない。

			「ご主人様……私は強くなりたいです」

			「お前ならそう思ってくれるって思ってたよ。そのためにお前を連れて来たんだ。あぁ、自分で稼いだポイントで勝手に強くなれ」

			「はい、必ずご主人様を守れるくらいに――」

			「おう、守ってもらわないと困るぞ。なんたって俺は最弱のスライムなんだから」

			　俺はそう言って自慢げに笑った。

			　ムラサメも笑った。

			　

			「ところで、ムラサメ。お前のマヤカシって衣装とか自由に変えられるのか？」

			「はい、可能ですが」

			「よし、じゃあメイドプレイで遊ぶぞ。今からシナリオを考えないとな。シエルが帰ってくる前に」

			「はい、望むところです」

			「……望まれたら罰にならないぞ？　あと、望むところって言葉の使うタイミング、たぶん間違えているからな」

			　とそんな会話をしながら、俺たちはダンジョンへと帰っていった。

			　

			　その日の夕方には、ゴブリンの村が完成した。と言っても、土魔法で穴を掘ったり壁を作ったりしただけで、屋根すら完成していない。

			　それでもゴブリンたちはシエルには感謝しているようだ。

			　俺を見る目には敵意と軽蔑しかないのが気にくわないが。

			　まぁ、盗賊のアジト側ではない迷宮のもうひとつの入り口前に集落を作っているんだ。迷宮目的の村が完成したら真っ先に潰されるだろうから別にいい。

			　とりあえず、外で狩って生け捕りにした魔物や動物は迷宮の入り口付近にある解体部屋で殺すようにと、シエルにゴブリンへ伝えさせた。その場合の報酬として、得られたポイントの五パーセントをゴブリンたちのものとし、自由に使えるようにする。

			　とりあえず、ゴブリンは仕事の内容は理解してくれたようだ。

			　次に、盗賊がいなくなったことでそろそろ俺も本格的に周囲の捜索をしようと思う。

			　一応、ムラサメもこの周囲を散策してくれていたが、盗賊に見つかるのを警戒していたため移動できる範囲は少なかったからな。

			　ムラサメは今は狩りに出かけているので、シエルとふたりきりだ。

			「ふたりきりだし、とりあえずシエルの頭の上に乗って移動するか」

			「ふたりきりじゃないでしょ。誰よ、それ？」

			　シエルが、ようやく俺が連れてきた魔物に話題を振った。

			　俺が連れてきた魔物は緑色の二足歩行のトカゲの魔物だ。

			「見てわからないか？　リザードマンだよ。とりあえず俺の護衛に来てもらった」

			　昨日の夜、ニキティスとのダンジョンバトルで投入されて盗賊たちを皆殺しにした種族――その強さはゴブリンを圧倒する。平均的な冒険者が少し苦労するくらいの強さの魔物だ。

			　当然、群れになれば脅威となる。

			「リザードマンはわかってるわよ。どうしてここにいるのかって聞いてるのよ。このあたりにはリザードマンは生息していないはずでしょ？」

			　どうやら、シエルはこのリザードマンが誰だかわからないらしい。

			「落とし穴に落ちてた奴がいただろ？　あいつだよ」

			　昨日のダンジョンバトルで、俺はスパイク付きの落とし穴をいくつか用意した。

			　このリザードマンは足を接着粘液で固定されて落とし穴の中にダイブしてしまったリザードマンである。

			「え？　でもあれって死んだんじゃ……」

			「いや、落とし穴のスパイクはあらかじめ折れやすくしておいて、代わりに俺の接着粘液をつけておいたんだ。そんで、バトルの後、ニキティスが忘れて帰ったんだよ」

			「忘れて帰ったって――そりゃ私も、それにたぶんニキちゃんも死んだと思ってたし」

			「で、帰すから取りに来いって手紙を送ったんだけどな。ほら、シエルに届けさせただろ？」

			「あぁ、うん。混(こん)沌(とん)の町の郵便屋にね――返事、タードに直接きたんだ。それで、ニキちゃん取りに来るの？」

			「面倒だから俺にくれるそうだ」

			　と俺が笑うと、シエルが半眼で俺を見てきた。

			「タード、わざとでしょ。リザードマンをくれなくても、取りに来るまでの間、侵入者のポイントが得られて別にいいや、とか思ってたんでしょ」

			「正解だ」

			　シエルもだいぶ俺の考えがわかるようになってきたな。

			　そして、本当ならこのまま侵入者として飼い続けてもよかったのだが、もっといい方法を思いついた。

			「それで、こいつを使ってリザードマンを増やす」

			「増やすって、どうやって？」

			「これだよ」

			　と俺はポイントで購入してリザードマンに持たせていた瓶を触手で受け取る。

			　中には白い液体が入っていた。

			「なにそれ、飲み物？　薬？」

			「飲むか？」

			　俺はそう言ってシエルに瓶を渡す。

			「飲んでいいの？」

			「いいぞ。リザードマンの精液だけどな」

			「飲まないわよっ！」

			　シエルが怒って俺に瓶を返した。

			　魔物の本体はポイントでは買えないのに、精液はポイントで買えるって、なんか変な感じだよな。

			　ちなみに、有精卵はポイントでは買えなかった。

			「これで十回くらい使えるっぽい。幸い、このリザードマンは雌で二日に一回卵を産むから、全部卵を孵せば、リザードマン十匹が配下に加わるだろ？」

			　雌なのにリザードマンというのは間違っている気もするが、リザードウーマンは呼びにくいので、このままでいいかとも思う。というより、リザードマンを雄とか雌で認識したくないのかもしれない。そこを意識してしまえば、俺という存在も雌雄同体として認識する日が訪れそうだからな。俺は体はどうであれ、心は女が大好きな男だから。

			「ともかく、この薬瓶を五回購入し、五十匹リザードマンを産ませれば、リザードマンスポーンを設置できるってわけだ」

			「あぁ、なるほど――」

			　シエルが納得するように頷くが、俺はもっとわかりやすくシエルに説明した。

			「リザードマンの苗床だな」

			「……その表現は嫌ね」

			「気にするな。もう卵は一個産んでくれたから、明後日には孵ると思うぞ」

			　孵化したリザードマンは三週間ほどで一人前になるそうだ。

			　ちなみに、受精の方法は使用説明書に書いてあった。ゴブリンが精液をしみこませた綿棒をリザードマンに突っ込み、中でこすりつけている。俺が耳かきに使っていた綿棒の思わぬ使い道だった。

			　ゴブリンもリザードマンもまんざらでもない様子なので仕事が終わったら異種族間結婚でもさせてみるか――結構おもしろそうだな。

			　とりあえずリザードマンの説明は終わったので、リザードマンには迷宮に戻ってもらった。

			「キラーアントにはボス部屋の手前からさらに地下に迷宮を延ばさせているから、そのうちボス部屋とその奥のプライベートルームの引っ越しも検討しないといけないな」

			「…………へぇ」

			　シエルが感心したような声をあげた。

			「どうした？」

			「タードって、意外とダンジョン経営のこと考えてるのね」

			「当然だろ――って、おい、シエル。何してるんだ？」

			　シエルが前に進もうとしない。

			　立ち止まったままぼぉっとしている。

			「おい、シエル。聞こえているのか？」

			「あ、うん。ごめん、ちょっとぼぉっとしていた」

			　とシエルは謝ると、元来た道を戻っていこうとする。

			「おい、どこに行ってる――逆だ、逆」

			「……え？」

			　とシエルは振り返り――森をじっと見て、また何かを考え込む。

			「本当にどうしたんだ？」

			「ちょっと……この森の中に入りたくなくて」

			　するとシエルは魔法の詠唱を唱え、

			「ファイヤーボール！」

			　と言って、とても小さな火の玉を生み出した。

			　火の玉はゆっくりと前に飛んでいくと、ある程度進んだところで急にＵターンし、戻ってきた。

			「ウォーター！」

			　シエルが水の魔法を使って飛んできた火の玉にぶつけた。ジューっと熱した鉄に水をぶちまけたような音とともに、火の玉は消え、水もかなり蒸発した。

			　一体何がしたかったんだ？　と思ったら、

			「タード、ここに結界が張られているみたい――」

			「結界？　結界ってどういう？」

			「強力なベクトル操作……かしら。入ろうとするものを外に戻す感じ。歩く人も動物も魔法も、意識までも――私もタードに言われなかったら全然気付かないところだったわ」

			「ふぅん、じゃあ外に出よう出ようと思って進めば中に入れるんじゃないか？」

			「中に入るために外に出よう、外に出ようと思って中に進むのなら、外に出るために中に入ろう中に入ろうと思って外に出るわよ。結局中に入れないわ」

			「ややこしいな――じゃあお前の魔法で結界を破れないのか？」

			「無理よ。結界の構造もまるでわからないし、だいたいこういう外からの侵入を防ぐ結界って内側にキーとなる道具を置いているから壊せないのよ。タードなら魔法無効があるから中に入れるんじゃないかしら？」

			「あぁ、確かに俺の意識は全く切り替わらなかったから、中に入れるだろうが――」

			　と俺は森の中を見て、考えた。

			「面倒だからパスだな」

			　どんな危険が待っているかわからないのに、なんで俺がひとりでそんな危ない森の中に入らないといけないんだよ。

			「そう言うと思ったわよ。私もタードにはあんまり無茶をして欲しくないし、他の魔物が入れないのなら仕方ないわね。とりあえず、ゴブリンたちに周囲の偵察をしてもらうように頼んでみるわ」

			　とシエルは半ば諦め口調で自作の地図（広告の裏使用）に結界の場所を書き込むのだった。

			　とりあえず、結界のある部分はゴブリンにでも調査させておくとするか。

			「ところで、シエル。さっきから何をしてるんだ？」

			　いつの間にか真っ赤なキノコを採取しているシエルに尋ねた。

			「え？　せっかくだから今夜の夕食でも取っておこうかと思って――あ、安心して。これ全部、食べられるキノコだから。ちょっと苦いし舌が痺(しび)れるけど」

			「毒キノコじゃねぇかっ！」

			　キノコは全部燃やして処分した。

		

	
		
			第二話「そのメイドさん、ツンデレにつき」

			　

			　リザードマンを苗床にしてから一週間が過ぎた。既に二匹のリザードマンの子供が生まれていて、俺の配下になっている。

			　リザードマンの孵化を初めてこの目で見たが、なかなかにショッキングな映像だった。特に、生まれたばかりなのに、最初から鎧(よろい)を着ているし剣も持っているのには驚いた。もしかして、あの鎧(よろい)と剣は魔物の肉片からできているのだろうか？

			　リザードマンの鎧(よろい)や剣って一体、どこで売ってるんだろうと思っていた長年の謎が解けた。答えは最初から着て生まれるらしい。しかも成長とともに剣も鎧(よろい)も大きくなるんだから尚驚きだ。

			　生まれたばかりのリザードマンはまず半日かけて自分の卵の殻を食べる。その後、一週間は親リザードマンが取ってきた餌を分けてもらって食べるらしい。今はベビースライムを食べてすくすくと成長している最中だ。

			　それに伴い、ベビースライムのスポーンを新たに設置した。

			　それともうひとつ大きな問題が起こった。

			　キラーアント（♀）が育児休暇に入った。卵を百個ほど産んだのだ。そのため、今まで仕事をさぼっていたキラーアント（♂）がダンジョン拡張のために働いている。手際は決して悪くはない――というよりキラーアント（♀）よりも器用なくらいだ。実はやればできるタイプだったということに俺もシエルも驚かされた。

			　今後、卵を育て、一週間で孵化、さらに一週間で百匹のうちの何割かは大人になるだろう。

			　もちろん、それは喜んでばかりいられないことである。何故なら、キラーアントは俺の配下ではない。あくまで貸し出されている傭兵のようなものであり、いつ反旗を翻(ひるがえ)すかわからないのだから。

			　そんな明日をも知れぬ状況の中、俺はある提案をシエルにした。

			　

			「メイドさんが欲しい」

			　突然の俺の一言に、シエルの目が点となる。キラーアントが反乱を起こしたときの対策について話していたときに俺が唐突に言ったのだ、引かれるのはわかっている。

			　だが、これはどうしようもない事実であり、今言わなければいけないことだった。

			「俺って、ここのボスなんだよな。ならば、待遇としてメイドさんにちやほやされるべきじゃないのだろうか？」

			「タード、いきなり何言い出すのよ――メイドっていうのはお金持ちしか雇うことができない家事のスペシャリストよ！　貧乏な私たちが雇えるわけないでしょ！」

			「シエル、メイドの服とか着てみる気はないか？　俺を出迎えるときは『おかえりなさい、ご主人様』だ！」

			「嫌よ。メイド服って高いのよ――そんなもの買うお金があったらまたジュース買ってよ！　ハバネロじゃないほう！」

			「我儘を言うな。お前は草ジュースでも飲んでろ」

			　と俺は乾燥させている草を触手で指して言った。

			「あれはお茶にするために干してるのよ。ジュースにするためじゃないわ」

			　……シエルはやっぱりダメだ。

			　シエルの注いだお茶が怖くて飲めない。原材料が何かわからない草っぽいし。

			　まぁ、俺はスライムなんで大概の草は食べられるけど。

			「ご主人様、それでは私がメイドになりましょうか？」

			　振り返ると、そこに立っていたのは凛とした佇まい、給仕服姿のムラサメだった。もう一度言う。メイド服ではなく給仕服だ――ある意味本物のメイドさんだ。メイド長だ。
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			「ムラサメ、その服は？」

			　シエルが尋ねた。そうか、シエルは知らなかったのか、ムラサメは自由に服を作ることができるということを。

			「私の姿はマヤカシですから、服ならば自由自在に変えることができます」

			「……つまり無料でどんな服でも着れるってこと？　いいわね、それ」

			　シエルが食いつくが、俺はムラサメの姿を見て考える。

			　普段着のときは足を見せているのに、給仕服になるとスカートが長すぎるのはこの際だ。大目に見よう。だが、彼女の雰囲気はどうだ？

			　以前にメイドプレイをしたときにも気付いていたことだが、ムラサメには大切なものが欠けている。

			「ムラサメはメイドの基本が成っていない。主人をもてなそうとする心意気は完璧だ。だが、メイドとは癒しの存在！　帯刀しているメイドさんって一部のマニアには受けそうだが、俺はやっぱりどうかと思う――というか、ムラサメにはどうせなら水着姿になって欲し――」

			　

			　パチーンッ！

			　

			　爽快な音とともに俺の頭が叩かれて後頭部が波打つ。

			「何をする！」

			「堂々とセクハラ発言してるんじゃないわよっ！」

			「そうだな、今はセクハラよりメイドだ！　ということで、シエル。お前ちょっとメイド服うんぬんは置いておき、ちょっとメイドターンしてみろよ」

			「メイドターン？　何それ？」

			「お前、学年首席のくせにそんなことも知らないのか？　メイドターンっていうのは簡単に言えばくるっと回ってニコッだ。二回転くらい回ってからもいいが、まずは一回転でやってみようか」

			「なんでそんなことしないといけないのよ」

			「できたら牛乳飲ませてやる」

			　とシエルは言うと、

			「牛乳!?　身長が伸びておっぱいが大きくなるっていうあの伝説の飲み物のこと!?　わかったわ、ぜひともやらせてもらうわ！」

			　やっすい伝説もあったものだな――とは思うが、でもやる気を出すのはいいことだ。

			「くるっと回ってニコッね」

			　そういうと、片足を下げて回る準備をし、

			「くるっと回って――」

			　とそう言って回ろうとし、自分のスカートの裾を踏んでいたことに気付かなかったらしく盛大に転んでしまった。

			　転び方が秀逸すぎて、スカートの中の、前に買った白いパンツがはっきりと見えている。

			「誰もドジっ子メイドをやれとは言ってないんだが」

			「……やっぱり私って不幸」

			「単純にお前のミスだ」

			　まぁ、これはこれでいいものが見られたのだが、やっぱり本物のメイドさんへの情念が消えることはない。

			「ご主人様、それでしたらメイドになりうる魔物を仲間にするのはいかがでしょう？」

			「メイドになりうる魔物？　そうか、それもありだな――配下にすれば雇う金も必要ないし。でも、どんな魔物を仲間にすればいいんだ？　サキュバスを仲間にして、エロメイドにするか？　それともゴーレムっ子を仲間にしてゴーレムメイドも捨てがたい……いや、やっぱり硬いメイドはなしだ。ムラサメとキャラが被ってもったいない」

			「タード、普通に私たち以外の女の子とイチャイチャしたいだけでしょ……メイドにするならシルキーがいいんじゃないの？」

			「シルキー？　あぁ、家事妖精か」

			　シルキーは絹を着た女性の姿の魔物だ。ちらかった部屋を掃除するのが好きな魔物で、掃除をするのが好きなあまり、綺麗な場所に行くと自分でちらかしてから掃除を始めるという一面も持つ。

			　確かに、メイドと言えばシルキーというのはお約束といえばお約束か。

			　うん、お約束は大事だよな。

			「で、シルキーってどこにいるんだ？」

			「人里離れた古い屋敷とかに棲んでいるそうよ」

			「そのくらい知ってるよ――シルキーが棲んでいそうな屋敷に心当たりはないか？　って聞いているんだ」

			「それは――ちょっとわからないわね」

			「ちっ」

			　俺が露骨に舌打ちをすると、シエルが、

			「どうせ勉強バカで世間のことなんて何も知らないわよ」

			　といじけだした。まぁ、こいつはいじけたところで最後に牛乳でも飲ませてやれば機嫌を直すので無視してもいい。

			「ムラサメは知らないか？」

			「申し訳ありませんが、私の狩りの範囲は限られていますし、混(こん)沌(とん)の迷宮にいたころもあの洞窟から外には出ませんでしたから。――ただ、このあたりに屋敷があるのでしたら、森にいるゴブリンたちならば何か知っているのではないでしょうか？」

			「あいつらのほうが行動範囲は広いから。ということで、シエル！　ゴブリンのところに行って情報を聞いてこいよ」

			「え？　なんで私が」

			「ゴブリンの言葉をわかるのはお前だけだろ？　いい情報があったら牛乳やるから」

			「わかった、すぐに行ってくるわっ！」

			　

			　とシエルは自分に補助魔法を使い、全力で走って行った。そして、すぐに帰ってくる。

			　

			「ただいま！　情報あったわよ！　近くの森の中に古い洋館があるみたい。そこに高そうな服を着た女性の姿が見えたそうよ――人間かどうかはわからないけど、空を飛んで屋根の掃除をしていたからたぶん魔物だろうって」

			「おぉ、それはなかなかの情報だな……」

			　空を飛ぶ魔法というのはかなり少ない。シエルも使えないからな。

			　だが、魔物の中にはその種族にしか使えない種族魔法というものを使う魔物もいる。

			　シルキーが種族属性の魔法を持っているかどうかはわからないが、飛行魔法が種族魔法である可能性は高い。

			　よし、これはいい情報だな。

			　と思ったら、シエルが何か言いたそうに、いや、言いたくなさそうにこちらを見ている。

			「ん？　まだ何かあるのか？」

			「その洋館の場所っていうのが、前にタードと一緒に見つけた結界の中にあるのよ。姿を見たのは一度、屋根の掃除をしているときだけみたい――」

			　……あの中か。

			「タード、一応ちゃんと情報は得られたんだから、約束の牛乳を――」

			「いや、牛乳は俺が確かめてからだ――ゴブリンが俺に対して嫌がらせで嘘をついているかもしれないからな――」

			「そんなことはしていないと思うけど――仕事はきっちりするようにって命令したんでしょ？」

			「わからんぞ？　俺はゴブリンは信用していないからな」

			「ゴブリンもでしょ」

			　失礼だな。まるで俺が疑心暗鬼に囚われた誰のことも信用できないスライムみたいじゃないか。あながち間違っていないから否定はできないので黙っておくが。

			「でも確かめるってどうやって？」

			「虎穴に入らずんば虎子を得ず。俺が直接出向くしかないだろ」

			「……メイドってそこまでしないと手に入らないものなの？」

			「あぁ、メイドへの道は険しいものなんだよ――お前の牛乳への道と一緒でな」

			「……私の巨乳への道も遠いのね」

			　シエルは俺に背を向け、自慢できるとは言い難い胸を触って呟いた。

			　牛乳を飲んだからといってバストアップに期待が持てるって言う科学的根拠は今のところほとんどないんだぞ――と言うのは当然黙っておいた。

			　シエルの巨乳への道はどこにもないと思う。

			　

			　直接洋館の中に出向く前に、少しでも強くなっておかないといけないと思い、強化をすることに。幸い、前回のダンジョンバトルで大量にポイントが手に入り、あと少しで１０００ポイントに到達するところまで来ていたので、少しムラサメが頑張っただけで目標達成した。

			　ということで、俺の強化をすることに。

			「ねぇ、前はタードの強化したんだから、次は私の番じゃないの？」

			「お前、どうせ１０００ポイント使ってバストアップするつもりだろ。やめておけ、一に一を足しても十や二十にはならないんだぞ」

			「何よその例えっ！　それだと私の胸囲が元々ゼロだったみたいな言い方じゃない」

			「正しい言葉だと無乳だな」

			　まぁ、シエルの胸は本当は無乳ではなく、やや貧乳といったラインなんだけどな。ブラのカップ数もお世辞Ｂカップ（Ｂカップとは言い難いまでも、なんとかＢカップブラで対応できる大きさ）だし。

			　ただ、シエルの胸を俺が満足できるまで大きくしようと思ったら、おそらくポイントが１００億くらい必要になる予感がするので、今のままでいいと思う。

			「というか、シエル。強化するなら視力を上げたらどうなんだ？　眼鏡って結構不便だろ」

			「そうでもないわよ――慣れたら楽だし」

			　そういうものなのか？

			　俺は眼鏡なんてかけたことがないからわからないけど。視力も悪くないし。

			　さて、前回は接着粘液とスキルを覚えた。

			　今回は一体、どんなスキルを覚えるのか？

			　早速１０００ポイントを支払って強化をしてみた。

			　今回もどのようなパワーアップがなされたのかはすぐにはわからない。次回の強化に必要なポイントが１５００ポイントだということだけだ。

			　そして、俺は魔物管理画面に戻り、自分の状態を見る。

			…………………………………………

			名前：バス・タード

			種族：スライム

			年齢：一カ月

			状態：契約（パートナー：シエル・フワンフワン・シャイン）

			スキル：触手４　溶解液１　自己再生２　接着粘液１　自切１

			特殊スキル：魔法無効・超硬化

			称号：元人間・ボスモンスター

			備考：前世の知識と記憶一部有

			…………………………………………

			「自切って……リザードマンが持ってるあのスキルよね？」

			　シエルが何か言いたげに俺に言った。

			「あぁ……トカゲのしっぽ切りだ」

			　トカゲの特性として、天敵から逃げるとき、自分の尻尾をわざと切り落として注意を逸らすという特性がある。それを自切という。

			「なんで１０００ポイントも払ってそんなつまらないスキルを手に入れてるのよっ！　１０００ポイントあったら一年は余裕で暮らせるのに」

			「１０００ポイント払って胸をでかくしようとか思ってたお前に言われたくねぇ！　ていうか１０００ポイントってたった５万シールでお前は一年も生活できるのかよっ！　いやお前ならできそうだけどな」

			　でも、これって何か使い道があるだろ。

			　と俺は触手を伸ばし、自切スキルを使った。

			　伸びた触手がまるで包丁で切られたみたいにスパッと落ちた。痛みはまるでないが、体積が減って、ひどくお腹が空いた。

			　自分の触手を食べた。

			　元の大きさに戻った。

			「そのスキルが本気で戦いの役に立つと思ってるの？」

			「……スライムパーンチっ！」

			　と俺はやけくそで触手を振ると同時に自切スキルを使った。

			　反動により触手が弾丸となって飛んでいく。

			「いたっ！　タードがぶったっ！」

			　俺の触手の弾丸はシエルの脛に直撃した。

			「タード、何するのよっ！」

			「手加減はしてやっただろ？」

			「十分痛いわよ。スライムの肉片なのになんでこんなに痛いのっ！」

			　とシエルが自分の脛に当たった俺の触手の切れ端を触って、ようやく俺の攻撃の原理に気付いたようだ。

			「超硬化した部分を切り離したわけね。さすがタード――バカなスキルの使い方にかけては右に出る者はいないわね」

			「お前、絶対褒めてないだろ――と言っても俺の触手の操り方だと投石程度の効果しかないけどな。もっと速く飛ばせたらいいんだが」

			　せめて俺の体がゴムみたいに伸びたら、パチンコの原理で遠くに飛ばせるのに。

			　もしくは矢のように変形できたら。

			「もしくは形を変えるとかね――タード、剣みたいな形にできないの？」

			「いや、それが試してみているんだが、まだお前の親指サイズまでしか細くできないんだよ。触手レベルを上げたらもっと細くできて、それこそ針みたいなものにもできると思うんだが――あ、でも触手が二本出せるようになったぞ」

			　と俺は体の両端から触手を二本出した。

			「……気持ち悪いわね」

			「うるせぇ。それより、腹が減ったな」

			「また自分の触手でも食べたら？」

			　シエルはそう言って俺の落ちている触手を持ち上げ――

			「あれ？　タード、まだ超硬化してるの？」

			「ん？　いや、とっくに解除してるはずだぞ？」

			「……まだ硬いわよ？」

			　とシエルが俺の触手を指でつつく。確かに、いつもみたいなぷよんぷよんした感じはなさそうだ。

			「どういうことだ？」

			　超硬化は解除しているのに、自切した俺の触手はいまだに硬いままだった。

			「もしかしてこれって――ずっと硬いままなんじゃない？」

			「……だとしたら、お前」

			　……もしかしたら今までで一番のスキルかもしれないぞ。

			　

			　自切と超硬化スキルの組み合わせでいろいろと実験した結果、面白いことがいくつかわかった。まず、超硬化スキルについて、このスキルの効果は正確には、

			『とても硬くなって、制限時間が経過するか解除すると元の柔らかさに戻る』

			　つまりは柔らかくなるまでがひとつの効果であるのだとシエルが予想を立てた。

			　だから、俺の体から切り離すことにより、元の柔らかさに戻るというプロセスを中断している状態になる。実際、硬い触手の切れ端を俺が食べたところ、体の中ですぐに元の柔らかさに戻って吸収された。

			　そして、超硬化の弱点も浮き彫りになった。

			　この超硬化、打撃や斬撃にはとても強いのだが、とにかく熱に弱いのだ。火で軽く炙るだけで溶けてしまう。ただし、切り離した触手でも魔法には強い耐性があり、シエルが放った火の魔法でも溶かすことはできなかった。

			　あと、溶解液でも溶かすことができるが、すぐに固まってしまうので、体の切れ端を変形させたりするのには便利そうだ。

			　防具の素材としてはとにかく火が弱点という問題を抱えているが、それでも使い道はいろいろとあるだろう。特に火を出すことのできない水の中で使えば敵なしだ。

			　次に、体を切り離した場合、切り離した分と同等の栄養を吸収することで元に戻ることが判明した。特に効率がいいのは卵の黄身の部分だと判明。卵白より三倍ほどの効果がある。スライムの成分はほとんどがタンパク質らしいが、脂肪分とかも関係あるのだろうか？

			　なぜか俺の成分と似ているはずのベビースライムを食べるよりも効率がいい。

			　そのため、ファーストチキンが産んだ卵の黄身だけを食べて肉体を回復していた。

			「……ねぇ、タード。普通の目玉焼きを食べたいよ」

			　シエルがフォークで黄身のない目玉焼きを持ち上げて文句を言った。

			「贅沢言うな。最初は喜んで食べていただろうが」

			「最初は卵なんて病気のときに友達がおかゆに入れてくれたものしか食べたことがなかったから……でも、白身だけの目玉焼きって、目玉がないのよ――白目剥いてるのよ」

			「白身だけじゃない、カラザもついてるぞ」

			「カラザって普通は取るものじゃないの？」

			　黄身のない、カラザと白身だけの目玉焼きは目玉焼きとは呼べないよな。あと、シエルに卵の殻を食べるか？　と尋ねたらさすがに怒られた。

			　今はそこまでカルシウム不足じゃないって。

			　カルシウム不足だったら卵の殻を食べるのかという疑問は残るが、シエルが不服そうに食べている目玉焼きは、彼女が文句を言うのも仕方がない。

			「せめて塩くらいは……」

			　と泣いている。

			　本当なら俺が卵一個を丸ごと食べたらいいだけの話なのだが、シエルにはある程度不幸な目に遭わせておかないと、彼女の特性によりダンジョンに不幸が降りかかりかねないからな。こうして意地悪をしているのにも理由はあるわけだ。

			　もちろん、理由の半分以上は俺が楽しんでいるだけなのだが。

			　ちなみに、調理は俺がしている。触手が二本使えるようになったことで、両手を使う感覚で調理ができるようになった。

			　シエルが作った竈(かまど)に、魔法の火を入れて調理しているわけだ。普通の火だと部屋が酸欠になってしまうが、魔法の火ならただのエネルギーの塊なので酸欠の心配はあまりない。

			「さて、そろそろ行くか」

			　まだムラサメは狩りから帰ってきていないが、これから例の結界の内側に行くことにする。やっぱり自分で作る料理より、メイドに作ってもらった料理を食べたいからな。

			（でも、それだけじゃない気がするんだよな）

			　本来なら、そんな気味の悪い場所にひとりで行くべきではない。シエルを強化すればいつかは結界を破る魔法を覚える可能性も高いし、何より、そんな面倒なところに行かず、他の場所でシルキーを探せばいい。結界の内側にシルキーがいる保証なんてどこにもない。

			「シルキーとシエルって名前がかぶっててややこしいんだよな。ただでさえあいつの名前、通貨のシールと被っていてややこしいのに」

			「タード、頭の上でごちゃごちゃ言わないでよ」

			　俺の下でシエルが文句を言った。

			「まぁ、俺は見ての通り鈍足だからな。運んでもらわないと結界の中に入るまで日が暮れるんだよ」

			「見ての通りだと、そもそも足がないでしょ」

			「確かにその通りだ。シエルの胸と一緒だな」

			「一緒にしないでよ！　ちょっとはあるわよっ！」

			「はいはい、あ、ここでいいぞ」

			　と森の入り口に到着すると、触手を伸ばした。

			　今なら七メートルは伸びる。それを使って触手で木の枝を掴むと、俺は飛んだ。振り子のように弧を描いて移動、さらにもう一本の触手を使って枝と枝とを飛び移っていった。

			「タード、そんなのできるなら最初からやりなさいよ！」

			「悪いがこれは森の中でしか使えないんだっ！　じゃあ、適当に帰るから留守番頼んだ！」

			　と言って、俺はまるで猿みたいに木の枝を伝って森の奥へと進んでいった。

			　森の樹はだんだんと高くなっていく。とあるときを境に、飛び移る木がなくなった。

			　木の枝にぶら下がったまま、俺は森の中心を見た。

			　

			　そこにあったのは――

			　

			「おいおい、嘘だろ――森の中にこんなもんがあるのかよ」

			　確かにゴブリンの言う通り古い洋館があった。だが、それだけではない。

			　普通の煉瓦の家が二十軒ほど並んでいる。

			　しかも――その煉瓦の家の周りには畑があって、今も新鮮そうな野菜が実っている。

			　

			　ここは、まさに村だった。

			　

			　俺は触手を伸ばし、地面に降りるとゆっくりと飛び跳ねて村を見て回った。

			　畑は明らかに人の手が入っているように手入れがされている。煉瓦の家も同様に、ある程度掃除がされているようだ。

			　だが、しかし、人の姿はどこにもないし、誰かが住んでいればわかる生活の痕跡のようなものも見当たらない。

			（これは、シルキーがいる可能性に現実味が帯びて来たな）

			　家事精霊のシルキーならば、無人の村を一軒一軒掃除している可能性もある。

			　ただ、ひとつ気になるのは、畑を耕していることだ。シルキーは家事は好きだが、農作業は家事のうちに入らない。

			　強いてするといえば庭の手入れくらいなものだ。

			　俺は野菜畑に入ると、触手でトマトを捻って千切った。

			　そのまま口に入れて丸呑みする。甘い――そして美味い。

			　季節は晩春から初夏にかけてのこの季節――トマトが熟れるには少し早いと思うが。

			（……この美味さの理由は――水か？）

			　通常、トマトの甘さを引き出すには、収穫前に水を少なくしてストレスを与えることで糖度を高める。だが、地面の土を食べると、水気が十分に含まれている。

			　ただし、普通の水ではない――おそらく魔力が込められている。

			（……魔道具によるものか、それともハズレか）

			　魔力が込められた水は、魔道具によって作られるか、それとも魔法で作るかの二通りしかない。そして、シルキーは水を出すような魔法は使えないはず。

			　もしもこの水が魔法によるものなら、この畑を手入れしているのはシルキーではないことになる。

			「ここまで来てハズレとか、勘弁だ」

			　でも、それだとゴブリンが見たって女は――この畑を手入れしているのは何者なんだ？

			　俺がトマトを消化し、次は何を食べようかと思っていたときだった。

			　

			「……スライム？　どうやって入ったんだ？」

			「…………!?」

			　クワを持っている金髪ツインテールの美人がいた。

			　そして、彼女は。黒と白のメイド服を着用していた。しかもカチューシャ付き！
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			　そう、まさに彼女はメイドだった。

			　ただし、やはり手に持っているのはクワ。

			「……メイドにクワって新しい組み合わせだな……これはアリなのか、なしなのか」

			　俺が悩んでいると、クワメイドが目を見開いて声を上げた。

			「スライムが喋(しやべ)ったっ！　もしかしてレアスライム？」

			「少し黙ってろ！　メイドがクワを持っているほうが、スライムが喋(しやべ)るよりレアなんだよっ！」

			　再度、クワメイドの姿を見る。膝上までのスカート、強調されている大きな胸、金髪のツインテールの髪、全てがマーベラス。加えて美人。

			　にもかかわらず、持っているのはクワ。土を耕すクワだ。

			　クワメイドだ。

			　なんたるアンバランス――ウエディングドレスを着た女性が両手に斧(おの)を持って走っているような違和感がそこにある。

			「なぁ、なんで人間の言葉喋(しやべ)れるんだよ？」

			　クワメイドが俺から距離を取って尋ねた。

			　どうやら警戒しているらしい――全く、最弱スライムに何を警戒しているというのか。

			「前世は人間らしいからな……記憶はないけど」

			　俺はそう言ってさらに考えた。

			　よく見るとクワだけでなく鎌も持っている。

			「どうやってここに？　誰も入れないはずだけど」

			「質問は交互にしようぜ。次は俺の番だ」

			　こっちだけ情報を搾取されるのは癪だからな。

			「いいよ、なんでも聞いて」

			「なんでクワを持ってるんだ？」

			「……最初の質問がそこ？」

			「当たり前だろ！　重要なところだ」

			「ここの畑、全部あたしが耕してるんだよ。また面積増やそうかと思ってね」

			　まぁ、それは予想できたが、全部こいつひとりでしているのか。

			「じゃあ、次はあたしの質問だね。どうやってここに？」

			「俺のスキルによるものだ」

			「なんてスキル？」

			「次は俺の番だ――スリーサイズは？」

			「はっ？　なんでそんなこと」

			「なんでも聞いてって言ったのはお前だろ？」

			「先に聞くこともあるだろ？　名前とか」

			「名前なんて個人を認証するための記号に過ぎないだろ」

			「……何があったんだい、あんたの人生に」

			　悪いが俺は生まれて一カ月。人生を語るほど生きていないよ。

			「で、３サイズは？　87、55、85だと見たが」

			「……え？　なんでわかるのさ？　正解だけど」

			「Ｆカップか？」

			　彼女が巨乳の部類なのは見てわかった。

			「それは質問かい？」

			「いや、見ただけでわかってるからそれはいい」

			「そうだね、次にあんたがあたしの名前を聞いてくれるっていうのなら質問するよ」

			「よし、それでいい」

			「じゃあ聞くね。っていうより、スライムに名前なんてあるの？」

			「あぁ、俺には名前はあるぞ。じゃあ、次は俺の質問だな。今の下着の色は――」

			「ちょっと待って、今のは質問じゃないし、それに次はあたしの名前を聞くって約束だろ？　なんて下着の色なんて聞いているんだよ」

			「それはお前が俺の名前を聞いたらお前の名前を聞くって約束だろ？　お前の質問は俺に名前があるのか？　だから、さっきの約束は無効だ」

			「さすがにそんな屁理屈子供でも納得しないよ。あとさすがに下着の色とかセクハラ質問はなしにしないと、あたしもいい加減に怒るよ」

			「ちっ、シエルならきっと騙せたのに」

			「誰だか知らないけど、その子にちょっと同情するよ」

			　クワメイドはシエルに対して哀れみの言葉をかけた。

			　凄いな、会ったことのない人にまで不幸だってわかってもらえるとは。

			「俺の名前はバス・タードだ」

			「本名？　あ、今のは質問カウントしないでよ」

			「本名だよ。俺のパートナーのシエルに付けてもらった」

			「……さっきの同情はなしだね。そっちも大概だ」

			　バスタードっていうのは、愚か者だとかそういう意味の言葉だからな。

			　そして、今度は会ったこともない相手に大概と言われるシエル。さすがは不幸の権化だな。

			「じゃあ、クワメイドの名前は？」

			「クワメイド……あたしの名前はアドミラ・シオンだよ。種族はニンフ」

			「ニンフ!?　シルキーじゃないのか？　あ、これは質問じゃねぇからな」

			「シルキーって、家事妖精のことかい？　違う違う、あたしは正真正銘のニンフだよ。ここにいるのはあたしだけだよ」

			　くそっ、やっぱりデマ情報じゃないか。

			　ニンフって言えば、歌と踊りが大好きな精霊族の魔物じゃないか。

			　確か、水の魔法が得意な種族もいたはずだから、やはり畑の水もこいつの仕業か。

			　普段の俺ならば、たとえメイドでなくても目の前の美人、放っておくことはないのだろう。だが、今の俺は真のメイドを追い求めるメイドハンターだ。つまみ食いなんてしている余裕はない。帰ってすぐに作戦を練り直さないといけない。

			「じゃあ次はあたしの質問だね。タードのスキルって――ってどこに行くんだよ！」

			「用も済んだから帰る……興味なくなった」

			　クワ持ってるし、シルキーじゃないし、なんか口調もガサツだし、シオンって名字だけどシエルと被るから面倒だし……ん？

			「シオンって、もしかしてガラド・シオンの縁者か？」

			　俺はふと何かを思い出し、そう尋ねた。

			「え？　ガラドを知ってるの？」

			「いや、知らん。帰る」

			「ちょっと待ってってば！　そうだ、夕ご飯食べていかないかい？」

			「いらない。帰って草でも食ってる」

			　はぁ、せっかく来たのに損したわ。

			　シエルの牛乳はお預けだな――というか、腹いせに牛乳じゃなくて臭いと評判のケンタウロス牛乳でも飲ませるか……いや、あいつならそれでも喜んで飲みそうな気がするな。

			　そうだ、土産といって草を持って帰ろう。うん、それがいい。

			「そうだ、この辺に美味い草でも生えてないか？　シエルに土産で持って帰る……げっ」

			　振り返ると、アドミラが泣いていた。

			　俺が振り返ったのに気付いて慌てて涙を拭くが、ばっちり見た。

			　こんな涙を見てしまったら、

			「まぁいいや、帰ろ！」

			　別にどうでもいいや。

			「えぇぇぇぇっ！　ここはあたしの涙に気付いて帰るのを止めるところじゃないの？　いや、泣いてないけどさっ！」

			「泣いてないんだろ？　なら帰るよ」

			「どれだけ帰りたがるのさ！」

			「そんなに俺に帰って欲しくないのか？」

			　と俺はやれやれとため息を漏らした。

			「ちょっと、夕食を作りすぎたから、もったいないってだけで」

			「あぁ、確かに、ゴミが出るのはもったいないよな。なら、こうしよう」

			　と俺は笑みを浮かべて、

			「帰って欲しくなければ金目の物を寄越せ。もしくはその胸を触らせろ」

			　と交渉に打って出た。

			　

			　結果、屋敷の調度品をいくつか貰うことになった。

			　

			　吹き抜けになっているエントランスには、外の光が取り込まれるようになっていて、ランプの光がなくても十分に明るい。

			「あたしひとりだから、ランプはほとんど使ってないんだ。足元暗いから気を付けてくれよ」

			　とアドミラは言ったが、気を付けようにも躓(つまず)きそうなものはなにもない。

			　屋敷の中も掃除が隅々まで行き届いていて、床には埃一つ歩いていない。

			　アドミラもわざわざ室内用の靴に履き替え、土を屋敷の中に持ち込まないようにしていた。俺も汚れた体で室内に入るのが心苦しく思える。まぁ、そのまま入るけどさ。

			　階段の横にある大きな扉をくぐると、貴族の晩餐会にでも使われるんじゃないかというくらい長いテーブルがあった。

			「じゃあ、席に座って待ってな。料理を仕上げてくるから待ってな」

			「毒とか入れるんじゃないぞ。無臭の毒でも臭いでわかるからな（嘘）」

			「入れないよ――」

			　とアドミラは言うと、隣の部屋（おそらく厨房だろう）に入っていく。

			　その間に俺は食堂の中を物色する。この部屋も掃除が行き届いている。テーブルクロスも新品みたいに白く、清潔な状態だ。それは部屋のカーテンにも言えることで、毎日替えているということはないだろうが、それでもずっとそのままということもないだろう。

			　テーブルの上に置かれた花瓶の白い花も、ドライフラワーではなくて生花――俺が来ることを知っていて用意したのではなく、いつ誰が来てもいいように飾っているのか。

			　とりあえず、俺は花瓶にある白い花を触手で取って食べながら、部屋を見て回った。

			　食堂に飾られた剣――これはマレイル国の領主が国王より授かる装飾剣だ。ということは、ここはこの村の領主の屋敷だったということか。

			　だが、盗賊の持っていた地図には当然、この村については描かれていない。

			「お待たせ――って何、食事前に花なんて食べてるんだよ！」

			「ん？　あの花はお通しじゃなかったのか？」

			「そんなわけないだろ！」

			　とアドミラは怒りながらも、トレイから銀製のスプーンやフォークを並べていき、スープを置いた。

			「ゴボウのスープだよ」

			「ゴボウ？　ってあの木の根っこみたいなのか？　食べられるのは知ってるけど――」

			「ごちゃごちゃ言ってないで食べな――というか、花を食べるんだから、本当の木の根っこだって食べられるでしょ？」

			　それもそうだ――と俺は触手でスプーンを取り、

			「む、この臭いは――」

			「毒なんて入れてないよ」

			「自白剤が――」

			「入ってない」

			　アドミラに言われ、俺はそれ以上何も言わずにスープを飲んだ。

			　そして――

			「……美味しいな」
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			　ゴボウのスープなのにえぐみはまるでない。丹念に灰汁を取らなければこの味は出せないだろう。

			「だろ？　喜んでもらえて嬉しいよ――まぁ、あんたのために作ったわけじゃないけどね。残して捨てるのがもったいないから食べさせてるんだよ。ただ、ちょっと他の人に美味いって言ってもらえるのが久しぶりなだけで――」

			　はいはい、そういうことにしておいてやるよ。嬉しそうに笑いやがって。

			　というか、これ、絶対アドミラの分だろ。

			　これだけ美味しい料理を作れる奴が、料理の分量の計算ができないわけない。

			「これ、隠し味にバターを入れてるのか？」

			「わかるの？」

			「あぁ、俺も料理は多少嗜んでいるからな……でもバターなんてどうやって手に入れたんだ？　牛でも飼っているのか？」

			「あぁ、裏の庭にね」

			「人間はいないのに牛がいるって変な感じだな――村の人はどうしたんだ？」

			　俺が尋ねると、アドミラは少し口をつぐみ、

			「約束だろ？　質問は交代でするって」

			「だったな。なんでも聞いてみろ」

			　まぁ、美味いスープを飲ませてもらった礼だ。質問には答えてやろう。

			「ガラドについて何を知ってるの？」

			「悪いが何も知らない。さっきも言ったように俺は記憶喪失だからな。ガラドという名前が急に出てきたが、ガラドがどういう人物なのか俺には全くわからない――」

			「そうか……あ、村の人だったね。全員死んだよ。流行り病でね、村がこんな状態だから医者を呼びにいくこともできず――お墓は村の隅にあるよ」

			「こんな状態――あぁ、あの結界のことか」

			「そうそう、結界をどうやって通り抜けたのか、まだ聞いていなかったね。スキルだとは言ってたけど」

			「俺のスキルは魔法無効だ。結界も魔法の一種だからな、俺には効かないよ」

			　……と俺はスープをもう一度飲む。

			　やはり、美味い。

			　ここまで来て、彼女の能力はだいたいわかった。

			　掃除、洗濯、料理、どれを取っても一流だ。

			　しかもそれを誰かに言われてしているのではなく、ひとりで行っている。

			　確かに彼女は言葉遣いは乱暴だが、ツンデレという一面を持つ。

			　ツンデレメイド――なんて美しい言葉だ。

			　確かに彼女はシルキーではないが、俺が欲しいのはシルキーではなくメイド。彼女なら問題ないんじゃないか？

			　まぁ、クワメイドというジャンルが欠点ではあるが、俺は女の多少の欠点くらいなら笑って許せる男だからな。

			　なにより、アドミラは巨乳だ。

			「じゃあ、食事も終わったし、俺もそろそろ帰るよ」

			「え？　……もう帰るのか？　まだスープだけじゃなくて、これから薄焼きパンを作ろうかと思ってるんだが――あたしの薄焼きパンはとても美味しいよ？」

			「家では俺がいないと何もできないバカが待ってるからな……アドミラ、お前も一緒に来ないか？　こんなところでひとりでいるのも虚しいだけだろ」

			「……それはできないよ……あたしはこの村から出ることができない――そういう結界の中に閉じ込められているから」

			　アドミラはそう言った。そうか、やっぱりあの結界はアドミラが維持・管理しているわけじゃないんだな。ベクトルを逆にする結界――出ようと思えば出られないわけか。

			「じゃあ、外に出られるのなら俺についてきたいわけか？」

			「そりゃ、出られるのならね」

			「はい、言質いただきました！　じゃあ、適当に出る方法考えてやるよ」

			「適当にって、あのね。そんなに簡単に出られるのならあたしも苦労なんて――」

			　アドミラは絶対にそんなことはできないと思ったようだが、それは違う。俺は彼女の言葉を遮ってこう言った。

			　

			「安心しろ。俺だから大丈夫だ」

			　

			　俺がそう言うと、彼女は目を丸くして、何も言わなくなった。

			　よし、説得は完了だ。

			　本当は結界を作った理由とか、そういうものを聞くべきなんだろうが、ここで話を聞くとややこしい過去話に行きそうなので省略だ！

			「じゃあ、今度来るときはワインくらい出せよな」

			　と俺は、銀のスプーンとフォーク、そして高そうな花瓶を触手で持ち、立ち去ろうとし、ふと気づいて振り返った。

			「歩くのが面倒だから村の入り口まで頭の上に乗せていけ」

			　とアドミラの頭の上に乗った。

			「……仕方ないね、送ってやるよ」

			　そう言ってため息をつくアドミラの言葉は、どこか弾んでいるような気がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アドミラはニンフだ。特に森を守護するアルセイスと呼ばれている種族であるが、アドミラ自身、ニンフについてそこまで詳しいわけではない。

			　彼女は気が付いたときから森にひとりしかいなかったから。

			　遺伝子に刻まれたのか、それとも物心がつく前の母から聞かされたのかはわからない、でもどこか懐かしい歌を口ずさみながら、たまに森に入ってくる人間たちをからかったり、ときには森の恵みを与えたりして過ごしていた。

			　そんなアドミラの生活が一変した一度目の事件は、この森に男が入ってきたときのころだ。ガラド・シオン。この地方の領主となり、村を作ることを命じられた新興貴族だった。

			　そのときは既に齢にして五十。妻もいて子供もいた。

			　元々冒険者として名を馳せていた彼は、即座に彼の領地の中央にある森に棲んでいたアドミラを見つけた。

			　そして、言ったのだ。

			「力を貸して欲しい。報酬は支払う」

			　アドミラは最初、その男が何を言っているのか全くわからなかった。森の精霊である彼女にとって、人間の金などなんの意味もなかったから。

			　だが、ガラドが出した報酬というのは、歌だった。

			　他国から吟(ぎん)遊(ゆう)詩(し)人(じん)や音楽家を連れてきて、アドミラが出て行こうが行くまいが、音楽を奏でさせたのだ。

			「……あたしは別に音楽とか好きじゃないんだけど」

			　それが、ガラドに言った初めての言葉だった。歌は好きなのは好きだが、自分で適当に歌うのが好きなだけであって、報酬として音楽を貰っても意味がない。

			　そう文句を言ったら、ガラドはアドミラを見て笑顔で、

			「じゃあ、君は何が欲しい？」

			　と尋ねた。

			　そのとき、アドミラは答えは出なかった。だから、答えが出たらその報酬を貰う代わりに、ガラドの協力をすることにした。

			　アドミラによって浄化されている森の広場で作る野菜の畑はとても美味しく、瞬く間に村は発展、二年経つころには彼の屋敷も完成し、

			「ここが君の部屋だ――自由に使ってもらって構わない」

			　と部屋を与えられた。部屋だけではない、自動に服を作るという魔道具も与えられ、自分で服を作ることもできた。なにより彼女を喜ばせたのは、屋敷の裏の家畜小屋だった。

			　動物は好きだが見ているだけだった彼女にとって、動物の世話というのはとても新鮮であり、楽しいものだった。

			　アドミラの存在は村人の間にも受け入れられ、彼女にとって幸福のひとときであった。

			「アドミラ、私たち夫婦の娘にならないか？　アドミラ・シオンとしてこの村で過ごそう」

			　ガラドが言ってくれたときは嬉しかった。

			「なんであたしが人間の養女にならないといけないんだよ……まぁ、名前だけは貰っておいてやるよ」

			　と素直に喜べなかったのは、今でもアドミラの心残りだ。

			　そして、その幸福はひとりの男の死によって終わりを告げた。

			　マレイル十二世……マレイル国の国王の死により。

			　

			　その息子のマレイル十三世は熱心な教会の信者であった。教会の教えでは魔物は例外なく邪悪なものであり、滅せなければいけない。そんな彼がガラドに要求したのが、アドミラの引き渡しだった。

			　だがガラドと村人は首を縦に振らなかった。

			　幸い、ハンガード都市同盟との国境沿いにあったため、ガラドは戦争になることを承知でその村と領地をハンガード都市同盟に組み込ませられないかと画策した。ハンガード都市同盟の中には、吸血鬼が領主を務めている自治都市もあり、さらにマレイル十三世が戴冠したそのときから、既にハンガード都市同盟とは交戦状態にあったため、その目論見はうまくいくと思った。

			　そして、無事、彼の領地はハンガード都市同盟に加えられることになった。

			　

			　ただし、ひとつの条件をつけて。

			　

			　援軍は出せない。

			　それがどれだけガラドに絶望を与えたかは計り知れない。

			　元々、国境沿いの未開の地のみの領地――言い方をかえれば開拓ともとれる村には戦える人間などごく僅かしかいなかった。

			　アドミラは言った。

			「あたしが直接国王のところに行って直訴してやるよ。やられっぱなしは嫌だからね」

			　と――それが実質、自分の身を犠牲にしてこの領地を救おうとしていることはガラドにもすぐにわかり、それを止めようとした。

			　そんなときだ。教会の人間が訪れたのは。

			　彼は教会の人間にしては変わり者で、警戒していた。しかも開戦間近の村人たちともすぐに打ち解け、そして伝えた。

			　マレイル十三世の狙いはこの肥沃な土地に地竜の卵を埋め、それを孵化させることだ。だからアドミラが死んでもどのみちこの村は滅ぼされる。生き延びたければ村を捨てて逃げろと。

			　村を捨てる人間は誰もいなかった。

			　それを見た男はガラドに告げた。

			　ここに結界を張る――外からの侵入者を防ぎ、内からも出られなくする結界を。

			　幸い、アドミラの力で綺麗な水と豊富な食料は用意されている。

			　一年もすれば、ハンガード都市同盟とマレイル国の戦争もひとまず片付く。

			　そのときに再び結界を解除しに来る――と男は言った。

			　ガラドと村人たちは男に感謝した。

			　

			　流行り病が村に広がったのは、それから半年が経ったときのことだった。

			　さらに半年後、男が戻ってきたときには既に村人は全員死んでいた。

			　男は嘆き、そしてアドミラに謝罪した。だが、男は言った。

			　ここの結界を解くことはできない――と。

			　もしも自分と一緒に村を出るのなら、一緒に出よう。もしも自分と一緒に村を出ないのなら、アドミラはこの結界の中で過ごすことになる。

			　そう言われ、アドミラは断った。

			　男は頷くと、また来ると言って村を去った。

			　それから一年ごとに男は訪れた。毎年決まった日に。でも、男は訪れなくなった。アドミラは思った。男は死んだのだと。そして、急にアドミラは寂しくなった。

			　永遠の孤独の中で過ごすのが怖くなった。

			　孤独を埋めようと、本を読んだ。物語を。

			　籠の中に囚われた姫を助けに来る王子様の話を。

			　

			　アドミラはもしかしたらいつか自分の前にもそんな男が現れるのではないかと夢見るようになった。そうすることで孤独を紛らわせていた。

			　

			　だが、訪れたのは王子などではなく、一匹のスライムだった。

			　そのスライムは変わっていた。まず喋(しやべ)る。そして自分勝手なことばかり言う。飾っていた花は食べるし、何より下品だった。

			　だが、ふしぎと彼と話していると楽しかった。そして、彼は言った。

			　結界を出る方法なんてわかるはずもないのに、

			　

			「安心しろ。俺だから大丈夫だ」

			　

			　と根拠も何もない台詞を。

			　そのときのアドミラの胸が激しく鼓動した。

			　バカな話だと思うが、ときめいたのだ。

			　そして、本当に彼ならこの村から連れ出してくれる――そんな風に思ってしまった。

			　しかし――

			「タード、ここまででいいかい？」

			　村の入り口で、アドミラはタードにそう尋ねた。

			「ん？　もう少し先まで行ってくれないか？」

			「悪いけど、これ以上は結界に邪魔されるからね」

			「そうか――」

			　タードはそう言うと、

			「また来るよ」

			　と言い残して去っていった。

			　アドミラはタードの姿が見えなくなるまで見送ると、ひとり屋敷の中に戻った。

			　

			「ありがとうね、タード……でも――」

			　とアドミラはタードが飲んだお皿を見て吐息を漏らす。

			　きっと、タードが本当に結界から出る方法を見つけてくれても、

			「約束を破ることになるけど、あたしは外には出ないんだろうな」

			　結局、彼女はこの屋敷と村を捨てることはできない。

			　だって、この村で過ごした幸せな時間は、彼女がガラドから得た何よりも得難い報酬なのだから。

		

	
		
			第三話「その同盟、裏切り前提につき」

			　

			　ダンジョンに帰ってきた俺は、ダンジョン領域の拡張に必要なポイントを算出していた。

			　ダンジョンの領域の中には罠や宝箱等を設置したり回収したりできるし、なにより領域内にいる全ての侵入者を把握、そしてその侵入者によってポイントが入る。

			　これから村を作るとなると、ダンジョンの外にもダンジョン領域の拡張が必要になってくる。

			　ダンジョンにはフロア設定があり、一つのフロアの広さというものは決まっている。ちなみに、現在の俺の迷宮で一フロアの八十パーセントといったところだ。もうすぐ一フロア全部使ってしまうので、それ以上ダンジョン領域を広げようとすれば、１０００ポイントも支払わなければいけない。

			　そして、俺がスクリーンをいじりながら計算をしている間に、シエルもさっきから考えていた。

			　アドミラの話をした後、シエルはアドミラの境遇に同情したのだ。自分が不幸だから、他の女の子の不幸に敏感なんだろう。

			　そして、シエルは俺にアドミラを救い出すための様々な提案をしてきた。

			　最初にシエルが提案してきたのは、

			「地面の下を掘って脱出路を掘るっていうのはどうかしら？」

			　というもの。

			　だが、俺は却下した。キラーアント（♀）は現在育休中、キラーアント（♂）は第二フロアを掘るための拡張工事中で手一杯。第一、地面の下に結界がないという保証がどこにもない。というより、結界は存在しているとみるべきだろう。

			　スライムの中には土の中を掘って移動する種族もいる。アドミラは俺を見たとき、どこから入ったんだと尋ねた。ということは、土の中にも結界があることをあいつは知っていたのだろう。

			　次のシエルの提案は、

			「アドミラを眠らせてタードが運ぶっていうのはどう？」

			　というもの。それも却下した。そもそも、俺は最弱スライムだ。力ずくで運ぶには力が足りない。台車に乗せても運べるかどうかは微妙だし、その台車を使うにも道がかなり荒れているから厳しい。

			　そして、今度はシエルは最高の案を思いついたように言った。

			「じゃあ、タード！　タードが自切した体で全身を覆う鎧(よろい)を作るっていうのはどう？　それなら魔法が効かないから結界を通り抜けられるわよ」

			「だぁぁぁ、お前は下手に頭がいいから次から次にアイデアを出すよな。でも、ひとつ言うとだな、あいつを外に出すくらいならそんな小手先の技なんていらないんだよ」

			「え？　どういうこと？」

			「単純な話だ。あいつの本心は村から出たいだなんて思っていないんだよ。本当に村に愛着がないやつは自分の屋敷だけじゃなくて他の家まで掃除しねぇよ」

			　それに、牧場の牛たちの問題もある。ニンフは家畜を守る精霊としても有名だ。

			　その家畜を放置したまま村を出るなんてするはずがない。

			「結界は村から出たいと思えば村に戻ってしまう。でもあいつの場合、村に戻りたいって思っているのだから、結界に触れたら最後、森の外に出てしまう」

			　だから、アドミラは俺を村の入り口までしか送らなかった。森の中に入ろうとしなかった。もちろん、俺に嘘をついたというわけではない。だが、真実を語っていないだけだ。

			　出られるのなら出る。でもそれをあいつは望んでいない、ただそれだけだ。

			「それならそうと言ってよ。じゃあ、あの村は放置するわけね」

			「お前、大馬鹿だろ。アドミラの考えなんて無視してここに無理やりここに連れてくるに決まってるだろ。誰が俺のメイドになるんだよ！」

			「タード最低っ！　それって誘拐とほとんど一緒じゃない！」

			「いんや、事前に承諾は貰ってるんだ。だから問題ないよ。ついでに村を貰うからそこの管理もさせたらいい」

			「え？　村を貰う？」

			「思い出したよ。あの村はキラウェア村。ハンガード自治都市の村だ。ひとりのニンフを守ろうとした領主によって結界が張られ、世間から断絶された村だな」

			　領主の名前を知っていたのもそのあたりが原因だろう。

			「もっとも、あの村の様子を見ると結界を張ったのは領主じゃなさそうだけどな。既に自治都市として認められているから、俺たちが結界を潰してそのまま貰っちまえばいいって思ってるんだ」

			「タード、そんなこと考えていたの？」

			　当然だ。既にあるものを活用するのは節約の第一条件。貧乏なうちとしてはこれ以上の幸運はない。

			「だが、ここからあの村までをダンジョン領域にしようと思えば……」

			　と俺はスクリーンを触手で指さす。

			　その額を見てシエルの顔色が一気に青ざめた。

			　15万ポイント。迷宮の中のフロア拡張だと僅かに千ポイントで済むのに、迷宮の外のフロア拡張は５万ポイントも必要になる。しかも村までは少し距離があるので、三フロア分必要だ。

			「タード、無理よっ！　そんなお金、うちにはないわ！」

			「知ってるよ。でも、なんとかなるかもしれん」

			　と俺は風呂敷を広げるようにシエルに指示した。

			　アドミラに包んでもらったものだ。

			「綺麗な花ね」

			「それはアドミラに貰った花だよ。花畑の中から一輪だけ貰ったんだ。村を出るときに記念にな」

			「これは銀食器？　確かにこれなら高く売れそうだけど……でも、お金持ちってなんでこんなものでご飯を食べるのかしら。私が使えば緊張して食べ物が喉に通らないわよ」

			「一応、暗殺防止とかの意味があるみたいだぞ？　銀は一部の毒物に反応して変色するから」

			「そんなことに使って変色したら銀食器の価値が下がるじゃない」

			　……こいつは命あっての物種という言葉を知らんのか。

			　いや、毒を食らわば皿まで食べるというのがこいつの考えかもしれん。

			「とりあえず、これらを売りに行ってポイントにするぞ」

			「ねぇ、タード。やっぱりそれでも15万ポイントには届かないと思うわよ」

			「売ってみてから考える……が俺の予想が正しければ……」

			　と俺がにやりと笑った。

			　

			　そして、ふたりで混(こん)沌(とん)の町の買い取り屋に行った。

			　買い取り屋では不愛想なドワーフのおっさんがいて、俺が持ってきたものを鑑定し、査定額を伝えた。

			　それでいいと伝えると、ポイントが俺に振り込まれる。

			　目標金額には大きく届かない。

			　だが――

			「ねぇ、タード。なんでこんなに高いの？」

			　ポイントの明細書を震える手で掴み、シエルは驚(きよう)愕(がく)した。

			　買い取りの合計査定は８０２０ポイント。価格にして約40万シールだ。

			「私の予想と桁が三つくらい違うんだけど」

			「本当にここがなんでも買い取る店でよかったよ――でも、これならなんとかなるんじゃないか？」

			　俺の問いに、シエルは頷き、

			「端数の20ポイント、私にちょうだい」

			「却下だ」

			　俺はその申し出を断った。

			　

			　混(こん)沌(とん)の町にあるカフェのテラス席――カフェといいながらもランチなども提供しているので、俺とシエルはふたりでゆっくりしていた。

			　シエルはじっと俺の唐揚げランチを物欲しそうに見ている。

			「ねぇ、タード……その唐揚げひとつ、私のと交換しない？」

			「交換って何と？」

			「……氷と」

			　俺は無視して唐揚げ定食を食べ進めた。

			「ねぇ、タード……お願い。水だけだとひもじいのよ」

			「これは俺がアドミラに貢がせた物を売って俺が得た金で買ったんだ。お前も悔しかったら何か売ってこいよ」

			「売るものなんてないわよ」

			「そのダサい帽子とかは？」

			　と俺はいつもシエルが被っている獣耳のような突起がついている黒い帽子を見て言った。

			「……やっぱりダサいかしら、これ。学校指定の制服なのに不人気すぎて入学式以外、私しか着けていなかったし……あ、でもこれみんな売るから買い取り価格がとても安いのよ」

			「知らねぇよ――ほら、唐揚げについてたレモンやるから。これでレモン水にしろ」

			「……ついでにそのキャベツもちょうだい？」

			「やらん――プチトマトのへたならやるぞ」

			「プチトマトのへたは細菌がいっぱいだし、あんまり美味しくないのよ」

			「……食べたことあるのか？」

			「うん、タードと同じことを言った男子生徒がいてね。本当に食べたら同情してトマトもくれたわ」

			「……プチトマト食べていいぞ」

			　さすがにそこを真似されたら俺も引くからな。

			「本当!?　ありがとう、タード！」

			　シエルは俺の皿からプチトマトを奪うように取ると、へたを取って食べた。

			「久しぶりに草以外の野菜を食べた気がするわ」

			「というか、お前も働けよ。ムラサメだってゴブリンだって働いているのに、お前がしていることってただボス部屋の奥でのんびりスクリーンを見ているだけだろ？」

			　俺も鬼じゃないんだ。シエルが働けば給料は雀の涙ほどは出してやるつもりだ。

			　実際、シエルに豚肉を売りに行かせたときも一パーセントの手数料をやったしな。ステーキ代として徴収したけど。

			「働けって言われても、私って魔物相手に戦うことはできないし――」

			「その設定、まだ生きていたのか」

			　ダンジョンフェアリーは魔物や人間相手に戦うことは許されていない。

			　あくまでも裏方の存在であり、ダンジョンボスの補佐をするのがその役目だからとかいうよくわからない理由なので、すっかり忘れていた。

			「村ができたら治療院でも開いて働くってのはどうだ？　お前、回復魔法が使えるんだろ？」

			「ダンジョンフェアリーは拠点を迷宮の中にしないといけない決まりなのよ。少し出かける分にはいいんだけどね」

			「決まりって、破るとどうなるんだ？」

			「迷宮の機能が低下するのよ――あれ？　タードには話していなかったかしら？　迷宮が迷宮として機能しなくなるには、ボス部屋を突破される、ダンジョンボスが死ぬ、ダンジョンフェアリーがダンジョンを捨てる、ダンジョンフェアリーが死ぬの四つもあるの。だから、タード。私にダンジョンを捨てられたくなかったらその唐揚げを――」

			「シエルのくせに脅迫するな。むしろそんな大事なことを今まで黙っていてなんで唐揚げをやらなならんのだ。内職でもしてろよ」

			「そうね……本気で考慮する必要があるわね」

			　シエルがそう呟くと、

			「またバカなことを言っていますわね、シエル・フワンフワン・シャイン」

			　そいつが現れた。

			「ミャーちゃん!?」

			　シエルが叫ぶと、そいつはシエルを睨みつけて無言で言い直しを要求した。

			「ニキちゃん、どうしてここに？」

			　シエルはそいつ――金髪縦髪ロールの女、ニキティス・ミャーミャー・フレイムに尋ねた。相変わらずお嬢様ってドレスを着て目立ってるなぁ。キング・オブ・地味のシエルとはまさに正反対の存在だ。

			　彼女が契約しているダンジョンボス、竜人(ドラゴニユート)の褐色肌の美人剣士のマーレも一緒だ。

			「どうしてって、あなたたちが約束の時間になっても部屋に来ないから迎えに来ましたのよ。まったく、わたくしを待たせるとは何様のつもりですの？」

			「俺に負けたくせに、何様もくそもねぇだろ」

			「あれは変則ルールですし、こちらも全力ではありませんでした」

			「主様、それでも負けは負けです」

			「お黙りなさい、マーレ！　あなたはどっちの味方ですの？」

			「はっ、失礼しました」

			　相変わらずこいつらはこんなんだな。

			　本来、ダンジョンボスとダンジョンフェアリーでは、ダンジョンボスのほうが立場が上のはずなのだが、どういうわけかこのふたりはニキティスが上司でマーレが配下という関係性を保っている。もしかしたらマーレはマゾなのかもしれない。

			「じゃあ、残りのふたりはもう来てるんだな？」

			「ええ、奥の個室にいますわ」

			「ちょっと、タード！　ふたりって何のこと？　私何も聞いてないんだけど！」

			「あぁ、あとでゆっくり話すから、とりあえずついてこい――話の間にどさくさに紛れて食べた唐揚げに関してはあとでゆっくり文句を言ってやるからな」

			　意外と油断も隙もないやつだ。

			　

			　そして、そのカフェの奥の個室に行くと、ニキティスの言った通りふたりが待っていた。

			「遅いぞ、シエル。何してたんだい？」

			「もう待ちくたびれちゃったよ」

			　まずふたり――シエルの同級生のリッシュとシルエッタだ。
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			　そのふたりの横には、それぞれ初めて見る魔物がいる。

			　リッシュの横にいるのは二メートルくらいある黒い全身鎧(よろい)の性別不明の魔物。

			　そして、シルエッタの横――というか肩に乗っているのは極彩色の鳥だ。

			「あぁ、ふたりには紹介がまだだったね。横にいるのが私の主人であるリビングメイルのアレキサンダー」

			「……うむ」

			　アレキサンダーが短い言葉とともに頷いた。全身鎧(よろい)を着ているんじゃなくて、鎧(よろい)の魔物だったのか。

			「言葉は『うむ』と『いな』しか言わないけど気さくな奴だからよろしく頼むよ」

			　とリッシュがアレキサンダーの肩をバンバンと叩いて言った。

			　言葉数ふたつしかないのに気さくって……。

			「私のボスモンスターはレインボウバードのレイちゃんだよ。レイちゃんは人間の言葉は話せないから私が同時通訳するね。『こんにちは』だって」

			　俺にはレイが『くぇくぇ』と鳴いているだけにしか聞こえないが、シエルを見ると黙って頷いた。魔物の言葉を全て覚えているこいつが頷いているんだ、本当にそう言っているのだろう。

			「あぁ、俺が今回の発起人のバス・タードだ。ちなみにバスタードっていう言葉の意味は――」

			「タード、そういうのはいいでしょ！　それより、なんで私に黙って友達集めてるのよ」

			「お前を驚かそうと思って」

			「それだけが目的なら見事に達成しているから、何のためにみんなを集めたのか教えて」

			　シエルが本気で怒っている。

			　仲間はずれにされたのが寂しかったのだろうか？

			「いや、こいつら三人には実験に協力してもらっていたんだよ。で、どうだった？」

			　俺が尋ねると、三人は複雑そうな顔をして、

			「ええ、そのスライムの言う通りにして間違いありませんでしたわ」

			「私もだよ。私のところはアレキサンダーは何も食べないし、スポーンモンスターも物質系の魔物が多いから食料は必要ないけれど」

			「うん、私のところは助かっちゃった。食糧問題一気に解決したよぉ。ありがとうね、タードちゃん」

			「そうか。じゃあ、契約は守れよ」

			「うん、もうちゃんと振り込んだから」

			「ちょっと！　タード、いい加減何の話をしているのか教えてよっ！」

			　話についていけないシエルが怒る。今の会話でわからないのか、学年首席のくせに。

			「だから、この三人にベビースライムを渡して増やす実験だよ」

			「ベビースライムを？」

			「あぁ。ベビースライムっていう奴は基本バカだからテイムできないんだよ。それは知ってるよな？」

			「え……えぇ。主人とかそういう考えもないし、捕まえてきても食べるくらいしか使い道がないんでしょ？」

			「それに、その状態だと命令もできないからな。だから、前のダンジョンバトルで俺の偽者を作るとき、最低限の命令が聞けるように強化したベビースライムを使ったんだ」

			　ベビースライムを合体させて見た目はスライムにしてボス部屋に待機させた。

			「それで、そのベビースライムを三人に譲ったんだ。そこでベビースライムを増やしてみろってな。ベビースライムは分裂で増えるから、餌を与えれば勝手に分裂して増えるだろ？」

			「増やしてどうするの？」

			　シエルが尋ねると、

			「スポーンを設置できるようになりますの」

			　気にくわないと言ったように、ニキティスが言った。

			「他のダンジョンフェアリーやダンジョンボスの魔物を譲り受けても、スポーンを設置するための数には含まれません。ですが、分裂で増えた魔物は別――五十匹分裂。合計五十一匹になったところでスポーン設置できるようになりましたわ」

			　そういうこと。ベビースライムはそこそこ栄養価もあり、ゴブリンやリザードマン等の餌にはもってこい。しかもスポーンを一度設置すれば毎日無料で手に入る。

			「もちろん、スポーンを設置するなら俺に使用料として二百ポイント支払うこと、さらに他のダンジョンフェアリーにベビースライムを譲らないことを契約した上でな」

			　既にシルエッタは二カ所、ニキティスとリッシュは一カ所のスポーンを設置しているので、混(こん)沌(とん)の町に開設している俺の口座には８００ポイント入っている。

			「じゃあ、今回の会合はその報告会？」

			「それもあるが主題じゃない――俺たち四体のダンジョンボス、そして四人のダンジョンフェアリーで同盟を結ばないかって提案だ」

			「同盟!?　なんかタードに一番似つかわしくない言葉が出たんだけど！　タード、もしかして熱でもあるんじゃないの？」

			　とシエルが失礼なことを言って、俺の額に手をあててきた。

			「ひんやりして気持ちいいわね」

			「え？　私も触っていい？」

			「うわ、本当に気持ちいい」

			　シエルに続いてシルエッタ、リッシュが俺を触ってきた。

			　なんだこの図。

			　ニキティスが寂しそうにこちらを見ていた。

			「……ニキティスも触るか？」

			　俺が尋ねると、

			「触りませんわっ！　わたくしはただ、あなたたちがあまりにもふざけているから注意しようかどうか考えていただけですわ。決して羨ましいなどと思っておりません」

			　やはり見事なツンデレっぷりだな。ニキティスのツンデレはアドミラを凌駕する。アドミラを仲間にした暁(あかつき)には、ニキティスの下へツンデレ修業をさせにいってもいいかもしれない。

			「それより、同盟の話を続けますわよ。あなたが発起人なのですからしっかりしてください」

			「あぁ、わかったよ――ニキティス、お前が一番気付いているようだが」

			「ええ、気付いていますわ。というより、あなたと手紙のやりとりをするまで気付かなかった自分が情けないですわ。ダンジョン学園の本質に全く気付いていなかった自分が」

			「「「え？」」」

			　いまだにシエル、シルエッタ、リッシュは何も気付いていないようだ。

			　俺がわかりやすく説明する。

			「お前ら、俺が考えたベビースライムを預けて分裂して、スポーンを設置する方法についてどう思った？」

			「便利だと思ったよ？」とシルエッタ。

			「ベビースライムじゃなくてもっと強い魔物ならいいのにな」とリッシュ。

			「相変わらずタードはずるいなぁって思ったわ」とシエル。

			　おい、ひとりだけ悪口になってるぞ。

			「ていうか、お前ら、こんな基本的なこと、学校で学ばなかったのか？」

			「習わないわよ、こんなずるいこと――あ……」

			　そしてシエルは気付いた。

			「そうだ。お前たちの学校は基本のことは教えてくれるが、それ以外は決して教えない。問題はそれをお前たちが知らないことじゃない。そういう裏技的な方法を思いついて実践する奴がいるってことだ」

			　そう言われて、リッシュとシルエッタは無言で息を飲んだ。

			「だから、俺たちが行うのは、その裏技等の情報の共有、そして取引だ。まず、一番効率のいいポイントの稼ぎ方を実践するぞ――リッシュ、例の物を持ってきたか？」

			「持ってきたよ」

			　とリッシュは四つの塊を置いた。

			「タード、これは？」

			「クレイゴーレムの核だ。これを土の中に埋め込めばゴーレムになり、抜くと壊れる」

			　クレイゴーレムとは動く土の魔物だ。

			　この核を地面に埋めると、周囲の土を取り込み、土の人形になる。

			「私のダンジョンのクレイゴーレムスポーンから生まれたクレイゴーレムの核だよ」

			　リッシュのダンジョンボスはリビングメイル――動く鎧(よろい)だ。

			　リビングメイルは、不死生物(アンデツド)系の魔物と魔法生物系の二種類いるが、アレキサンダーはどうやら魔法生物系のリビングメイルだったらしい。なので、その下位種族であるゴーレム――その中でも一番弱いとされるクレイゴーレムが最初から設置できるスポーンだったそうだ。

			「リッシュとシルエッタには事前に協力してもらったんだ。リッシュのゴーレムの核をシルエッタに預けて実験した。ゴーレムの核でゴーレムを作ると貰った魔物ではなく、勧誘した魔物と同じ扱いになる。それで一度核を抜くと死んだ扱いになり、核を埋め込むと新たな魔物を勧誘したことになる。それを百回繰り返したら、クレイゴーレムのスポーンが設置できるようになったそうだ」

			　俺が説明をすると、シエルが、

			「私に黙ってなんでニキちゃんやリッシュやシルエッタと仲良くなってるのよ！」

			　と怒った。

			「仲良くなったわけじゃない。使える相手かどうか調べてたんだ。ていうか、ふたりとも、いくら俺がシエルのボスモンスターだからって、自分の迷宮の魔物の情報ペラペラ喋(しやべ)りすぎだぞ――ニキティスを見習え！　こいつはダンジョンバトルのときでさえ、本当は亀の魔物とかワニの魔物とか、あとゴースト系の魔物まで勧誘しているのに情報流出を防ぐため戦いに出さなかったんだぞ！」

			「なんでそのことを知っていますのっ!?」

			　とニキティスが驚き声を上げた。

			「いや、お前、俺に譲ったリザードマンに口止めしてなかっただろ。俺の部下になったから情報筒抜けだったぞ」

			「迂闊すぎますわ、わたくし」

			「そのあたりも気を付けろよ、リッシュとシルエッタ。情報流出は命取りだからな」

			「「はーい」」

			「……うむ」

			　アレキサンダーが頷いた。

			　そういえばいたんだったな。ずっと動かないから、置物みたいに扱ってた。

			「少し聞きたいことがあるのだが、よいだろうか？」

			「なんだ、マーレ」

			「その裏技についてなのだが、魔物を互いに貸し出すというのはどうだろう？」

			　ほう、マーレにしてはなかなかいいことを言うな。

			「貸し出す？　あぁ、そういうことね」

			　シエルも理解したようだ。

			　侵入者が迷宮の中にいると、ポイントが入る。

			　それなら、お互いに魔物を貸しあって襲わない侵入者を作れば楽にポイントが稼げる。

			「それいいね」

			「うん、さっそくみんなでしてみようか。私とリッシュちゃんがペアになって、シエルちゃんはミャーちゃんとペアね」

			「ミャーちゃんって言わないでくださいます？　まぁ、確かにいけますわね――」

			「いんや、ダメだ」

			　俺が首を横に振った。

			「何故ですの！」

			「裏切りが想定されていないからだ。侵入者を手元に置くということはそれだけ危険だってことだ」

			「タード！　いくらなんでもそれは言いすぎよ！　三人が裏切るわけないでしょ！」

			「シエル、お前はアレキサンダーとレイについて何を知っている？　ふたりだけじゃない、マーレについてもつい最近知り合ったばかりだ。そしてダンジョンフェアリーはボスモンスターの命令には従わなければいけない。ダンジョンボスが裏切れって言ったらダンジョンフェアリーは裏切るんだよ。それともなにか？　リッシュ、シルエッタ、ニキティスは俺のことを全面的に信用できるのか？」

			「……悪いけど、全面的には信用できませんわね」

			「ミャーちゃん！」

			　シルエッタが窘(たしな)めるように言ったが、それが正しい。

			　そして、レイが何かをシルエッタに伝える。

			「……うん、そうだね、ごめんレイちゃん。えっと、『それで、タードくんは何か代替案を用意しているのか？』ってレイちゃんが言ってるよ？」

			「あぁ、もちろんだ。俺の魔物をニキティスに、ニキティスの魔物をシルエッタに、シルエッタの魔物をリッシュに、リッシュの魔物を俺に預ける。魔物はリッシュから提供されたゴーレムの核を使ってスポーンを設置できるまでした後、そのゴーレムを使う。ゴーレムは単純な命令しか受け付けないし、記憶力もない。情報の流出も防げるし、機を見て裏切れっていう命令も出せない」

			「あぁ、それでゴーレムを持ってこさせたわけ」

			　とリッシュが頷くように言った。

			「交互に交換しない理由は？」

			　シエルが尋ねた。

			「裏切り防止だ。ニキティスが裏切ってシルエッタに危害を加えたとき――」

			「わたくしはそんな卑怯な真似はいたしませんわ！」

			　俺の台詞を遮るように、ニキティスが怒って言った。

			「わかってるよ。で、同時にニキティスは俺が提供しているゴーレムも壊すだろ？　同盟の裏切者として俺がニキティスを攻め込むとき、俺の配下の魔物にいられたら厄介だ。そうしたら、ニキティスが俺とシルエッタ、同時に敵対することになる――それはいくらなんでも不利になる。そうならないためにはシルエッタは俺かリッシュに同盟とは別の協定を結ばなくてはいけないが、俺の迷宮にはリッシュの魔物が、リッシュの迷宮にはシルエッタの魔物がいるわけだから、やっぱり裏切りにくい。本当に裏切ろうと思えば三人が別の同盟を組み、ひとつの迷宮を滅ぼすことだが、そんなことになったら三人はもう同盟を結べない。一度裏切ったんだ、今度は自分が裏切られる番だって思うだろ？」

			「……うむ」

			　アレキサンダーが頷いた。

			　こいつは要所要所でしか喋(しやべ)らないな。

			　他のメンバーも納得したようだ。

			「タードは本当に裏切られることばかり想定しているわね。何か裏切られた経験でもあるの？　って記憶喪失だからそんなのわからないか」

			「そうだな――でも何か大きなものに裏切られたような気がするけどな」

			　と俺が呟いた。

			　

			　こうして第一回同盟会議は終了した。

			　さて、リッシュは本当に気付いていないだろうか？

			　俺は自分のダンジョンに戻ってから呟いた。

			「無料でゴーレムの核ＧＥＴしたな。リッシュが気付けばスポーンの設置に２００ポイントくらいは払う契約をしてやるつもりだったが」

			「いきなり裏切ってるじゃないっ！　情報の共有が目的なんでしょ！」

			「裏切ったんじゃない、教えなかっただけだ！　情報の共有って言っても全部じゃないし、そもそも、ダンジョンゴーレムのスポーン設置料を払うように要求されても２００ポイントしか払わなくていいように、ベビースライムのスポーン設置料を２００ポイントという低価格にしてやったんだ！　むしろ感謝されてもいいくらいだぞ」

			　今後、今回のように魔物のスポーンの貸し出しをしても２００ポイントしか払わなくて済むようにした俺の勝ちだ。なんていったって、俺の迷宮が一番弱いのは確かだからな。

			　でも、今回の同盟会議で一番得したのは、俺にダンジョンの魔物の情報をばらされたニキティスを除けばシルエッタだな。

			　俺が代替案を用意していることに気付いたあのレイっていうレインボウバード、なかなか侮(あなど)れない。

			　……それとも、レイが話していると言っていながら、シルエッタが考えて話しているのだろうか？　天然そうに見えて実は策士――とかだったら面白いんだけどな。

		

	
		
			第四話「その白い花、約束につき」

			　

			　同盟会議の翌日。

			　先日のうちにゴーレムの核の埋め込み、取り外しを百回ほど行った結果、クレイゴーレムスポーンが設置できるようになった。ゴーレムの核を抜けば殺したことになり、０・５ポイントの収入になるので50ポイント手に入った。もっとも、核を地面に置いてからゴーレムが生まれるまで、約五分はかかるので、決して効率のいい作業とはいえない。百体のゴーレムを作っては潰してを繰り返すのに休憩も含めて十時間以上かかった。

			　今後も配下を使ってゴーレムの埋め込み、取り外しを永遠に続けさせるという案もあったのだが、最大一時間で６ポイントしか稼げない。それなら畑でも耕させて、その農作物を売ってポイントにしたほうがいくらかマシだと判断。その案は却下した。

			　一番現実な案としては、他のダンジョンボスを派遣してもらい、ゴーレム作成、侵入者として破壊を繰り返すというものだが、今のところその方法は保留している。

			　クレイゴーレムスポーンの設置一カ所につき１０００ポイントと決してお安くない値段だが、その強さはリザードマンレベルであり、食事不要、命令は絶対順守の魔物であるから、迷うことなく設置した。

			　ちなみに、クレイゴーレムは一日に三体生まれる。もちろん、増えすぎたら、とりあえず生まれてくるゴーレムを生まれてすぐに核だけ抜いて保存する予定だ。ゴーレムは一体一体大きいから増えすぎると邪魔で仕方がない。

			　

			　四人のクレイゴーレムの交換は同盟から一週間後、つまり今日から六日後に行われるため、先に別の問題を片づけることにした。

			　でもその前に、俺の強化だ。

			　アドミラのお陰で１０００ポイント使ったとはいえ、７０００ポイント以上残っているからな。

			　二回くらいはレベルアップできるだろう。

			「今回はムラサメとシエルのパワーアップも行うぞ」

			「ありがとうございます、ご主人様」

			「そういえば、私って前回バストサイズ１センチ増やしてもらっただけで、何気に強化初めてなのよね――」

			　ムラサメが恭(うやうや)しく頭を下げ、シエルが今更なことを思い出した。

			　まずは俺だな。

			　１５００ポイント支払い、俺の強化を行う。

			「……ん？」

			　今回、初めて体に違和感が。

			「どうなさいました、ご主人様」

			「いや、ちょっと……腹がいたい」

			「タードの腹ってどこにあるの？」

			　シエルがこんなときにしょうもないことを言ってくるが、やばい。限界のようだ。

			　と思ったそのとき、俺の背中に小さな穴が開き、蒸気のようなものが噴き出た。
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			「きゃっ、タード、もしかして」

			「おならじゃねぇよ」

			　と俺はそのスキルを見た。

			…………………………………………

			名前：バス・タード

			種族：スライム

			年齢：一カ月

			状態：契約（パートナー：シエル・フワンフワン・シャイン）

			スキル：触手４　溶解液１　自己再生３　接着粘液１　自切１

			特殊スキル：魔法無効・超硬化・魔素噴出

			称号：元人間・ボスモンスター

			備考：前世の知識と記憶一部有

			…………………………………………

			　また、変なスキルを手に入れたな。

			「タード、魔素って何？」

			「ん？　学校で習わなかったのか？　あぁ、お前の学校、情報古いもんな。魔素っていうのは、魔力を高めるガスみたいなもので、魔素が濃い場所では魔法の威力が高まるんだ。発見されたのは七年くらい前だったよ。マナクリスタルを蒸気に変換、魔素を抽出する機械が作られてな」

			「タードって本当にたまに変な知識持ってるわよね――でも、タードって魔法使えないからあまり意味ないじゃない」

			「そうだな、サポートになる……いや、魔素って確か集めて圧縮すればマナクリスタルになるから、金になるんじゃないか？」

			「本当!?　じゃあもっと出してよ！」

			「ん……いや、ダメだ。魔素が溜まるには時間がかかるらしい」

			　力を込めてみたが、魔素が出る気配がない。

			「そっか……あ、でもタード！　見てよ、今回はタードの強化項目が増えてるわよ」

			　とシエルが教えてくれた。

			　確かに、

			【強化：２５００ポイント】

			　の他に、

			【火魔法取得：１０００ポイント】

			【水魔法取得：１０００ポイント】

			【土魔法取得：１０００ポイント】

			【風魔法取得：１０００ポイント】

			　の四つが追加されている。なら、ここは火魔法の取得だな。

			　と俺は火魔法を取得した。

			「タード、詠唱わかる？」

			　とシエルがなぜか俺を見下すような目でこちらを見た。

			「魔法っていうのはスキルを覚えても詠唱を知らないと使えないのよ。タードは魔法とか縁がないし、私が使ってきた火の魔法の詠唱は私独自に省略した魔法だからタードには使えないでしょ？　どうしてもって言うのなら、教えてあげないこともないけど」

			「我、ここに猛き炎の矢にて敵を穿たん。火の矢(フアイヤーアロー)」

			「って、なんで詠唱一言一句間違えずに言えてるの!?」

			「いや、なんか知ってる。あと、魔法が発動しないぞ？」

			　どうなってるんだ？　確かに魔力が使用された感触はあるのに。

			「え？　もう一度やってみて。魔力の流れを見てみるから」

			　とシエルが眼鏡のフレームを指先で掴み、凝視するように俺を見た。

			「我、ここに猛き炎の矢にて敵を穿たん。火の矢(フアイヤーアロー)」

			　と詠唱を唱えるが、

			「あれ？　タードの中に確かに魔力の流れのようなものが渦巻いているけど、魔法が構築されないわね。何かが邪魔しているみたいな」

			「もしかして、ご主人様の魔法無効の効果で魔法が発動しないのでは？」

			　とムラサメがとんでもないことを言った。

			　……まさか、そんな。

			「もう一度やってみる？」

			「あ、あぁ。我、ここに猛き炎の矢にて敵を穿たん。火の矢(フアイヤーアロー)」

			　と魔法を唱えたときだった。

			　俺の中に何かが溢れた。

			　

			（これは――）

			　

			　俺がそう思った瞬間、景色が爆発した。

			　

			　爆発の後、俺が見たのは咄(とつ)嗟(さ)にシエルをかばっているムラサメの姿だった。背中の服は破れ、煤塗れの肌が見えている。

			「大丈夫か、ふたりとも」

			「え……えぇ、ムラサメがかばってくれたから」

			「私も……なんとか。マヤカシの体でなければ危なかったです――」

			「それより、あの爆発の中心にいたタードは大丈夫なの？」

			「ん、俺はなんともない。あれも一応魔法だってことか。でもどういうことだ？　火の矢(フアイヤーアロー)って威力じゃなかっただろ。マヤカシとはいえ鉄と同じムラサメの服を破るなんて――」

			「ひとつは間違いなく、タードがさっき言っていた魔素の影響ね。あと、魔法の暴発は、タードの体の中で三つの魔法が合わさって変化したんだと思うの。魔法の融合、みたいなものかしら。そんなの聞いたこともないけど。ただ、何が起こるかわからないから、今度からは誰もいない外でやってよね」

			　とシエルは嘆息交じりに言うと、ムラサメもまた、

			「ご主人様、一度カタナに戻り休ませていただきます。強化はまた後日で」

			「あぁ、悪かったな。少し休んでろ」

			「はっ」

			　と言って刀の姿に戻った。

			　魔法の融合と暴発か。

			　また使い勝手の悪いことになっちまったな。

			「タード、私も休んでいいかしら。ちょっと今ので腰が抜けちゃって」

			「じゃあ、残りのポイントほぼ全部使って、シエルの強化をするんだが、それもまた今度でいいか？」

			「え？　私の胸、また大きくしてくれるの？」

			「しねぇよ」

			　いい加減に諦めろ。

			「タード、ほぼ全部って、あと５０００ポイントくらい残ってるんだけど。元のポイントが７６０２ポイントでタードが２５００ポイント使ったから、残り５１０２ポイント、25万シール以上よ。一生遊んで暮らせる額のポイントよ？」

			「一生遊んで暮らせるわけないだろうがっ！　お前の一生はあと何カ月、いや、何日なんだよ！」

			「５０００ポイントも使って私の胸を大きくしたら、ボインボインのたゆんたゆんになって肩が凝るわよ……一度言ってみたい台詞ね、それ」

			「ならねぇよ。お前の胸が一センチや二センチ増えたって、つるんつるんのぺたんぺたんだよっ！　肩が凝るどころか、肩甲骨と胸の区別もつかないよ！」

			　ったく、俺にツッコミを入れさせるな。

			「お前を強化するのは、転移魔法を覚えてもらうためだ」

			「転移……魔法？」

			　シエルがきょとんとした目をして、俺の言葉を反芻するように呟いた。

			　まぁ、こいつがきょとんとなるのもわかる。

			「タード、転移魔法って、確かに私には混(こん)沌(とん)迷宮転移魔法という特殊スキルがあるけど、それはダンジョンフェアリーの誰もが持っているもので、タードが言う転移魔法とは全然違うのよ？」

			「知ってるよ。混(こん)沌(とん)迷宮はこことは違う次元だから、空間の間を移動するみたいなもの。俺が言っている転移魔法は同じ世界の場所を移動するから、言い方を変えれば空間跳躍だ」

			「そこまでわかっているのならわかると思うけど、同じ空間の転移ってかなり厄介なのよ。混(こん)沌(とん)迷宮の転移でも複数の場所に飛べるし、向こうなら大抵の場所からここに戻れるけどね――それって空間同士の歪とかを利用しているって習ったことがあるわ。遠い場所への転移なら、むしろ一度混(こん)沌(とん)迷宮に転移してから転移しなおす方法を探ったほうが現実的だと思うわよ」

			「だが、転移魔法は可能だ。ダンジョンバトルで、お前も見たはずだ。ニキティスのダンジョンと俺のダンジョンが転移扉でつながったのを。つまり、転移扉はある」

			「学校の先生が言っていたわ。ドラゴンを倒す方法を知っているのと、ドラゴンを倒せるのとは次元が違うって。ましてやドラゴンの存在を知っているだけでドラゴンは倒せないでしょ？」

			「でも、ドラゴンを倒すにはドラゴンの居場所を知らないといけない――違うか？」

			　と言って、俺は本棚の中に挟んでいた紙束を触手で取り、シエルに渡した。

			「俺が考えた魔法の理論だ」

			「……魔法の理論って、タード。魔法っていうのはそんな単純な――」

			　とシエルが俺の渡した紙束を見て、

			「これ、本当にタードが考えたの？」

			　と俺に尋ねた。

			　難しい理論ばかり書いている、何も知らない人が見ればただのゴミみたいな紙――その価値を見出すとは、学年首席の名も伊達じゃないってことか。

			「俺の前世が何者なのかはわからないが、只者じゃなかったみたいだな。基礎理論は既に頭の中にあった。あとは実際に見たからな、編みあがったよ――でもそれを実行するには空間魔法の基礎を習得する必要がある」

			　空間魔法とはその名の通り空間を操る魔法。

			　一番有名なものでは、道具などを異次元に入れる収納魔法だ。

			「シエル、お前なら二、三年も努力すればこんなもんに頼らなくても自力で空間魔法を習得できるだろうが――時間が惜しい。５０００ポイント払って修得するぞ」

			「空間魔法を覚えたって転移魔法を使えるって保証はないわよ」

			「保証なんていらん。覚えろ」

			「無茶苦茶な要求ね」

			　シエルはため息をつき、そして笑って答えた。

			「でも――その要求は嫌いじゃない」

			「……ふん、急げよ」

			「あ、でもタード、もしかして転移魔法を使ってアドミラを助け出す気？　それはちょっと虫が良すぎるというか、転移魔法で結界を超えられるとは思えないわよ」

			「いんや、そっちは別の手を考えている」

			　と俺はカタナの姿になって休憩しているムラサメを触手で持ち、頭の上に担いだ。

			　そして、俺はシエルの頭の上に乗り、

			「とりあえずアドミラのところに行く――シエル、森の入り口まで連れていけ」

			「……タードはいつになったら自分の足で歩くようになるの？」

			「そうだな……」

			　と俺はニヤリと笑う。

			「自分の足が生えたら考えてやるよ」

			　

			　シエルに、帰りはムラサメの頭に乗って帰るからと伝え、俺はカタナを担いだまま触手を使って木の枝伝いに移動を開始した。

			　今回のレベルアップでは触手は伸びなかったから、移動が楽になるということはない。

			　それでも、まぁ触手を使って木の枝伝いの移動は、普通に歩くよりも数段早く、あっという間に森の中に入った。

			　俺が担いでいるカタナ、ムラサメはこの状態だとただの道具扱いなので、当然結界なんて通用しない。

			　そうして俺は再び、アドミラがひとりで暮らす村へと戻ってきた。

			　もっとも、彼女をここから連れ出すには、今は準備不足なのだが。

			　

			「よぉ、あいかわらずクワメイドやってるな」

			　村に入って暫く歩くと、畑でクワを振るうアドミラを見つけて、俺は声をかけた。

			　アドミラは俺を見つけるとクワを地面に下ろし、ハンカチで汗をぬぐって言った。

			「クワメイドやるって、また変な言葉だね。お茶でも飲んでいくかい？」

			「茶よりもお前の胸を触りたいな」

			「断るよ――まぁ、あたしをここから出せたのなら、少しくらいならいいかもしれないけどね」

			「本当にここから出たいのか？」

			　尋ねると、アドミラは俺に背を向けた。

			　クワにもたれかかるようにし、そして考えた。

			「どう思う？」

			「お前の意思だ。俺にわかるわけがない――まぁ、ここから出したら胸を触らせてくれるって言うのなら、お前の意思に関係なくここから出すんだがな」

			「どんだけあたしの胸を触りたいんだよ。むしろあんたのほうが気持ちよさそうだろ？　少し触ってもいいかい？」

			「癖になっても知らないぞ」

			「癖になったら責任とって、たまには会いにきて欲しいね」

			　と言って、アドミラは俺の頭を触った。

			　その目から、涙がこぼれる。

			「他人と触れ合うのは久しぶりか？」

			　俺は頭を撫でられながら尋ねた。

			「他人って、あんた人じゃないだろ……牛ならいっつも触ってるけどね」

			「気持ちいいか？」

			「……あぁ。たぶん、あたしの胸より触り心地はいいと思うよ」

			「どれ、比べさせてもらうか」

			　と俺が触手を伸ばすと、アドミラは笑顔でそれをはねのけた。

			「お茶、飲んでいきな」

			「牛乳にしろ。しぼりたてを飲みたい」

			「我儘だね――でもいいよ」

			　アドミラはそう言って笑った。

			　俺との会話を楽しむように。

			　

			　前にスープをいただいた食堂に案内された俺は、許可も貰わず汚れた体のまま椅子に座った――というより飛び乗った。

			　アドミラは厨房から持ってきた、牛乳の入った水差しとグラスの載ったトレイをテーブルの上に置き、

			「牛乳はあたしが飲む分しか絞ってないんだよ。残りは子牛たちが飲んでるからね。だからあんまりないよ」

			　と言って、牛乳をグラスに注ぐ。

			　水差しに水滴がついているところを見ると、よく冷えているようだ。

			「よく冷えているようだが、氷魔法でも使ってるのか？」

			「わかるのかい？　あぁ、屋敷に簡易氷室を作ってあるからね。それで、あたしを外に出す算段はついたのかい？」

			「ぼちぼちだ。そのためには金が必要になるから、金目のもの寄越せ。持ち逃げするかもしれんがな」

			「えらいストレートな物言いだね……まぁ、あたしにはそういうものは無用の長物だから、必要ないものはいくら持って行ってもらっても構わないんだけどさ。でも、あんたひとりで運べるのかい？」

			「大丈夫だ、今日は助っ人を連れてきたから――」

			　と俺は椅子からテーブルの上に飛び移り、グラスを口で咥えて飲んだ。

			「助っ人？」

			「あぁ……ムラサメ、休憩はそろそろいいだろ。出て来い」

			　と俺が言うと、俺が背負っているカタナの後ろに、ムラサメが現れた。

			「お初にお目にかかります、私、タード様に仕える妖刀ムラサメと申します」

			　ムラサメはそう言ってアドミラに恭(うやうや)しく頭を下げた。

			　それに、驚き動きを止めていたアドミラも正気を取り戻す。

			「あ、あぁ。あたしはアドミラ・シオンだよ。へぇ、驚いた。人間じゃないのかい？」

			「私の本体はあくまでこの刀。この体はマヤカシです」

			「よかったらあんたも牛乳を飲んでいくかい？　今から絞ってくるけど」

			「いえ、私は刀ゆえ、飲食の類はままなりません。お気遣いなく」

			　ムラサメとアドミラが互いに自己紹介を終えたところで、俺は早速金目の物を探すことにした。

			　俺はムラサメの頭に飛び乗り、アドミラに案内するように言った。

			　俺たちが向かったのは、少し閑散とした、だがまだまだいろいろと使えるものがありそうな倉庫だった。

			　俺はムラサメの頭から飛び降りて、とりあえず軽くて高値になりそうなものがないか調べることに。

			「金目の物と言ってもねぇ、金貨や銀貨の類はもう人にあげちまったからね」

			「あげた？」

			「あぁ、この町の結界を作った人にだよ」

			　とアドミラは思い出すように過去の話をした。

			　それを聞きながら、俺は倉庫を探る。

			　アドミラの話の相手はムラサメが担当することになった。

			　んー、本当に金目の物はほとんどあげちまったんだな。

			　売れるとしたら絵画とか壺とかか。

			　そして、アドミラがとりあえず一通り話を終えたところで、ムラサメは尋ねた。

			「どうしてその方は結界を解除しなかったのですか？」

			　と。俺も話半分で聞いていたが、確かにそこだけはしっくりこないよな。

			　確かに、俺の知識によるとこの国と都市同盟が戦争したっていうのは歴史にもある事実だ。だが、それも一年後には停戦している。

			　結界を解かない理由にはならない。

			「なんでも、結界を解けば禍が降りかかるそうだよ」

			「禍ね……村人全員死んで、これ以上の禍はないと思うが」

			　と俺はムラサメにこの小さな絵を布で包むように命令を出しつつ、アドミラに言った。

			「確かにね。お陰で、こうして村の財もスライムに持っていかれるわけだし……」

			「その男のことが好きだったのか？」

			「好きって言うのとは少し違うな。この村の皆が死んだ原因を作ったわけだし」

			「原因はお前のほうだろ」

			　と俺が言った。

			　ニンフであるアドミラがいなかったら、わざわざこんな森の中に村を作ろうだなんて思わなかったし、国王に狙われることもなかった。

			　誰がどう見ても、原因はアドミラのほうだ。

			「ご主人様、それは――」

			　とムラサメが窘(たしな)めようとしたが、

			「あははは、確かに、違いないね」

			　とアドミラは笑った。

			「ムラサメさん、別にいいんだよ。事実だからね。ガラドもキラルクも私を責めるようなことは言わなかったから、逆に言ってもらってスッキリしたよ」

			「キラルクってのが、この結界を張った張本人か」

			「あぁ、そうだよ」

			　……キラルク……そうか、それが名前なのか。

			　俺は頷くと、今度は屋敷の前の花壇に移動するように言った。

			　

			　小さな花壇に、白い花が植えられている。

			　以前、俺が食べ、そして持ち帰った花だ。

			「綺麗ですね」

			　ムラサメが言った。確かに、汚れも知らないような純白のその花は、見た目は綺麗だ。

			「またこの花、持って帰らせてもらうぞ」

			「気に入ったのかい？」

			「まぁな」

			「好きなだけ持っていってもいいよ。種は来年の分も残してあるから」

			　とアドミラが言ったので、俺はスコップを借り、ムラサメに全部掘るように言った。根っこを傷つけないように。

			「キラルクとタードって、全然違う男だけど、花の趣味だけは似てるね。キラルクもそうだったよ。この村に来たときに、好きな花の種だから植えて欲しいって言って、あたしにこの花の種を渡したのさ。それから毎年、あたしの様子を見に来るついでに花を持って帰っていたよ。今のタードみたいに綺麗に摘んでね――まぁ、キラルクはあんたみたいに誰かに摘ませるんじゃなく、自分で摘んでいたけどね」

			　と俺を見て笑った。

			「だからあんたがこの花を気に入ってくれて、あたしはちょっと嬉しいんだよ。またこの花を植える目的が見つかったような気がして」

			　そして、アドミラは言った。

			　来年も、この時期になると花は咲くよ、と。

			　とても小さな声で。

			　きっと、この花が咲く季節というのが、キラルクが来る季節でもあったのだろう。

			　

			「アドミラ、また来るよ。今度はシエルって俺のパートナーも連れてな。あいつ、牛乳が好きらしいから入れてやってくれ」

			「あぁ、用意して待ってるよ」

			「そのときは、お前は一緒にここから出るからな」

			　その俺の宣言に、アドミラは何も答えなかった。

			　

			　自分の迷宮に戻った。

			　シエルはムラサメからアドミラの話を聞くと、

			「きっと、アドミラはそのキラルクって男が今でも好きなのよ。残念だったわね、タード」

			　と意味のわからないことを言った。

			「別に男の影が見えようと胸が硬くなるわけじゃねぇし、関係ないだろ」

			「またまた。でも、きっとその男の人はもう死んでるわね。アドミラにとってその人は永遠になったのね。ちょっとそういう恋にも憧れるわ……」

			「死んだら股座も弄れないだろ」

			「もう、そういう下品な話じゃないのよっ！　タードって本当にデリカシーがないわねっ！　じゃあ、タード。早速売りに行くの？」

			「当然だ。まぁ、これだけの量だ、多少の値崩れは仕方ないが、目標の15万ポイントには届くだろ――ムラサメも一緒に来るか？」

			「いえ、私はこれからゴブリンの村で稽古をつける約束がありますゆえ」

			「ゴブリンに剣術を教えてるのか？」

			「はい。教えることでまた学ぶこともございますゆえ」

			　鍛練なんてしなくてもポイントで増えるんだけどな。

			　ちなみに、迷宮に帰ってからムラサメの強化もつつがなく終えた。

			　今回は本体であるカタナの強度を高めることにした。カタナの強度が上がることで、ムラサメの作るマヤカシの強度も上がるのだそうだ。

			「ところで、シエル。お前、花言葉って知ってるか？」

			「花言葉？　知ってるけど、個別の花言葉は知らないわよ。食べられる花ならだいたい知ってるけど、花言葉は学校では習わなかったわね」

			「この花の花言葉は儚い幸福だ――なんかぴったりだよな」

			「……そうよね。確かに」

			　シエルが神妙な顔で頷いた。

			　こいつは本当に何もわかっていないな。

			　

			「おや、あんたたちかい」

			　買い取り屋の顎鬚の濃いおっさん――ドワーフらしい――は俺を見るとそう言った。

			「また、例の物をもってきたのかい？」

			「あぁ、まずはこっちを見てくれ」

			　と俺は絵画を渡した。綺麗な女性が描かれている絵画だ。

			　おっさんはふんっと絵画を見て、

			「３００ポイント」

			　と一瞬で査定結果を告げた。

			「安いな。小さいとはいえラキラ・キヌックスの絵だ。最低５００万シールはくだらない。その画家の全盛期の作品――」

			「のレプリカだ。あんたならそのくらい見たらわかるだろ？」

			　と言われて俺は舌打ちをした。

			「ちっ、３００ポイントでいいよ」

			　あまりにもよくできたレプリカだったので、もしかしたら騙せるかと思ったが、伊達や酔狂で買い取り屋の主人をやっているわけじゃないってことか。

			「今度はもっとうまい贋作を持ってきな。で、そっちも買い取るのかい？」

			　とおっさんは俺に尋ねた。やけに不機嫌そうに。

			「あぁ、こっちがメインだからな」

			　と俺は白い花を全て置く。

			　おっさんはまたも一瞬で査定を終えた。

			「13万６０００ポイントだ」

			「15万にしろ。必要なんだ。そのくらいの値上げは可能だろ？」

			「そっちの都合は知らないね」

			「シエルの胸を触らせてやる」

			「ちょっと！　タード、勝手に何言ってるのよっ！」

			「興味ないよ、そんな小さい胸。女はボインボインじゃないと」

			「上等よ！　ふたりとも表に出なさいっ！」

			　とシエルが叫ぶが、無視した。

			　仕方ないな。

			「ほら、これでどうだ」

			　と俺はもう一つの包みを渡した。

			「その花の種だ」

			「タード、その花の種、もしかして――勝手に持ってきたのっ!?」

			「保険だよ――」

			「８０００ポイントだね」

			「全部で15万にしろって言っている。種から花を咲かせてここに持ってくるのは面倒だ」

			　俺が言うと、おっさんは少し考え、そして言った。

			「……条件がある。二度とこの花を持ってくるな。それなら絵も合わせて15万にしてやるよ」

			　それは、俺にとっても願ってもない話だった。

			　どうせ種を全部盗んできたから、もうあの花を持ってこられることはない。

			　交渉が終わり、花と種は全ておっさんが引き取り、俺には15万ポイントが入った。

			「あんたはこの花が嫌いか？」

			「あぁ、見るだけでも反吐が出る。特にそんな花はな」

			　と、ドワーフのおっさんは吐き捨てるように言った。

			「奇遇だな、俺も同じだよ」

			　こうして、無事、俺に15万ポイントが貯まった。

			　

			　ポイントを貰った俺は、町の外に向かった。

			「タード、いい加減に教えて」

			「何をだ？」

			「あの花、なんであんなに高額なの？　普通、花って一本１ポイントくらいでしか買い取ってくれないのに。前だって、銀食器より花一本のほうが高かったじゃない」

			「……知らないほうがいいと思うがな」

			　と前置きをして、俺がその花について説明すると、徐々にシエルの顔色が悪くなる。

			「それを聞いたら、きっとアドミラは悲しむわね。じゃあ、そのキラルクって男の人も」

			「きっと死因はあの花だよ……儚い幸福さ」

			　

			　触手、溶解液、接着粘液、超硬化、自切。その全てを駆使し、俺はあるものを作っていた。

			　触手を伸ばして、超硬化で硬めて自切で切断。面倒なので卵を白身と黄身を分けずに食べ、また触手を伸ばしてと繰り返す。そして関節部分は固めていない触手を用意し、接着粘液でつなぎ合わせ、細かい部分は溶解液で溶かして調整。

			　そして俺が作り出したのは、騎士の鎧(よろい)のようなパーツの数々だった。

			　徹夜で寝ずに作ったからな。なかなかの出来栄えだ。

			「ん、タード、できたの？　……うわ、半透明の鎧(よろい)って気持ち悪いわね」

			「スライムの鎧(よろい)だ。弱点は炎と溶解液。あとハンマーでたたかれたりしたら衝撃はもろくらうから脳震盪とか起こすかもしれない。剣や槍に関しても関節部の脆い部分を狙われたら厄介だ。つまり、鎧(よろい)としてはそこそこいいけど弱点だらけ……でも、魔法に関してだけ言えば無敵だ。これならあの結界を抜けられる」

			　以前、シエルが言ったアドミラを結界から出す方法――俺が呑み込んで外に連れ出すという方法を鎧(よろい)という形で再現してみた。

			「じゃあ、早速ダンジョン領域の追加をするぞ」

			「ねぇ、タード。15万ポイントって凄いのよ……そうだ！　村の結界手前までキラーアントに穴を掘らせて、その穴までダンジョン領域を拡張してから、そのアドミラの村をダンジョン領域にすれば５万ポイントで済む――」

			「一体どれだけ時間がかかると思ってるんだ！　俺は一刻も早くあの胸をもみしだきたいんだ。それに、ゴブリンの村、あとその間のアドミラの村の入り口になる場所は元々ダンジョン領域に設定するつもりだったんだよ。ゴブリンの監視と侵入者の察知はどっちも必要だからな」

			「……わかったわよ――で、私はこれを着て移動すればいいのね」

			「あぁ、それを着て移動しろ」

			「ねぇ、タード。これって胸のところがかなり大きいんだけど、どうして？」

			「アドミラが着られるサイズに設定しているからな、当然の処置だ」

			「うそ、アドミラってこんなに胸が大きいの？　タードふたり分くらいなら入りそうなんだけど」

			　とシエルは言って、胸の部分を強く握った。
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			「これでも少し窮屈かもしれんぞ」

			　一応、あいつから聞いた３サイズを元に計算しているけど、服の厚みとかもあるからな。

			　あいつから３サイズを聞いたのは、セクハラ目的もあったが、最初からこの服を作るためだ。

			「……なんで同じ女性なのにこんなに不平等なのかしら」

			「お前が不幸だからじゃないか？」

			「……そうね、私ってやっぱり不幸」

			　まぁ、こいつの場合は単純に栄養不足って可能性も強いんだけどな。草しか食べてないし。

			　

			　ダンジョン領域の拡張はダンジョンボス部屋のスクリーンから行うことができる。

			　ただし、拡張するときに一定（ゴブリン程度）以上の強さの者がいると、領域設定することができない。大勢の人が住む町までダンジョン領域を延ばし、町ごとダンジョン領域に一気に飲み込む、ということはできないわけだ。

			　ゴブリンの村は、ゴブリンが俺の部下であるということもあり簡単に拡張できた。

			　村の入り口付近にはワイルドボアがいたため、先にムラサメを派遣して退治させ、またもダンジョン領域に設定。

			　ただ、やはりアドミラの村には、アドミラがいるから領域設定ができない。あいつを配下に加えるか村の外に出さないといけないようだ。

			　ということで、森の入り口でシエルにスライムの鎧(よろい)を着させ、ムラサメを持たせて移動させた。俺が頭の上に乗るのもわすれない。

			　ただし、頭全体を覆う兜の部分はぎりぎりまで着けさせなかった。本当は途中まで着けて移動していたんだが、

			「ねぇ、タード……これ、呼吸用の穴ってあるの？　さっきから息苦しいんだけど」

			「ほとんどないから窒息するかもな」

			「それを先に言ってよっ！」

			　と言って結界があるところまで兜を着けずに移動した。

			　そして、結界の手前までたどり着く。

			「そういえば、シエル。転移魔法は使えるようになったのか？」

			「ぎくっ」

			「使えないのか」

			「く、空間魔法は使えるわよ。ただ、どうしてもね。そもそもタードの理論が正しいって証明はどこにもないわけで――」

			「自分の実力のなさを俺に押し付けるな」

			「……はい」

			　とシエルは項垂れ、そして兜を着けて結界の中へと入っていった。

			　

			　結果的に言えば、スライムの鎧(よろい)は結界を通り抜けることができた。

			　関節部に小さな隙間があったから、もしかしたら無理かもしれないと思ったが、やってみるもんだ。

			　そして、村に入り、シエルは兜を外した。

			「うわ、本当に村ね――いい香り……自然と一体化している感じがするわ。あ、タード、あそこに野菜が実ってるわよ！　食べていいのかしら」

			「アドミラが育てているんだ。勝手に食べようとするなんてお前は泥棒か」

			「うっ、そこまで言わなくてもいいじゃない」

			　シエルは反省したようで、小さな声で「ごめん」と呟く。

			　ちなみに、俺はこの村にきてアドミラに会う前からトマトを勝手に食べていたのだが。

			「あ、でも、タード。泥棒と言えば――」

			　とシエルが言ったときだった。

			　そいつが走ってきた。血相を変えて。

			「よぉ、アドミラ。元気にしてたか？」

			「元気にしてた？　よくそんなことが言えるな！　返せっ！」

			「返せって、何をだ？」

			「花の種だよ！　持って行っただろ！」

			　とアドミラは、初めて会うはずのシエルのことには目もくれず、俺につかみかかる勢いで言った。

			「あぁ、あの花の種か？　あれなら売ったよ。全部売っぱらった」

			「売った？　あの種を――あれがなかったらもう花は育てられないんだ。わかってるのか？　あんたも言っただろ、あの花が好きだって」

			「ん？　言ったな。でもあれは嘘だ。あんな花、好きどころか大っ嫌いだよ」

			　と俺が言ったところで、アドミラはとうとう俺を掴み上げた。

			「男への義理か？　あんな花に縋り付いて情けない」

			「お前に何がわかるっ！　あの花は――」

			「あの花について、お前は知らないんだろ」

			　と俺が言うと、シエルは俺の言葉を止めようとしたが、俺は言った。

			　それがどれだけアドミラを傷つけることになるのかを知りながら。

			「あの花は麻薬の材料なんだよ」

			「麻薬って、あんた、何を言って――」

			「本当のことだよ。あの花の根には中毒性の強い幻覚作用があってな、第二のマンドレイクだとかって言われて恐れられたもんだ。昔はそれこそ麻酔にも使われていたみたいだが、別の理由もあって今ではほとんど使われていない」

			「別の理由……」

			「開花するときに、大量の花粉が飛び散る――その花粉は人間にとっては遅効性の毒でな。なかなかその花との因果関係に気付かず、かつては多くの人間が死んだよ。こんな小さな村で、しかも風に乗ってどこかに飛んでいこうにも結界に押し戻されるような状況じゃ、村人全員が死ぬのは無理ないよな……何が流行り病だ。なんてことはない、全員中毒死だよ」

			　と俺は、これまで全く興味がなかった、村の隅にある墓場を見て言った。

			「あの花が咲くには豊富な栄養と魔力が必要なんだよ。そのキラルクって奴にお前の力を利用されていたんだな。それと、一緒についていかないかって誘われたそうだが、そいつについていかなくて正解だ――ついていったらどんな目にあわされていたかわかったもんじゃない。もっとも、そいつも気付いてなかったようだな。あの花の花粉は開花のときに確かに広がるが、開花直後じゃなくても当然僅かに残ってる。それを何度も摘んで売りさばけば村人同様中毒症状にもなるさ……幻覚作用のない、ただ苦しいだけの病で死んだろう」

			「……嘘……だろ？」

			　アドミラは震える声で、まるで何かに縋るように言った。

			「嘘じゃない。そうだ、アドミラ。お前なら村人がどんな順番で死んでいったか覚えているか？　子供や年寄りを除けば、お前が作っている花壇を中心に死んでいったんじゃないか？」

			「……そんな……でも」

			「人間には毒でも、魔物や家畜、スライムやニンフ、牛なんかには効かないからな。当然、刀であるムラサメにも効果はない。ただ、シエルはどっちかわからなかったから、花を全部処分するまでここに連れてこれなかったよ――」

			「嘘だっ！」

			「現実を見ろ、クワメイド！　お前はキラルクに利用され、村人を全員殺されたんだよ。言っておくが、被害者は村人だけじゃねぇぞ。キラルクの奴は自業自得だろうが、その花から麻薬が作られていたら、それが原因で多くの人が苦しむことになったはずだ――量を間違えれば死ぬことだってある。幻覚作用で暴れまわれば、周囲に犠牲者が出たかもな」

			　もっとも、そんな危ない薬が作られると知っていながら、買い取り所に売った俺も相当な悪人だが。

			「……なぁ、なんであたしにそんなことを教えたんだ？　こんなことなら、何も知らないほうがよかった」

			「俺はこの村を利用したい。そのためにはあの花は邪魔だった」

			「あたしのことはどうでもいいのかい？」

			「そうだな、お前が現実を知って何をするかは今のところどうでもいい。自殺さえしなければな。俺はとりあえずお前の胸を揉めれば今のところは満足だ」

			「……ぶれないね……あんたは」

			　と言ってアドミラは涙をぬぐった。

			「でも、村から出るのはちょっと困るね。あたしのせいで村人が死んだのならなおさら、あたしの身勝手で村の牛たちを見殺しにしたくない」

			「それなら安心しろ、代わりにシエルを置いていく」

			「ちょっと、タード！　私をここに閉じ込めるつもり？」

			「ここにいたら牛乳飲み放題だぞ」

			「え……それはちょっと……ううん」

			　シエルが本気で考えている。ということでシエルがここに残るのは決定だな。

			「シエル……そうか、あんたが」

			　ようやくアドミラはシエルの存在に気付いたらしい。

			「へぇ、かわいい顔をして、よくもまぁバス・タードなんて皮肉のこもった名前をつけられたもんだよ」

			「それは……ちょっといろいろとあったのよ」

			「でも、今はそれが正しい名前だと思うよ……それで、タード。あたしはどうしたらいいんだい？　ここで胸を揉むのかい？」

			「そうだな、ここで揉んでもいいが、とりあえずシエルが着ている鎧(よろい)があるだろ？　それを服を脱いでから着ろ」

			「服を脱いでって、その子はどう見ても服の上から着ているようだけど？　というか、服を脱いで透明な鎧(よろい)を着たら下着が丸見えじゃないか」

			「下着も脱ぐんだぞ？」

			「脱がないよっ！」

			　と怒鳴りながら、アドミラは笑った。

			　

			　これは余談であるが、俺の鎧(よろい)を着ているときに、アドミラが、

			「ん、胸のサイズがちょっときついね」

			　と言ったのをきっかけに、シエルが泣きながら屋敷の裏にあるという家畜小屋に向かった。やけ牛乳を飲むつもりらしい。腹を壊さなければいいんだが。

			　

			　そして、アドミラは鎧(よろい)を被って村を出る。

			　何年かぶりに、森の外へと。

			　

			　そして、森の外でアドミラはその鎧(よろい)を脱いで、髪を手に当てて感じた。

			「……風が……懐かしい」

			「木に囲まれた村の中じゃ、そんなに風も吹かないだろ……じゃあ、アドミラ、わかってるな」

			「あぁ、あんまり無茶はするなよ」

			「それは無理な願いだ」

			　と言って、俺の触手がアドミラの胸に伸びたのだった。

			　それをあえて言葉で表現するのなら、三つのスライムが一つになった瞬間だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ミルク、ミルク、でっかいおっぱい夢いっぱい、ドリームミラクルミルクミルクルン♪」

			　壊滅的な詩の歌を口ずさみながら、シエルは屋敷には入らずにその裏にあるという牧場へと向かった。小さな柵の中に巨大な飼い葉の束が置かれ、四頭の牛がそれを食べていた。

			「雄が一頭に雌が三頭――タードが好きなハーレムね」

			　とシエルが言うと同時に涎がこぼれ出た。これはこれから飲む牛乳に対する涎ではなく、このホルスタインをステーキにしたら何人前できるだろうかという意味の籠った涎である。学生時代、どうしても牛肉というものを食べてみたかったシエルは、ニキティス、リッシュ、シルエッタと四人で魔物の牛がいるという森に行ったことがある。

			　あのときも結局なんだかんだ言って、結局牛肉は食べられなかった。

			（大丈夫、いつか食べられるわよね。タードと生活を初めて豚肉、鶏肉も食べられたんだから――）

			　そう思いながら、もしもタードとアドミラが帰って来なかったらと考えると、今度はお腹が鳴った。

			（タードが三日以内に帰って来なかったら、この牛ちゃん一頭、ステーキにして食べてもいいわよね。あ、でも今日、ちょっとくらい削ってもいいんじゃないかしら？　大丈夫よ、回復魔法で治療すれば誰にもわからないもの）

			　そんなシエルの思惑を察してか、野生の本能か、ホルスタインたちは飼い葉を食べるのを止め、シエルを見つめた。

			　シエルが動けば即座に逃げる――もう柵を飛び越えてでも――そんな雰囲気をまとっている。

			　シエルはそんな怯える牛たちを見て、正気を取り戻した。

			「って、何をしているのよ、私は。罪もない牛さんたちをこんなに怯えさせて。安心して、私はあなたたちの敵じゃないの。ちょっと、あなたたちのミルクを分けて欲しいだけなのよ」

			　とシエルは言った。

			　それはシエルの本心だった。

			　下手に傷つけてストレスで牛乳の味が落ちたら大変だから。

			　本気を出せば、心を素直に前に出せば、言葉は違えど気持ちは通じる。

			　シエルの言葉に牛たちは警戒心を解いた。そして、シエルは今度は、別の言葉で語り掛ける。全ての魔物の言葉をマスターしたシエル。牛の言葉はわからずとも、ミノタウロスの言葉ならわかる。

			　そして、ミノタウロスの言葉は牛にも通用すると教科書で読んだことがあった。

			『あなたたちのミルクを少し飲ませて欲しいの。いいでしょ？』

			　という彼女の声に、牛たちはそれぞれ顔を見合わせ、そして了承した。

			　シエルは柵の中にゆっくりと牛たちの元へと向かった。

			　搾乳機はない。完全に手絞りだ。

			（大きいわね……）

			　シエルが最初に思ったのは、その胸の大きさ。

			　アドミラよりも大きく垂れ下がる乳を見て、どうしてこの牛はこんなに胸が大きいのかと思った。

			（食べているものはほとんど同じはずなのに）

			　牛の主食は草。そしてシエルの主食も草。違いはないはずだ。

			「さすがに直飲みははしたないわよね」

			　とシエルは当然のように用意していたグラスをどこからともなく取り出し、器用にグラスに牛乳を搾った。

			「これが……夢にまで見た伝説のミルク……私はもう不幸じゃない……牛乳を飲むことができるんだから。ありがとう、タード。ありがとう神様」

			　とシエルは自分を置いていったはずのタードに、そして自分に不幸な運命を押し付けた神にまで感謝し、グラスに入っているミルクを見てうっとりとした。

			　

			　そして、彼女はそのミルクを最初は味わうように、次に一気に飲み干す。

			「美味しい！　ミルクってこんなに美味しいのね、液体なのに濃厚で、コクがあって、甘味もあって。偉いわよ、ホルスタイン！　草しか食べていないのにこんなに美味しいミルクを作り出せるなんて、あなたたち天才よっ！」

			　とシエルが喜び満足しているので、牛たちはもういいやと飼い葉を食べに戻ろうとしたのだが、一頭をシエルは離さなかった。

			「どこにいくの……まだ牛乳飲み放題大会ははじまったばかりよ――」

			　そして、再度、牛たちは恐怖することとなる。

			　

			　その後、牛たちがどうなったのかは誰も語らない。

			　ただ、本当に誰にも語らないのは、その後、シエルがトイレにどれだけの間閉じこもっていたかということだった。

			　牛乳の飲みすぎに注意しましょう。

		

	
		
			第五話「その結界、解除厳禁につき」

			　

			　アドミラが持つクワの背の部分に乗りながら、俺は彼女に連れられ移動していた。どうしてクワの背に乗っているかと聞かれたら、なんとなくだ。

			「クワメイド、どこにいくんだ？」

			「そのクワメイドって呼び方に慣れてきた自分が嫌になるよ――もう少しだから辛抱しな」

			「もう少しねぇ」

			　俺たちは森を抜けると、まっすぐ山を上がっていた。まぁ、上り坂だろうが下り坂だろうが平坦な道だろうが運んでもらう俺にはあまり関係ないが。

			　そして俺たちが訪れたのは、山の中腹だった。

			　結局二時間ほど昇り続けたから、結構な見晴らしの場所になっている。

			「いい景色だな」

			　俺はアドミラのクワの上から飛び降りた。

			　ここからでも、アドミラの村やゴブリンの村は見ることはできないが、その代わり街道や遠くには湖も見えた。

			「あれはガルデニャ湖か。確か糞マズイ貝が大量にある湖だったよな。アホ貝だっけか」

			「あたしはあのアホ貝は嫌いじゃないけどね、料理の仕方によってはいい出汁にもなるからさ。料理人の腕の見せ所だよ」

			　そして、アドミラは一歩前に出ると、

			「遥か天より降りし涙はやがて溜まりて大河となり、驕(おご)れし愚かなる全ての者を飲み込まん。裁きの大洪水(グレードフラードウ)！」

			　とアドミラが叫ぶと同時に、彼女の斜め上に魔法陣が現れ、そこから大量の水が流れて行った。その水は近くの谷へと流れ込んでいく。

			　バカみたいな量の水は、アドミラが仰向けに倒れるまで流れ続けた。

			「魔法についていつも思うんだが、叫ぶ必要ってあるのか？」

			「叫んだほうが気持ちいいだろ？　はぁ、すっきりしたぁぁぁ」

			「……違いないな……それにしても無茶するな。谷に人がいたらどうするんだよ」

			「そのときはそのときさ……と言えるのはタードくらいか。この時期はあの谷は毒キノコが結構危ない胞子をばらまく季節だから誰も近づかないよ」

			　とアドミラはにっと笑って言った。ったく、山で叫ぶ感覚で魔法をぶっ放すとは、俺と同じくらい迷惑な奴だ。

			「十二年、それと三年だよ」

			「ん？」

			「村の人が死んで十二年。キラルクが来なくなって三年。あたしはきっと、助けを待っていたんだと思う――さすがに物語の王子様みたいにはいかなかったけど、でも嬉しかったよ――まぁ、十二年間貯めこんだ魔力をほとんど使っちまったから、これからは全力でもさっきの二割くらいの魔法しか使えないと思うけどね」

			　アドミラは笑って言った。

			「あんたの仲間になってやるよ」

			「その意味をわかって言ってるのか？」

			「タード、ボスモンスターなんだろ？　まぁ、これでも精霊としては格下ってわけでもないからね、あのシエルって子がダンジョンフェアリーだってことくらいあたしでもわかるよ。そのダンジョンフェアリーが名付け親で、その名付けた魔物に従っている――それってもうタードがダンジョンボスだって言ってるようなもんだろ」

			　そうか、俺はシエルと出会うまでダンジョンフェアリーの存在は知らなかったが、魔物の間ではダンジョンフェアリーの存在は意外と知られている存在だったらしい。

			「俺としてはアドミラには侵入者として村に住んでいて欲しかったんだが――まぁ、今後の強化や迷宮の掃除を考えるとアドミラを仲間にしたほうが得策か」

			「タードも素直じゃないね。それに、あたしはタードのために仲間になるって言ってるんじゃないんだよ？」

			「俺のためじゃなかったらなんのためなんだ？」

			「そうだね、強いて言えば、あれだけ人の胸を好き放題いじくりまわしてくれたことへの賠償とかそういうものももろもろ含めて責任を取って、村を再興させるために仲間にさせてやるって言ってるのさ」

			　とアドミラは笑って言う。

			「ったく、素直じゃないのはどっちだよ。ツンデレ40点だ」

			　本当は今もまだ辛いはずなのに、よくもまぁ平気な顔で笑っていられるもんだ。

			「はいはい、じゃあとりあえず昼寝でもするか」

			「え？　シエルをまだ迎えに行かないのかい？」

			「あいつのことだ、不運をまき散らして牛の糞に滑って頭からつっこんでいるか、もしくは牛乳を飲みすぎて腹を壊してトイレに閉じこもっているか、もしくはその両方かってところだろう……暫くそっとしておいてやったほうがあいつのためだ。ということで、アドミラ、膝枕をしてくれ――」

			「最初の命令がそれかい？」

			「最初の命令に乳枕でも俺は構わないんだよ」

			　アドミラの胸の上でなら気持ちよく眠れそうだ。

			「あたしが構うよ……好きにしな」

			　そう言って、アドミラは近くの岩に座った。

			「好きに乳枕にしてもいいのか？」

			「好きに膝の上に来なって言ってるんだよ」

			　まぁ、乳枕は今度でいいか。さっき散々揉んだしな、と思って俺は彼女の膝の上に飛び乗った。

			　あぁ、やっぱりムラサメの硬い足よりも気持ちいいな。これはいい夢を見られそうだ。
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			◆　◆　◆

			　

			　そして、俺は夢を見た。

			　そこはどこかの建物の地下のようだった。夢の中なので匂いはわからないが、苔むしたどんよりとした空間――清潔とはとてもではないが言い難い。少なくともある程度の収入のある人間が寝泊まりするような場所ではないはずだ。

			　とてもではないが、女の子の膝の上で見るような夢の景色ではない。

			　壁から伸びた鎖に繋がれた男と剣を持つ男がいる。鎖に繋がれた男は服を一枚も纏(まと)っていない。どうせ夢ならば男じゃなく女の裸を見せろと、普段の俺なら言いたくなるだろうが、何故か不思議とそんな気持ちにはならない。

			　剣を持つ男は聖騎士の姿をしていた。

			　鎖に繋がれた男は三十歳の痩せた男で、口の右下に大きなホクロがあり、全身には多くの発疹もある。聖騎士の姿は後ろ向きなのでよく見えない。

			「覚悟はいいか、司祭キラルク・パパランチ。貴様の罪は全て露見した。麻薬により市政に混乱を招いた罪、死しても償いきれるものではない」

			「待て、違う！　私は命じられたのだ――私に命じた者の名は――」

			「何を言っても無駄だ。既にその報告は受けている。ただの妄言としてな――そしてそのお方の名は罪人が軽々しく口に出していい名ではない」

			「嘘ではない、本当に――」

			「その発疹、長くてあと半年だそうだな。どうする？　嘘をつき続けるのと、この場で死を選ぶのと。貴様には病気の娘がいるそうじゃないか――貴様が嘘をつき続ければ――」

			「全て私がやった」

			「いい覚悟だ。書記官、記録したな」

			　聖騎士の姿をした男はそう言うと、もう何の躊(ちゆう)躇(ちよ)もしなかった。

			　剣は振り下ろされ、彼の首は血しぶきを浴びて地面に転がった。

			　

			　転がり落ちた彼の首が、俺を睨みつけていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……嫌な夢を見た……」

			　ったく、人が死ぬ夢なんざ見て何になるって言うんだよ。

			「人に膝枕させておいてその言い草はないだろ」

			「いや膝枕は最高だった。お前には今夜から俺専属の枕営業をさせてやろう」

			「させてもらわなくて結構だよ――」

			「ところで、アドミラ。キラルクって顔にホクロとかあったか？」

			　と俺が尋ねると、アドミラは小さく頷き、自分の口の右下を指さし、

			「ここにあったね」

			　と言った。夢の中で殺された男があったホクロの位置と同じだ。

			「じゃあ、キラルクのフルネームって知ってるか？」

			「あぁ。キラルク・パパランチって言うんだけど、それがどうかしたのかい？」

			　アドミラは何故俺がそんな質問をするのか意味がわからない様子だったが、俺はそれどころじゃない。

			　もう下手に予想するのはやめよう。

			　あれはきっと俺の前世の記憶だ。

			　なら、俺は一体誰なんだ？

			　キラルクか？　それともキラルクを殺した聖騎士か？　書記官か？　それとも別の――

			「……ま、誰でもいいか」

			　どうせ前世のことだ。あんまり深くかかわるのも面倒事しか生みそうにないし、放っておこう

			「まぁ、確かに今更どうでもいい話だね」

			　とアドミラは俺の独り言に対し、間違った解釈による返答をしたのだった。

			　

			　アドミラが仲間になったところで、俺は早速結界の解除にとりかかることにした。

			　まずはアドミラに迷宮を案内する。もちろん、俺はアドミラの頭の上に乗って。

			『ダンナ、また別の女の子連れ込んでるんですか？』

			『英雄色を好むからな。お前も好きに女を連れ込んでもいいんだぞ』

			『はは、ダンナも人が悪い。そんなことしたら、これからかかあになる女房にどやされますよ。あいつも子が成長するころには立派なクイーンアントに進化してやすからね』

			　そんな砕けた口調で言ってきたのは、キラーアント（♂）だった。真っ赤なフォルムの巨大蟻(あり)とは今はたまに酒を酌み交わす仲。もちろん、俺の目的はキラーアント（♀）の情報を引き出すためなのだが、こいつは自分がこの迷宮にはなくてはならない存在だから俺が引き抜こうと考えている……と思っているらしい。

			　おめでたいバカだ……が、当然、こいつは俺の軍門に下るつもりはないらしい。

			　たとえ雌主体の種族の体制に不満はあろうとも自分はキラーアント――母であるクイーンアントの命令は絶対なのだとか。

			　それでも、できるだけ敵対関係にならないようにクイーンアントには報告しておくとのこと。

			（……やっぱり定期的にクイーンアントに報告していたのか）

			　ベビースライムのうち食べきれない分をクイーンアントの元に定期的に運んでいた（もちろん、混(こん)沌(とん)迷宮への転移魔法が必要なのでシエルの協力のもと）のは定期報告も兼ねているのだろう。そのあたりは勘付くというよりは理解していた。

			　というより、定期報告してもらわなければ、こちらの戦力が増して簡単に制圧できる状況ではないことを知ってもらえないからな。

			　スポーンだけでもベビースライムを除けばゴーレムとゴブリンが生まれる。さらにリザードマンも順調に数を増やしているし、ムラサメひとりでもキラーアントの十や二十、いや百や二百は倒せるだろうが。

			『じゃあな。さぼってないで仕事をしろよ』

			　そんな内心は表には出さず、キラーアント（♂）に命令した。

			『いや、今日の分は掘り終えたので、これから家に帰って寝るところでさぁ。その前に、いっぱいどうです？』

			『わかってて言ってるんだろ。俺は今は酒より女だ。もうこいつは俺にメロメロだからな』

			『そうですよね、へへ、ではまた今度ご相伴にあずかりやす』

			　といってキラーアント（♂）は寝床へと向かった。

			「へぇ……意外とちゃんとボスやってるんだね。何喋(しやべ)ってるのかわからなかったけど、指示を出してたんだろ？」

			「当然だ。この迷宮は俺が中心になって動いているからな」

			　俺はそう言って、さらにアドミラを奥へと案内する。

			　途中、何匹かスポーンゴブリンとすれ違いつつ、

			「ここがリザードマンの出産部屋だ。それで、こっちがファーストチキンの養鶏場だな」

			「へぇ、養鶏場もあるのかい。そりゃ少し楽しみだよ。あたしが面倒見てもいいかい？」

			「ここの世話はゴブリンに頼んであるからな、そいつと相談しろ。俺はゴブリンの言葉はわからんから、交渉はシエルに任せろ」

			　ゴブリンの言葉は結構複雑だ。キラーアントの言葉よりも遥かに。

			　細かい発音の違いだけで、「朝飯は大盛りで頼む」が「朝からお盛んだな」になってしまうくらい難しい。

			　さらに歩くと、今度は集団で移動するベビースライムを見つけた。

			「これはタードの子かい？」

			「んなわけあるか。俺の迷宮の食料だよ」

			「なるほどね。そういえばムラサメは東国の出身なんだろ？　スライムベビーのサシミとか食べるのかい？」

			「いや、あいつはカタナだから飯は食べない」

			「あぁ、そうだったね」

			「……ところでサシミって俺も聞いたことがあるんだが、確か本来は生魚を火を通さずに生で食べる料理だったよな？　よくそんなもの食べられるよな。寄生虫とかヤバイだろ」

			「東国の人も根っこの部分が麻薬で、花粉に毒があると知っていながら花を食べるスライムに言われたくないだろうね」

			　なんて会話をしながら、俺たちはボス部屋にたどり着く。

			　ボス部屋ではゴーレムが三体、膝を抱えて鎮座していた。

			　一応留守番を頼んでいたが。

			　そして、いよいよボス部屋に到着。

			「ここが俺とシエルとムラサメの部屋だ」

			「部屋って……本棚しかないじゃないか。テーブルや食器棚、ベッドはないのかい？」

			「テーブルは基本地べた、食器類は本棚の上に置いている。ベッドって言われても俺はスライムだし、ムラサメはカタナだから鞘(さや)がベッドみたいなもんだし、シエルはシエルだからな」

			「……呆れた……よくもまぁ、そんな部屋にあたしを案内したもんだよ」

			「気に入らないか？」

			「いや、手入れのしがいがあるってもんだよ。いろいろと家具の用意もしないとね」

			　とアドミラは笑って言った。よし、やっぱりこいつは根っからのメイド気質だ。

			　仲間にして正解だな。

			「まぁ、少し待て。新しいボス部屋と俺たちの部屋はさっきのキラーアントに作らせているからな。家具の用意はそれからでもいいだろ――それより――起動《スタート》」

			　と俺はスクリーンを展開させた。

			　そして、迷宮管理の項目から、ダンジョン領域の拡張を選択。

			　いまや牛とシエルしかいない村をダンジョン領域に組み込んだ。

			　残りポイントは３８２ポイント……一気に減ったな。

			　そして、拡張した領域を確認すると、その項目があった。

			【罠：反射結界（残り二年三カ月）】

			　罠扱いでその反射結界が。

			「二年と三カ月……」

			「それだけ待てば何もしなくても結界は壊れていたってことか……」

			　まぁ、結界の作成者が死んでも尚残り続けているほうが本当は奇跡なのだが。

			　そして、俺はその反射結界の項目を触手を伸ばして触ると、

			【延長：１０００ポイント（ポイントが足りません）】

			【解除：０ポイント（ポイントは返却されません）】

			　の項目があった。

			　これはある意味予想外の出来事。

			　本当はダンジョンに組み込むことで、結界を維持・管理している魔道具か魔法陣の類を探す予定だったのだが、こうも簡単に解除できるとは。

			「結界が解けるのかい？　本当に？」

			「だろうな――じゃあ、解除するぞ」

			　俺はアドミラの返事を待たずに解除ボタンを押した。

			　こうして、アドミラを縛り続けた結界は、何の効果音もないまま砕け散った。

			　そして、俺はこうして村をひとつ、まるまる手に入れたのだった。

			　

			「もう結界がなくなったの？」

			「あぁ、綺麗さっぱりな――」

			「あたしを何年も苦しめた結界が、こうもあっけなく……これでも結界を壊せないかっていろいろとやってみたんだけど」

			　とアドミラは、素直に喜んでいいのかわからない複雑な心境になったようだ。

			「深く考えるだけバカだぞ。じゃあ、あいつらを迎えに行くか。一応、ムラサメをお目付役で置いてきて、遠くから見守っておけって伝えておいたから、あいつの不幸がどれだけだったか聞くのも楽しそうだ」

			　命に関わることじゃなかったら手助けするなって命令しているからな。

			「……なぁ、タード。なんでそんなにシエルにいじわるするんだい？」

			「ん？　クワメイドも悪戯されたいのか？」

			「たまにならいいけどね」

			　いいのかよ！

			　アドミラの奴、今、普通に素直な気持ちで言っただろ。

			　え？　こいつ、もしかしてドＭなのか？

			　んー、ドＭメイド、それはそれでいいかもしれん。

			「別にいじめられるのが好きってわけじゃないよ！　ただ、たまに構ってくれるならそれでもいいかって思っただけなんだからな」

			「それ、ツンデレになってるようでツンデレになってないぞ。キャラ設定くらいきっちり守れ」

			「キャラ設定って。でも、まぁタードになら正直に言うけど――」

			「ツンデレなら正直に言うなよ」

			「あたしに何をさせたいんだよ……じゃあ、なんて言えばいいんだ？」

			「基本は、『別に～だからね』『ただ～なんだから』だ。さっきお前が言ってただろ」

			「あたしの口癖がツンデレの標語だったなんて……」

			「ちなみに、『別に～だからね』で本心を否定して『ただ～なんだから』が下手な言い訳だ。じゃあやってみろ」

			「あ……あぁ。別にタードのことをあたしを救いに来てくれた王子様だなんて思ってないんだからな。ただのスライムにしか見てないんだから……へぇ、確かにこれだとなかなか口に出せないことを素直に……タード、どうした？　顔が赤いよ？」

			「いや、お前って、実はかなり天然も入っているんだって思っただけだ」

			　こいつ、マジで俺のことを王子様だなんて思ってたのかよ。

			　チョロいヒロイン――チョロインすぎないか？　チョロいヒロインのニンフで、チョッロインフだな。

			　たかが、数年囚われていた牢獄のような場所から救い出しただけだろうに。

			　しかもこっちはスライムだぞ？

			　俺がスライムの雌に命を救われたら惚れるか？

			　惚れるわけがない。だって、スライムだぞ！

			　なのになんだよ、こいつは――

			「天然？　何か間違えていたか？　もう一度やってみるよ。別に、あたしはタードのために働けることに喜びを感じていないんだからな。ただ、掃除が好きなだけなんだから」

			「お前はもうツンデレじゃなくドロデレだよ」

			「ドロデレ？」

			「いいから喋(しやべ)るな――」

			　俺は恥ずかしがっているが、もしかしたら、これは全部アドミラの作戦――ということもありうる。うん、そうだ。普通に考えて俺に惚れるだなんて――

			　振り返ってみると、アドミラは顔を真っ赤にさせていた。

			「なんでお前まで顔が赤くなってるんだ？」

			「いや、それは……あぁ、そうだ。別にタードの部屋でふたりきりだと今更気付いて自然にこうなったんじゃないんだからな――ただ疲れた……ってタード、大丈夫かい？」

			「俺を頭に乗せて早く村に戻るぞ」

			「あぁ、そうだな」

			　とアドミラは俺を頭に乗せると、嬉しそうに迷宮の外へと向かった。

			　それは結界が解けたから嬉しいのか、俺を頭に乗せることができて嬉しいのか、どちらかわからないし、どちらか聞こうとも思わなかった。

			　

			　結果的に言えば、俺たちは村の中に労せず入ることができた。

			　結界はやはり綺麗さっぱりなくなっている。

			「通れた……本当に……」

			「本当に決まってるだろ」

			　と歩いていくと、途中、大きく地面が揺れた。

			「地震か……珍しいな。このあたりには地震なんて滅多にないはずなんだが」

			　立っていられないほどではないが、屋敷や家の家具とかは倒れているかもしれない。

			　あの美味いワインが割れていないか心配だ。

			「あたしも、五十年以上前に、森でひとり住んでいるときに体感して以来だよ」

			「ご主人様、お待ちしておりました」

			「おぉ、ムラサメ。ご苦労。シエルはどうだ？」

			「いま、牛乳の飲みすぎでトイレにこもっています。ただ、トイレットペーパーが切れているようで、トイレから出るに出られないようで――」

			「そのうち手で拭いて出てくるんじゃないか？」

			「そんなことしないわよっ！　というか、ムラサメ、見ていたのならトイレットペーパー取ってくれてもよかったじゃない！」

			　いきなりシエルが現れた。

			　ということは、こいつ――

			「お前、拭かずにトイレから出たのか？」

			「魔法で浄化したわよっ！　生活魔法に体を綺麗にする魔法があるから――お腹が痛くてすっかり忘れていたけど――それより、結界は解けたようね。どうやったの？」

			　シエルに尋ねられ、俺は全てをシエルに話すことにした。

			　ただ、立ち話もなんだからと、俺はアドミラに屋敷に向かわせる。

			「例の美味いスープ、作れるか？」

			「二十分ほどあればね」

			「じゃあ、頼む。パンも一緒にな」

			　と俺が話していると、

			「例の美味いスープ!?　何それ!?」

			「と当然のようにシエルが食いついた」

			　ムラサメは飲めないからあまり興味はないようだ。

			「俺とアドミラの分だけでいいよ。シエルはお預けだ」

			「そんな――アドミラからも何か言ってよ！」

			「別に二人前も三人前も用意する手間は変わらないからね。それに、あたしの料理を食べたシエルの顔も見てみたい」

			　とアドミラはツンデレではなく普通の口調で言った。

			　ツンデレは好きな相手にしか発動されない、うん、それは王道だ。

			　

			　そして、俺は食堂でシエルに事のあらましを説明。

			　アドミラが仲間になったことには少し驚いていたようだ。そして――

			「スープができたよ」

			　と三人前のスープを置き、ムラサメを除いた三人で食べることに。

			「相変わらず美味いな」

			「べ、別にあんたのことを想って作ったんじゃないんだからな。ただ、普通に美味しいスープを作っただけなんだから」

			「タード、本当に仲間になってるの？　随分嫌われているようだけど」

			「うるせぇ――それよりお前はスープを飲まないのか？」

			　シエルはいまだにスープを食べようとしない。

			　まだお腹がいたいのか？

			「ううん、ちょっとあまりにもいい匂いだから、まずはその匂いでお腹を満たしているのよ。もう匂いだけで美味しいってことはわかるから、いきなりこんな美味しいものを食べたらお腹を壊すわよ」

			「お前の腹痛の原因は牛乳だろうが」

			　と俺はツッコミを入れると、今度はアドミラを見た。

			「アドミラ？　どうした、お前も匙(さじ)が進んでいないようだが？」

			「ちょっとね。このスープ、キラルクも美味しいって飲んでいてくれたけど、あれは本当だったのかなって思ってさ。結局、全部嘘だったわけだろ？」

			「全部嘘ってことはないだろ。少なくとも戦争は本当にあったわけだしな――」

			「そうだね、でも村を守りたいってのは嘘だった。きっと、マレイル十三世がここで地竜の卵を埋めて孵化させようとしているのも嘘だったんだろうね」

			「地竜の卵を？」

			　初耳の情報に、俺は眉をひそめた。眉なんてないけど。

			　地竜――肥沃な大地でのみその卵が孵り、その地を支配するという四大魔竜の一角。

			　火を司る炎竜、水を司る海竜、風を司る嵐竜、そして土を司る地竜。

			　その地竜の卵を埋める？

			　

			　そのとき、俺が感じたのは、大きな違和感と、そしてその結論。

			「まさか――」

			　と思ったとき、再度地面が大きく揺れた。

			　先ほどよりも遥か大きな揺れに、

			　

			「きゃぁぁぁっ！　私のスープが全部こぼれたっ！　まだ一口も飲んでなかったのに！」

			　シエルが大騒ぎしていたが、それどころではない。

			　この地震の原因が自然災害ではなく、地中から来る何かが原因だとしたら!?

			「シエル、敵探知(エネミーサーチ)の魔法！」

			「ちょっと待って、タード！　私のスープが大変なのよっ！」

			　と床のカーペットに吸い込まれていくスープをなんとかしようとしているシエルに対し、俺は怒鳴りつけた。

			「早くしろっ！」

			「わ、わかったわ。わが宿敵、ここに示せ！　敵探知(エネミーサーチ)っ！」

			　とシエルがそう魔法を唱えて床に手を置いた。

			　当然、その床には先ほどまでのスープがしっかりとしみこんでいる絨毯で、

			「私ってやっぱり不幸」

			　と涙を流していたが、その涙がぴたりと止まる。

			「うそっ……なにこれ」

			　シエルの顔が青ざめた。

			「いたかっ！」

			「私たちを除けば、反応はひとつ。地下深くから……その種族名は――」

			「地竜――地平を喰らう竜(アースイータードラゴン)だろ」

			「歴史上では七百年前、東のキーラポッカって小さな国に生まれた竜よね……確か、そのときは国が滅んだって言われてるけど」

			「さすが、詳しいな、シエルは――」

			「ちょっと待てよ、タード！　地竜って、一体誰が埋めたのさ――まさか――」

			「まず、間違いなくキラルクだろうな。村人が死んだのを見計らってから、お前の目を盗んでこっそり埋めたんだろ――もっと早く気付くべきだった。麻薬を栽培させて売りさばくような小悪党が、こんな村全体を囲うような強大な結界を展開できる違和感にな……大方、この話には裏の――おそらく教会側の目的が隠されている……二年三カ月後か……くそっ」

			「タード、何か知ってるの？」

			「二年後、教皇が死ぬ」

			「……え？」

			「それから一年後、新しい教皇を決める会議が行われるんだ。信者の投票や功績を元にした会議だ。俺の予想じゃ、司教の誰かが手柄欲しさにこの地に伝説の竜を蘇らせようとしたんだろ。その竜の退治に成功したら間違いなく歴史に名を遺す偉業だからな。どうせ失敗したら失敗したで別の司教のせいにでもしようと思ってるんだろうが……あそこの上層部はとことん腐りきってるからな」

			「待ってよ、タード！　二年後教皇が死ぬって、どういうことよっ！」

			「うるせぇっ！　俺が知るかっ！」

			「タードが知らなくて誰が知るのよっ！」

			　知らないものは仕方ないだろ。記憶喪失前の俺が何者だったのかなんてそんなの知るか。

			　なんで俺が教皇の死ぬ未来なんて知っているんだよ。本当にわけがわからん！

			「それより、早く逃げるぞ！　あんなもんに構ってたら命がいくつあっても足りない。おそらく地竜はかなり前から生まれていたんだ。そして、地上に上がろうとしていた……が上がれなかった。結界があったせいで」

			　結界はどうやら地下にも展開されていた。

			　上がろうとすれば下がってしまう。

			　地竜は何年もの間、地面の下に閉じ込められていた。

			「結界のせいで上に上がれないなら、一度横に進んでから上がればよかったんじゃないか？」

			　アドミラが尋ねた。

			　それはもっともな理由だ。地中で過ごす蝉の幼虫だって、羽化の前に地上に向かった先が煉瓦で敷き詰められていたら別の場所から出ようとする。

			「そうできなかった理由でもあるんだろうさ……問題は地竜――地平を喰らう竜(アースイータードラゴン)が地上に上がってくるってことだ。シエル、お前の計算だとどのくらいで地上に出る？」

			「速度はそれほどないわ……今のままだと……一時間ってところかしら」

			「一時間。金目のものを全部持って迷宮に逃げるには十分か。あいつも適当に地上で大暴れしたら、そのうちどこかにいっちまうだろう。一応、ゴブリンたちも迷宮の中に避難させてやるか」

			「待ってよ、それじゃこの村が――」

			「潰れる。諦めろ」

			「……悪いが諦められないよ。タード、シエル、ムラサメ、三人は避難しな。あたしはここに残る」

			「命令だ、一緒に避難しろっ！」

			　俺は強権を発動させた。

			　ボスモンスターの命令には配下の魔物は絶対に従わなければいけない。

			　だが――

			「ぐっ……避難しねぇっ！」

			　アドミラは歯を食いしばり、一歩も動こうとしない。

			「なっ、どういうことだ、シエルっ！　ボスモンスターの命令は絶対じゃないのか？」

			「命令は絶対よ！　命令を違反すれば激しい激痛が伴い、弱い魔物だと死に至る！」

			　ってことはなにか？

			　アドミラの奴、苦痛に耐えながらこの村に留まろうとしてるのか？

			「……アドミラ、避難するんだっ！　お前ひとり残ったところで村が救われるわけないだろっ！」

			　俺が叫ぶが、アドミラは首を横に振った。

			「……悪いね、タード。これもニンフの性ってやつでさ。あたしは一度、この空間が好きになっちまったのさ。ここを見捨てることはできないよ」

			　こうなったら、気を失わせてでも連れて行くか……そう思ったら、今まで黙っていたムラサメが俺とアドミラの間に入った。

			「ご主人様――私も彼女の意見に賛成です。戦わずして逃げるのは武士の恥――私の剣とアドミラの魔術、そしてシエルさんの補助とご主人様の智略――それらを全て合わせれば地竜にも届く可能性はあると思います」

			「無茶よ、ムラサメ！　今回ばかりは私はタードに賛成よ。村が壊れても復興の手伝いはするから」

			「……アドミラ、命令を解除する。ムラサメもだ。勝手に死にやがれ。俺は知らん」

			　と俺はシエルの頭の上に飛び乗り、

			「ワインは勝手に持っていくぞ。シエル、ワインセラーに向かえ」

			「タード、でも……」

			「命令だ」

			「……わかったわよ」

			　シエルは後ろ髪を引かれたように、一度後ろを振り向いたが、そのまま俺の案内で倉庫へと向かった。

			　

			　ワインセラーでは、幸いワインは一本も割れずに無事に残っていた。

			「これとこれ、あとこれだな。持っていけ、一本10万シールは下らない品だ」

			「一本10万っ!?　なんで葡萄を潰して発酵させただけの飲み物がそんなに高いのよ」

			「もっと高いのは一本１００万とか２００万とかするぞ。落とすなよ」

			「もちろん、命に代えても落とさないわよ」

			　とシエルがまるで赤ん坊を抱えるようにワインを抱える。

			「……ねぇ、タード。アドミラのことだけど」

			「作戦なんてねぇよ。今の段階じゃ明らかにこっちの実力不足だ――唯一救いがあるとすればこっちがダンジョンの魔物で、一つ飛ばし、二つ飛ばしで成長できるってことだろ」

			　と俺はワインを見て言った。

			　くそっ、今すぐ飲み干したい名酒揃いだが仕方ねぇ。

			「全部、ポイントに変換して、とっとと強化するぞ」

			「タード、それじゃあ――」

			「せっかく手に入れたメイドをこの俺が簡単に手放すわけにはいかないだろっ！　当然、俺の命令を無視したバカたちには後できっついお仕置きコースだからな」

			「バカはどっちよ――仕方ないわね、それじゃあ私も――」

			「当然、お前は最初から数に入ってるよ。俺が戦うんだ、当然だろ」

			「そんな、私もちょっとカッコつけたいのに」

			「そんなにカッコつけたければ、地竜を倒したときの決め台詞、お前に言わせてやるよっ！　今のうちに考えておくんだな」

			「う、うん――わかったわっ！」

			　とシエルは大量のワインを抱きかかえたまま頷いたのだった。

			　

			　ワインの他に、倉庫に残っていたガラクタも全てシエルの収納魔法により異空間に詰め込み、倉庫の中に混(こん)沌(とん)迷宮、混(こん)沌(とん)の町前に通じる転移ゲートを作成。

			　そしてダッシュで買い取り屋に向かう。

			　結局、美味しいワインをほとんど飲めないまま売り払うことに。

			　シエルは収納魔法から取り出したワインやガラクタの品を買い取りカウンターの上に並べると、とっとと別の目的のために店を出た。

			　俺ひとり残される。

			「ほぉ、見事なワインだな。全部合わせて」

			　といつもの買い取りのドワーフのおっさんが俺が持ってきたワインを見て、

			「３５００ポイントだな」

			　と即座にその額を算出した。

			「安すぎるだろ。これとこれとこれなんて、買おうと思えば１０万シールは下らないワインだろうが！」

			　こっちは一本２０００ポイント以上で買い取ってくれるつもりでいるんだが、ドワーフは首を縦に振らなかった。

			「生憎だがワインを売る場合はいろいろと厄介でな。保存状態や中身の鑑定書作成にポイントがかかる。こっちも商売だ、いい加減な物を売ることはできないんでな。一本８００ポイント、三本で２４００ポイント。残りのワインは安物だし、残りの全部含めて３５００ポイントだ。嫌ならオークションに持っていきな。時間はかかるが、お前の期待する額には近付くと思うぞ。特にワインは好事家も多い」

			「……１万にしろ……時間がない、こっちは命がかかってる」

			「無茶言うな。嫌なら他に行きな」

			「これから地竜と戦う」

			　と俺が言うと、おっさんは眉をひそめた。

			「地竜を倒してその素材を俺に渡すのか？　お前は知らないかもしれないが――」

			　とおっさんが言い終わる前に、俺は触手を伸ばし――超硬化と自切により自分の体を切り離した。

			　超硬化された俺の体の塊が落ちる。

			「おっさん、これをどう見る？」

			「……スライムの体――にしちゃ、えれぇ硬いな……鉄にも劣らねぇ」

			「うちの剣士は鋼鉄でも斬れるって言ってる。にもかかわらず、これは斬れないらしい。強度はどれほどのものだかはわからないが、少なくとも世間に出回っていない未知の素材だ」

			「たかがスライムの体に未知の素材……ふん、口だけは達者だな。本来、口のないはずのスライムに口を付けるとこうもうるさいとはな。だが、確かにこれは――」

			　とおっさんはルーペを取り出し、俺の自切したパーツを凝視する。

			　さらに俺はまくし立てる。

			「早くしてくれ、時間がない！」

			　俺が叫ぶと、おっさんはこっちを見て、

			「……５０００ポイントだ」

			　と言った。ぐっ、５０００だと予定の半分にしかならない。

			　それでいけるのか？　自切を繰り返してもっと俺の体を削るか？

			「残りの５０００ポイントはワシが個人的に貸してやる。それで１００００ポイントになるだろ」

			「本当か？」

			「お前が地竜と戦うってのなら、十中八九お前は死ぬだろうがな、死んだらこの素材の値段は跳ね上がる。ワシは損はしない」

			「助かる！」

			「ふん――勘違いするな。ワシはただ正当な評価を下しただけだ」

			　おっさんのツンデレなんて誰も喜ばないぞ――そう思いながら、俺は素直におっさんに感謝の言葉を述べ、店を出た。

			　ただ、俺の体の素材を提供したのは本当に誤算だな。あれは間違いなくうちの迷宮の切り札になるから、いざというときまでは流出させたくなかったのだが……まぁ、あのおっさんもそれをわかってポイントを付けた節もある。それに死んだら元も子もないからな。

			　外には既にシエルが待っていた。

			「シエル、交渉はまとまった！　倉庫に戻るぞ！」

			　俺はシエルの頭に飛び乗る。

			「わかったわ」

			　シエルはそう頷いて走り出す。自分に補助魔法をかけているので、かなりのスピードだ。

			「ところで、タード。さっき、タードの交渉中に送った手紙だけど、あれって」

			「今は余計なことは考えるなっ！　急いで戻るぞ」

			　そう急かし、俺たちは町の外に出ると、混(こん)沌(とん)迷宮転移魔法により、アドミラたちのいる屋敷に戻った。

			　

			　そして、シエルに敵探知の魔法を使わせ、地竜とアドミラたちの現在地を確認。

			　地竜はあと二十分くらいで地上に出てくる。

			　アドミラたちはまだ食堂にいるという。

			　とそのとき、地面が大きく揺れた。

			「ちっ、だんだん揺れが大きくなってきやがる。固い岩盤でも砕いてやがるのか」

			「それだと、終わった後に穴を塞ぐのが大変そうね」

			「ちょうどいい、地竜が出てきた穴にダンジョン支部でも作るか。村の中にダンジョンがあったほうが冒険者も集めやすいだろうしな。階段とか設置するのは面倒そうだが」

			「それもいいわね――どうせ地竜を倒せば何万ポイントも入ってくるんでしょ？　それならそのポイントで手入れをしたらいいじゃない」

			「お、シエルにしては贅沢でいて現実的な案だな」

			　俺はほくそ笑む。もっとも、地竜を倒しても全部俺たちがポイントを総取りできるとは限らないんだけどな。

			　と、体の下が震えている。地震がまだ続いているのか？

			　と思っていたら違った。シエルが震えているのだ。

			「……私たち、勝てる……わよね」

			　シエルが消え入りそうな声で言った。

			「当然だ、最弱の種族であり最強の俺がいるんだからな」

			　と俺が言ったときだった。扉が開いた。

			「それにあたしたちもいる……タード、この時間にここに戻ってきてくれたってことは、戦ってくれるってことでいいんだよな？」

			「ご主人様なら必ずいらしてくれると信じていました」

			「なんで信じていたんだ？」

			「そんなの、ムラサメじゃなくても私だってわかるわよ」

			　

			　シエルは先ほどまでの震えが嘘のように消え、俺のようにニヤリと笑みを浮かべて言った。

			「だって、タードもツンデレでしょ？」

			「ええ、ご主人様は立派なツンデレです」

			「へぇ、タードもツンデレなんだ。お揃いだな。別にお揃いだって嬉しくないからな」

			　……こいつらは。

			「お前ら、この戦いが終わったら全員覚悟してろよっ！」

			「覚悟するのはいいけど、タード。何か作戦はあるの？」

			「当然だ」

			　と俺は頷くと、

			「起動(スタート)」

			　とスクリーンを展開させ、ポイントによる道具購入を選ぶ。

			「前にダンジョンバトルで紙風船を利用したからな――今度はこっちを利用してみる」

			　と俺が購入したのは――

			「……スライムバルーン？　干からびたガムスライムよね、それ。子供の玩具として有名な。それを何に使うの？」

			　そう、干からびたガムスライムの死体。

			　それはシエルの言う通り、空気を入れることで膨らみ、子供の玩具として使われることが多い。

			　かつては空気より軽い気体――水素を中に入れて魔法を使わずに空を飛ぶというバカみたいなことに使おうとした人がいたが、太陽の熱により着火、大爆発を起こすという事件があってその計画は白紙になったこともある。

			　もちろん、これを使って空を飛んで逃げる――なんていう計画じゃない。

			「まぁ、簡単に言えば――玉当てだな」

			　

			　地竜がいつ出てきてもおかしくない状況のため、俺たちは一度屋敷の外に移動。

			　少しでも時間を稼げるように、シエルの土魔法により地面を岩や煉瓦――いや、岩盤のように硬化させた。厚さは約一メートル、範囲は広場全体だ。

			　

			　そして、俺はスクリーンを展開させ、最後の強化を行うことにした。

			「タード、大丈夫？」

			　俺の息が荒いことに気付いたのか、俺を乗せて移動したシエルが心配そうに尋ねた。

			「ちょっと風船を膨らませるために頑張ったからな……酸欠気味だ。大丈夫、自切よりはマシだ。すぐによくなるよ。お前こそ魔力は残ってるのか？」

			「……そう、ならいいんだけど。うん、ふたりを強化するだけの魔力は残してあるわよ」

			「さて、まずはムラサメの強化だ。ムラサメの魔力を５０００ポイントまで使って強化する」

			「ご主人様の期待に応えられるよう、私の剣術をもって地竜を必ずや――」

			「ムラサメ、お前はいろいろと勘違いしているかもしれないが、お前の剣術はまだまだマーレの足元にも及ばん。お前はもっと自分の持ち味を考えろ」

			「……と申しますと？」

			　出鼻をくじかれた形となったムラサメは一瞬自分が何を言われているのかわからないようだった。

			「お前の体はマヤカシだ。マヤカシならマヤカシにしかできないことがある。それが本来のお前の持ち味だ。剣に拘るお前のまっすぐな姿勢は嫌いじゃないが、今回の敵は正攻法で勝てる敵じゃないってことを忘れるな」

			　俺が言うと、ムラサメは頷きもせず考え込むように俯いた。

			　こんな戦い間近で言うことではないが、こういう極限の戦いの中でこそ発揮される成長もある。そして、そういう戦い方は口で言ったところでわからないものだからな。

			　俺は展開させたスクリーンでムラサメの強化を行った。

			「次にアドミラの魔力も強化する――地竜の弱点は水だ。お前の水の力は期待できる反面、さっきバカみたいに魔力を使っちまったからな。ったく、余計なことをしてくれたよ」

			「……すまん」

			「お前らのバカはこっちにとっては最初から計算のうちだ。だが、さっきも言ったがアドミラの水魔法は最終兵器として使う。そうだな、最低三発、水魔法を使えるくらいの魔力は残しておけ」

			「わかった」

			「タード、私の強化は？」

			「お前の強化はしない。お前は直接戦わない補助要員だからな。前線で戦うこいつらを優先するのは当然だろ」

			「そうね……わかったわ」

			　と頷いたところで、さらに大きく揺れた。さっきまでの縦揺れではなく、横に揺れる。

			　これは地竜がかなり地表近くまで来ている証拠だ。

			　俺は急いでアドミラの魔力を強化した。

			「じゃあ、お前ら。作戦はいいな――シエル！」

			　俺はシエルに命令し、収納魔法でしまっていたスライムバルーン二十個を地面に出させた。

			　次に魔力強化(マジツクアツプ)の魔法で、シエルとムラサメの魔力を強化させる。

			　最後に――

			「分身(ダブル)！」

			　シエルの魔法により、ムラサメの体がふたつになる。

			　そして、ふたりのムラサメとアドミラがスライムバルーンを持ち上げたところで――

			　

			「来るぞっ！」

			　

			　地面が盛り上がった。そして、その地面から現れたのは長い鼻先――そして長い爪の生えた前足。

			　シエルの土魔法により硬化された土をものともせずにその茶色い鱗のついた前足が姿を現す。

			　口が現れた直後に攻撃命令を出す――そう思った瞬間、そいつは顔を出す前に飛んだ。

			　まるで地上に出られたことを歓喜するように、十メートル近い高さまで飛び、着地。

			　大きく地面が揺れ、その全身が現れる。

			　全長五メートルはある巨大な竜。

			　鼻が長く、爪が長い。翼はなく、茶色い鱗の生えたそのフォルムは一般的にイメージされるドラゴンよりも、どちらかといえばモグラに近い。

			「全員、攻撃っ！」

			　警戒するべきは凶暴な牙の見える口、長い爪のある前足、そして尻尾。

			　逆に言えば、地竜の伝承には、ブレスを放ったとか、魔術を使ったという話は残っていない。恐るべきは圧倒的なパワーだ。

			　俺の命令でムラサメとアドミラが、俺が作ったスライムバルーンを投げた。

			　目がけたのは地竜の口――だが、その尻尾が投げたスライムバルーンを薙ぎ払うようにし、さらにその尻尾が脇の民家に激突。

			　民家は壁が崩れたとかそういうレベルじゃない、土台ごと持っていかれた。

			　その圧倒的なパワーにぞっとしたが、俺はにやりと笑った。

			　

			　何故なら、その瓦礫が地竜の尻尾にくっついて離れなかったから。

			　さらにそのしっぽが地面に着くと、今度は尻尾が地面から離れなくなる。シエルの土魔法により硬化させた、もはや岩盤ともいえるその土にくっついてるんだ、当然簡単に外せるわけがない。

			「どうだ、バカ地竜！　俺の接着粘液入りバルーンはお気に召したかっ！」

			　その尻尾が恐ろしいのなら、尻尾を地面にくっつければいい。

			　その牙が恐ろしいのなら、口を開かなくさせればいい。

			　その爪が恐ろしいのなら、手を動けなくすればいい。

			　その圧倒的なパワーが恐ろしいのなら、そのパワーを封じればいい。

			「相変わらずタードの作戦は鬼畜ね――でもこれなら確かにいけそうよ」

			　シエルが少し安心したように言った。

			　今もムラサメは回り込み、スライムバルーンを二個、地竜の口へと放つ。

			　それをかみ砕いた地竜の口はもう開かない。

			　さらにアドミラとムラサメが残りのバルーンを全部、地竜の前足や後ろ足に投げた。いくつかは外れたが、それでももう十分だった。

			　爪で打ち払っても風船は簡単に割れ、地竜の前足にくっつく。後ろ足近くで割れた接着粘液は、地竜が僅かにでも動けばくっつくだろう。

			　これで相手の動きは完全に封じた。

			　

			　これで、相手の機動性はゼロ！

			「お前ら、総攻撃だっ！」

			　と俺が言うと、ムラサメがまず動いた。

			　そのカタナで地竜の背に斬撃を加える。が――

			「鱗が硬い」

			　その一撃はいとも簡単に弾かれてしまった。

			「それなら――」

			　ふたりのムラサメは地竜の背を駆け上り、まずはひとりがその右目を突き刺した。

			　もうひとりが左目を突き刺そうかというところで、地竜は体を大きく揺さぶり、ムラサメを払い落とした。

			　そこに、

			「裁きの大洪水(グレードフラードウ)」

			　アドミラの放った激しい水が地竜を襲った。

			　

			　そして、水は動けない地竜を飲み込むと、勢いを残したまま、奥の森の木々をなぎ倒していく。威力は落ちているが、それでもかなり強力だ。

			「タード、倒せたの？」

			　とシエルが言った。

			　だが――水がなくなり、そこには地竜がまだ残っていた。

			　鋭い目つきの左目はムラサメを見据えると、全身に力を込めた。

			　すると――

			「やっぱり一筋縄ではいかないか――シエルの魔法で固まっている地面をひっぺがしやがった」

			　前足には大量の土砂をくっつけ、尻尾には土砂に加え民家の瓦礫までくっついたままだが――それでも地竜は自由になった。

			　と思うと同時に、そのしっぽが一番近くにいたムラサメの体を薙ぎ払った。

			　一瞬にして彼女の体は大きく吹き飛ばされ、屋敷の壁に激突――刀もろとも消滅した。

			　あっちは分身のほうか……だが、分身が消えてもダメージは残る。

			　もうひとりのムラサメがその場に蹲った。刀に罅でも入ったのかもしれない。

			「くっ、プランその２、ゲームスタートだっ！」

			　俺がそう叫んだと同時に、村の三方に転移ゲートが出現した。

			　

			　そして、その転移ゲートから彼女たちは現れる。

			　ダンジョンフェアリーであるニキティス、リッシュ、シルエッタ。

			　そしてボスモンスターのマーレ、アレキサンダー、レイ。

			「四人のダンジョンフェアリーと四人のダンジョンボスの揃い踏み――さぁ、地竜。第二ラウンド始めようぜ」

			　と言いながら内心で「俺は戦うつもりはないけどな」と付け加えた。

			　

			「オーッホッホッホッ、やはり、わたくしがいないとダメなようですわね、バス・タード！」

			　高笑いして登場したニキティスは俺に歩み寄ると、見下すようにしてそう宣言した。

			「ニキちゃん、来てくれたのね。ありがとう」

			　とシエルが言ったので、ニキティスはセンスを取り出して顔を隠し――

			「これはただのダンジョンバトルですし、報酬はしっかり貰います。あなたのためではありませんわ」

			　

			　そう、今回のこれはダンジョンバトル。

			　

			　ルールはこうだ。

			・地竜にとどめをさしたものが勝ち。

			・試合開始の合図は、タードが「ゲームスタート」と言った瞬間。

			・試合終了は、地竜が死ぬか、タードが「ゲームエンド」と言った瞬間。

			・地竜が死なないままゲームが終わったときは引き分けとする。

			・地竜がダンジョンエリア内で死んだ場合、ゲームの終了前、終了後にかかわらず参加者全員にポイントを均等に分配する。

			・参加者はいつでも転移ゲートより逃亡できるものとする。

			　

			　というもの。

			　そのダンジョンバトルの参加表と、現状を綴った手紙を速達で送った。シエルが言うには速達で送った場合、代金は二倍かかるが転移の魔法により一瞬で宛先に届くらしいからな。

			　実質の援軍要請に、ダンジョンバトルを利用したわけだ。

			　

			「でも、援軍を頼みはしたが、ダンジョンフェアリーであるお前らまで来る必要はなかったんだぞ？」

			　と俺はニキティス、リッシュ、シルエッタに言った。

			「一応、私たちもフォローはできるからね。特に私は罠を作成する魔法が得意で、シルエッタは回復魔法が得意だからさ」

			「うん、回復は任せて――あのムラサメちゃんの治療はもう終わらせたから」

			　とシルエッタが言った。

			　本当だ、いつの間にかムラサメの体は回復し、マーレとともに戦っている。

			「と言っても、地竜――地平を喰らう竜(アースイータードラゴン)相手だと、私たちの力がどれだけ役に立つかわからないけどね」

			「そんなことありませんわ。わたくしとマーレがいたら余裕ですわよ」

			「アレキサンダーもやる気は出ているみたいだけどね」

			「うむ」

			「レイちゃんは援護はするって言ってたよ」

			　と言った直後、空を舞うレイの虹色の羽が空から風に乗って降り注ぎ、地竜の鱗の隙間へと降り注いだ。鱗の隙間から流れる血――

			　忌々しく空を見上げる地竜はその前足を上げた――そのときだった。

			　アレキサンダーがいつの間にか地竜の前に回り込んでいて、鱗のない腹に斬りかかるのかと思いきや、突如爆発した。

			「……は？」

			　思わず俺はそんな声をあげてしまったが、爆風で地竜は大きくバランスを崩した。

			「アレキサンダーの表面には爆破用のトラップ魔法陣を大量に仕込んでいるんだよ。それと同時に、爆発耐性をメインに強化したからね！」

			　とリッシュがとても嬉しそうに言った。

			　爆発するリビングメイルか、ある意味敵に回したら厄介かもしれない。

			　そして、バランスを崩した地竜の背に、ムラサメとマーレが斬りかかる。

			　マーレの奴、さらに速度が増しているな。的確に鱗の薄い場所を狙っている。

			　だが、それでもふたりの刃は地竜に大きなダメージを与えられずにいた。

			「シエル、ニキティス、リッシュ、シルエッタ！　四人に頼みがある！」

			　と俺は四人にこれからの作戦を伝えた。

			　四人は黙って俺の話を聞くと、

			「タードにしては正攻法な作戦ね」

			「わたくしひとりでも余裕ですわ」

			「ひとりで余裕なら、四人がかりで失敗するわけにはいかないな」

			「頑張ろうね、みんな」

			　シエル、ニキティス、リッシュ、シルエッタの四人はそう言って俺の作戦に賛同。

			　持ち場に移動した。

			　シエルの頭から飛び降りた俺は、二本の触手を足のように使って移動し、水魔法を放つタイミングを見計らっていたアドミラの頭の上に飛び乗った。

			「アドミラ、さっきの水魔法、三発撃てるだけの魔力は残っているな」

			「あぁ、残ってるよっ！　どのタイミングで使えばいい？」

			「シエルは正攻法だと言っていたが、正攻法だと勝てないからな――アドミラ。手を前に掲げろ」

			「前？　こうかい？」

			「そうだ――」

			　とアドミラが手を前に出すと、俺は大きく口を開き、その両手を口の中に入れた。

			「アドミラ、そのまま手を地竜の方に向け、水魔法を三回唱えろ！」

			　俺は口を使わずに叫んだ。

			　俺の口は元々はシエルが作った紙で、それがなくても喋(しやべ)ることはできるからな。

			「三回!?　一体、どういう」

			「いいから早くしろ！　お前の手も溶けちまうぞ！」

			「わかったっ！」

			　アドミラは水魔法を唱えた。

			　その間も地竜とムラサメたちの戦いは続いている。

			　

			　戦いは明らかに劣勢。

			　アレキサンダーの爆発にも耐える地竜の防御力は並みじゃない。

			　唯一ダメージらしいダメージは左目の傷くらいだが、もう既に治りかけている。

			　そして、ムラサメとマーレの剣の刃はやはり届かない。

			　と、地竜が土砂が着いたままの前足を大きく振るった。

			　マーレは大きく上に跳んで躱したが、ムラサメは間に合わず、こちらに吹き飛ばされてきた。

			「大丈夫か、ムラサメっ！」

			　俺が叫ぶが、返事がない。

			　だが、マヤカシの体があるということはまだ生きているということだ。

			　彼女が本当に死ねば、残るのは折れたカタナだけだろうから。

			　そして、アドミラは水魔法の詠唱を終えた。

			「魔法を放てっ！」

			　俺の命令に、アドミラは従う。

			「裁きの大洪水(グレードフラードウ)！」

			　その叫びに――だが魔法が発動しない。

			「え？　どうして」

			「いい！　これでいいんだ、もう一度最初からだ」

			　魔法が発動しない。

			　ということは、二度、三度と繰り返せば魔法が融合される可能性が高い。

			　これは初めての試み、ギャンブルでしかないが、分の悪い賭けじゃない。少なくとも、地竜に勝とうって言うんだから、この程度の賭けに勝たなくてなんとする。

			　そう思ったとき、地竜と目が合った。

			　やばい、あいつ俺とアドミラに気付いた。

			　地竜は尻尾についた瓦礫を大きく揺らしながら、こちらに走ってくる。空から降り注ぐレイの羽をもろともせずに。

			　やばい、魔法が間に合わない。

			　

			　そのときだった――

			　

			　俺の横を彼女が通りすぎた。

			「ムラサメっ！」

			　俺が叫ぶ、彼女の鞘(さや)には剣が納まったままだった。

			　そして、彼女は言う。

			　

			「幻(げん)刀(とう)流(りゆう)霞(かすみ)斬(ぎ)り」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ムラサメは焦っていた。

			　最初に地竜の目を傷つけてから、何一つ成果をあげられていない自分に。

			　特に、マーレとの差を痛感していた。

			　一撃一撃の重みが、そしてその速さが、一緒に戦っていても明確な差になって現れる。そして、地竜の一撃をマーレが躱し、自分が吹き飛ばされたとき、彼女は民家の壁に激突しても起き上がることができなかった。

			（自分は……自分の強さとは一体）

			　一朝一夕で強くなれないことは承知している。だが、マーレとの差はさらに開いているとムラサメは感じた。

			　それは単純にダンジョンボスとしてポイントを使った成長ではない。

			　マーレは、前回の敗北を経てさらに強さを増している。今ならタードの不意打ちでも躱すことができるくらいに。

			　だが、ムラサメは成長する先を見失っていた。

			　彼女は刀だ。

			　刀の成長は本来、持ち主の強さに依存する。剣士としての腕を上げたところで、それは本当の自分の強さではないとムラサメは心のどこかで感じていた。

			（刀としての強さ）

			　ムラサメはタードの言葉を思い出し、反芻するように呟いた。

		

	
		
			[image: p_194.jpg]
		

	
		
			「……お前の体はマヤカシだ」

			　タードは言った。

			「マヤカシならマヤカシにしかできないことがある。それが本来の私の持ち味」

			　マヤカシ。まがい物。

			　それが私だと言うのなら、私の強さは一体。

			　と思ったとき、目の前に映ったのは、アドミラとその手に巻き付くタード。

			　そして、ふたりに襲い掛かる地竜の姿だった。

			　守らなければ――

			　ムラサメは一歩前に踏み出す。

			　タードが何を言おうとしていたのかはわからなかったけれど、守らないといけないとムラサメは前に進む。

			　主人を守るのが武士の役目だ。たとえまがい物だろうと。

			　そして、彼女はタードを守るために考えた。

			　

			　どうにかして地竜を倒さないと――だが、自分の刀では地竜の鱗を切り裂くことはできない。せめて、あのレイのように細い羽先で鱗の隙間を縫うように攻撃できたらと思った。

			　だが、この刀ではそれも叶わない。

			　もっと別の形の刀なら――

			（そういう……こと？）

			　ムラサメの中にある閃きが舞い降りた。

			　その瞬間、彼女の腰に刺さっている本体とは別の、手の中にある刀――マヤカシの妖刀ムラサメが霧散した。

			　だが、消えたのではない、確かにそこに刀は存在している。

			（私のこの刀もマヤカシ――マヤカシならばどんな姿にでもなることができる）

			　例えば、霧のような刀になることも――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ムラサメの手には何もない。

			　何も持っていないその手を、まるで刀を持っているように振り上げ、そして振り下ろした。

			「幻(げん)刀(とう)流(りゆう)霞(かすみ)斬(ぎ)り」

			　刹那――地竜の鱗の隙間を縫うように血しぶきが線となって吹き出した。

			　斬られたのだ――見えない刃に。

			　ムラサメが覚醒した。

			「凄いぞ、ムラサメ！」

			「まだです、ご主人様！　これでは致命傷を負わせることはできません」

			　そして、

			「裁きの大洪水(グレードフラードウ)！」

			　二度目のアドミラの魔法が不発に終わる。

			　もう一発――あと一発で完成するというのに――

			　

			　ムラサメが、マーレが、アレキサンダーが、レイが、地竜の進行を食い止めようとするが、奴の爪が俺たちに届くのは時間の問題。

			　くそっ、本当にこれが最後の切り札だっ！

			　

			「――ゲームエンドっ！」

			　

			　俺がそう叫ぶと同時に、広場の中央にそいつは現れた。

			　

			「今回の試合は、引き分けといたします」

			　狐の面を被ったダンジョンバトル管理委員であるソルベが。

			　その瞬間、地竜は反応した。

			　最も警戒するべき敵を見つけたように。

			　そして、その爪を俺たちではなく、ソルベへと振るった。

			「全く、困りますよ。ダンジョン戦管理委員は戦闘に参加してはいけないのですから」

			　と彼は言って、目の前に結界のようなものを展開させた。

			　地竜の爪はその結界に阻まれてソルベには届かない。

			　

			　そして、隙は生まれた。

			「みんな避けろっ！」

			　俺が叫ぶと同時に、アドミラの魔法の詠唱が終わった。

			「裁きの大洪水(グレードフラードウ)！」

			　そう叫んだ刹那――俺の背中から大量の水が溢れ出た。

			　アドミラが山の上から放った水を遥かに勝る勝る威力の水の攻撃が地竜を飲み込み、押し流した。

			　だが、それだけでは地竜を倒せない。水に流されていては威力が足りない。

			　流された先に、シエルたちが待ち構えていなければ――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「「「「土壁(アースウオール)！」」」」

			　四人のダンジョンフェアリーがそう言って地面に手をやった。

			　巨大な土の壁が現れ、水と地竜を受け止めた。

			「ぐっ――みんな、大丈夫」

			「わたくしは大丈夫ですわ……リッシュさんは大丈夫ですの？」

			「はは、アレキサンダーたちが頑張ってくれたからね。私たちもかっこいいところを見せないとね」

			「私たち四人がいれば大丈夫だよっ！」

			　シエル、ニキティス、リッシュ、シルエッタの四人がさらに力を込める。

			　この土の壁が壊れたら全てが終わる。

			　

			　そして、土の壁に激突した地竜は苦手な水の力をその身で受け止めていた。

			　

			　彼が最後に何を想ったのかはわからない。ただ、最後のときを迎えるまで、彼はただじっと空を――太陽を見つめていた。

			　

			　そして――地竜は――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョンボス、ダンジョンフェアリー、ムラサメ、アドミラ、全員が死力の限りを尽くして得た勝利だった。もしもひとりでも欠けていたら、もしも地竜が完全な状態で復活していたら、その結末は変わっていただろう。

			　だが、その勝利の代償は大きい。

			　

			　全てが終わり、残ったのはひとつの卵だった。

			「四大魔竜――あいつらは死と再生を司る竜とも言われている。あいつらによって破壊された森や大地はその膨大な魔力のお陰で前よりも肥沃な大地に生まれ変わるという理由がひとつ。それと、死んだら卵に戻るからだ――」

			「タード、その卵どうするの？」

			「闇オークションにでも売るかな。きっと数千万ポイントくらいの値はつくと思うぞ」

			「数千万!?　ぜひ、すぐ売りましょ！」

			　シエルが俺の案に乗った。

			「ダンジョン戦管理委員のわたくしがいる前でそういう話をされると困りますね。闇オークションは暗黙に存在を認められていても違反なのですから」

			　とソルベが窘(たしな)めるように言った。仮面をしているので、その顔は怒っているのか笑っているのか判断はつかない。

			　そして、ソルベは仮面越しに俺を見つめ、

			「タードさん。あなた、わたくしを利用しましたね」

			　と尋ねた。

			「悪いが、利用できるものは何でも利用しないとな。あんたは囮(おとり)役にはぴったりだったよ」

			「特に違反行為ではないので今回だけは見逃しますが、次回、同じ行為をした場合は厳罰を用意しますので、覚悟してください。それと、試合ルールに則り、地竜のポイントは四人に分散させていただきました」

			　そう言うと、ソルベは俺たちに背を向け、転移ゲートの向こうへと帰っていく。

			　姿が見えなくなったとき、

			「今回の皆さんの転移ゲートの消失は十時間後とします。祝勝会などをするのであればどうぞご自由に」

			　と声が聞こえた。

			　まったく、食えない男だ。

			　

			　それにしても、本当に今回の戦いの代償は大きい。

			「どうなさいました、ご主人様」

			　その代償の張本人であるムラサメが俺の様子がおかしいことに気付き、そう尋ねた。

			「どうしたのか聞きたいのはこっちだよ、ムラサメ。なんだ、その姿は」

			「少々、無理な力の使い方をしたためです。おそらく何日かしたら元に戻るでしょう」

			　と、見た目七歳くらいにまで幼児化したムラサメが事もなげに、いや、それどころか満足そうに言ったのだった。

			　くそっ、こんなムラサメだと今夜のおしおきの楽しみが半減するじゃないか。

		

	
		
			エピローグ

			　

			「俺の作戦の下、お前たちはよく動いてくれた！　改めて礼を言う」

			　触手でグラスを握り、俺はそう宣言した。

			　ちなみにワインは全て売り払ったので、グラスの中に入っているのは牛乳だ。

			「礼を言うとは言っても、結局とどめを刺したのは俺だし、お前らは細々した攻撃しかできなかった。なのに地竜討伐で貰った20万ポイントの四分の一、５万ポイントを持って帰るんだ。そのうえ飯までご馳走してやってるんだから、礼を言うのはお前らのほうじゃないか？」

			　皆は黙って話を聞いていたが、ニキティスだけはイライラしている様子だった。

			「なんて偉そうですの、このスライムは――」

			　とぶつぶつと文句を言った。

			「まぁまぁ、ミャーちゃん。タードちゃんがホストなんだから顔を立てないと」

			　シルエッタはそう言って、ニキティスの空になったグラスに牛乳を注いだ。どうやらニキティスも搾りっての牛乳は気に入ったらしく、口の周りが白くなっているのに気付いていないようだ。

			「シルエッタさんに言われなくてもそのくらいわかっておりますわ。あと、わたくしのことをミャーちゃんと呼ぶのはやめてくださいまし」

			「とかなんとか言って、友達とこうしてパーティに参加するのが嬉しくてしかたないんだろ、ニキちゃんは」

			　リッシュがニヤニヤと笑って言った。

			「そ、そんなことありませんわよ。それに、並んでいる料理も庶民的なものばかりですし――まぁ、よい香りがすることだけは認めますが」

			「はいはい、静粛にしろ！　まぁ、細かい話はさておき、乾杯だ！　みんな、精々バーベキューをただ食いで楽しんでいってくれ！」

			　野菜はアドミラが育てたものを、肉は雌牛を一頭潰しての提供だ。

			　アドミラの奴、かなり奮発してくれた。まぁ、アドミラの資産は俺の資産でもあるから、本当に奮発しているのは俺なのだが。

			　解体の担当は幼女形態のムラサメ――ロリサメに任せた。

			　普段から魔物を解体しているからかなり手馴れているし、今回はアレキサンダーも手伝ってくれた。リビングメイルも食事ができないからな。食事をできないコンビだ。逆にレイは食べる専門。生肉を焼かずにそのまま次々に食べていく。

			　マーレも黙々と料理を食べていたし、転移ゲートを通って訪れたニキティスの配下のリザードマンたちやレイの配下の鳥たちまで勝手に参加し始めて、広場は大混雑状態だ。リザードマンやレイ以外の鳥は今回何もしていないだろう、とツッコミは入れたが、まぁ肉は牛一頭分あるからな。このくらいの人数でも平気だ。

			　というのは建前で、侵入者がこれだけいたら、ポイントもそれなりに入ってくるからな。残った肉を転売するよりもはるかに得だ。

			　俺も肉を竹串ごと食べながら、解体以外の料理の担当をしてくれたアドミラのところに行った。

			「アドミラ、手は大丈夫か？」

			「ん？　……あぁ、シルエッタに治療してもらったからな……でも二、三日は安静にするように言われたよ」

			　とアドミラはだいぶ良くなったその手を俺に見せた。

			　俺の体から融合魔法が放たれたとき、彼女はその反動をもろに受けていたからな。骨に罅が入っていたことは後から聞かされた。

			「アドミラの腕に巻き付いての融合魔法、そしてムラサメの霞斬りは緊急時以外は封印だな。怪我をされたりロリ形態になったりしたら悪戯がしにくくなる」

			「それでもしっかりあたしの胸を揉んだだろ――しかも今度は吸い付いてきやがって」

			「罰なんだから当然だろ」

			「ムラサメにも同じことをするのかい？」

			「んー、俺はロリ属性にあまり興味はないからな。だが、男たるもの女性は全員平等に扱うべきだと思うから、みんなが帰ってから考えるよ」

			「本当に変態だね、あたしの王子様は」

			「変態じゃなきゃお前の胸を揉みしだけないからな。変態で結構だよ」

			「……ありがとうね。村を救ってくれて。それに、こんな賑やかな村は久しぶりだよ」

			　とアドミラは遠い目をして言った。

			　過去を懐かしんでいるんだろう。

			　俺は口から串だけを吐き出し、その光景を見ていた。

			　そのときだ。

			「タード、ただいまっ！」

			「おぉ、シエル。早かったな。それで、どうだった？」

			「借金は全部返したけど、もう一つのほうは一足遅かったわ。タードの体の破片、既に売れちゃったみたい」

			「ちっ、遅かったか」

			　俺の体の破片を買い戻すようにシエルに頼んだのだが、手後れだったか。

			　俺の体の破片は、とても硬い上に、魔法無効の特性も持つ。応用次第では無限に近い使い方がある。あえて魔法無効については言わなかったが、もう売れてしまったのか。

			　まぁ、済んでしまったものは仕方がないか。

			「じゃあ、タード！　私も念願の牛肉を食べてくるからねっ！」

			「あぁ、好きにしろ」

			　とシエルが走って行く。

			　

			　気になることがもうひとつ。案の定、地竜が封印されていた地下までダンジョン領域を広げたところ、そこにも結界があった。

			　上下前後左右、その全ての方向に結界があり、上方以外の結界――つまり村の結界以外は僅かに長い。

			　黒幕の考えでは、地竜を村に出現させるのと結界解除を同時に行うことにより、村人は全員地竜に殺されたという演出をしたかったのだろう。

			　それより、シエルが気になることを言った。

			「ダンジョンボスの権限で消すことができる罠って、ポイントを使って作った罠だけのはずなのよ――本当にこの結界、人間が作ったの？」

			　と。シエルの言っていることが本当だとしたら、教会の中にダンジョンの関係者がいるってことか？

			　なんかだんだんきな臭い話になってきたが――

			「えっ！　もう肉がないのっ！　うそっ！　一切れもっ!?　タード、私の分を取っておいてって頼んだじゃないっ！」

			「あれ？　シエルの肉を置いておいたはずなんだけどな。きっと、悪魔ドドクンデ様が食べたんじゃないか？」

			「悪魔ドドクンデ様じゃなくて、タードが悪魔よっ！　わざとでしょ」

			　シエルはそう言って泣き崩れた。

			　本当は一本だけ牛串肉を隠しているのだが、それを教えるのはもう少し後でもいいだろう。

			　シエルの不幸を肴に、今は勝利の美酒という名の牛乳を飲むとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「地平を喰らう竜(アースイータードラゴン)が復活し、死んだ？」

			　その情報は、教会のとある派閥の上層部にいる人間の耳に入っていた。

			　そして、それは聖騎士トールの耳にも届くことになった。

			（確か、あの近くといえばこの前通った――）

			　彼の記憶に蘇るのは、ひとりの謎の女と、そしてスライム。

			　どちらも仕留め損ねた標的。

			　彼は直感した。今回の事件にあのふたりが関わっていると。

			（ふふふ、楽しみです。上層部がどう動くかも含めて本当に楽しみです）

			　彼は笑う。

			　いつか彼女らと巡り合う日が来るときを夢想し。
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			閑話「そのロリ、つまらない状態につき」

			　

			　ムラサメは俺の命令を無視して村に残って地竜と戦う決意をした。

			　それは結果的に、大量のポイントと地竜の卵という財宝という報酬に繋がり、さらには村を守り切り、すぐに村を活用できるという未来を残した。

			　だが、それは結果論であり、ムラサメが俺の命令を無視したという事実には変わりない。そのため、罰を与える必要がある。

			　既にアドミラには罰を与え、彼女はしっかりと反省してくれた。

			　反省はしても後悔はしていない、同じ状況になれば同じことをする、みたいな表情だったが。

			　次はムラサメの番なのだが、ひとつ困ったことになっていた。

			「……いつになったらお前――ロリサメは元の姿に戻るんだ？」

			　と俺は幼い黒髪の和服幼女の――ロリサメを見た。

			　ちなみに、ロリサメというのはムラサメのロリ形態、つまり現在の姿の呼称である。

			　別名義にわざわざしたのは意味はない。

			　そして、何よりシエル以上につるペタな彼女の姿には、悪戯しようという気にもならない。

			「力が回復すれば元に戻ります」

			　ムラサメは自分のことだというのに、どこか他人事のように述べた。

			「だから、いつになったら力が回復するんだって聞いてるんだよ」

			「わかりません。何故、自分もこうなるのは初めて故」

			　ったく、本当は和服美人剣士なのに、こうなっては張り合いがない。

			　俺はロリコンではない。

			　こんな幼女の体を見てもなんとも思わない。

			　世の中には十歳未満の幼女にしか反応しないだとか、十七歳はもうおばさんだとか言う人間もいるらしいし、そういう奴を否定するつもりはない。だが、俺はそういう性癖を持ち合わせていないだけだ。

			　そういうわけで、ロリサメを触って弄って遊んでも何も楽しくない。

			　そのため、試行錯誤してみたのだが――

			「ご主人様。これに意味はあるのでしょうか？」

			「どうなんだろうな。一応やってみた」

			　荒縄で亀甲縛りにされて天井からぶら下げられているロリサメを見ても別に何の興奮もしない。

			　というか、ロリサメも妖刀により作り出されたマヤカシなので鉄のように硬く、縄に縛られても何も感じていないだろう。

			　縄で縛るのはこれじゃない感が満載だ。これでは罰にはならない。

			「俺はロリへの悪戯には造詣が深くないからな。ロリサメ、お前はロリそのものなんだから何かいい案はないか？」

			　ロリの道を知るにはロリに尋ねよとはよく言ったものだ……誰が言ったのかは知らないし、もしかしたら俺が勝手に考えた造語かもしれないが。

			「申し訳ありません。私もロリになって日が浅い故」

			「だよな、俄かロリだもんな」

			　服を脱がそうにも、先ほども言ったように、こんなロリの体見ても何も感じないし。

			　全く、俺が紳士すぎるのも問題だな。

			「例えば言葉攻めなどはどうでしょう」

			「言葉攻めか――そういえば、お前の悪口ってあんまり言ったことないな」

			　と俺は頷き言った。どうせこいつには肉体的ダメージはないのだ。

			　それならば、精神攻撃での罰も悪くない。

			　俺は天井から吊るされた荒縄に溶解液をかけて溶かし、ロリサメを強引に落下させた。

			　そして、亀甲縛りのまま地面に転がるロリサメに対して言葉攻めを行う。

			「シエル以上の貧乳に成り下がったロリババアが。唯一の取柄の剣の腕すらライバルのダンジョンボスの足元にも及ばないんだろ？　悔しくはないのか？」

			　俺は可能な限りロリサメの胸に突きささる言葉を選んで言った。

			　すると、ロリサメは真剣な表情で答える。真剣といっても亀甲縛りのままだが。

			「はっ、私は悔しいです」

			「悔しかったら態度で見せてみろ。そんな這いつくばって地面とキスするのがお前の悔しさの表現か？　はっ、地を這いまわる蟻(あり)のほうがはるかに有能だぞ」

			「縄をほどいてください。さすれば私は必ずやご主人様のお役に立てるよう切磋琢磨を続けてみせます」

			「縄を解けだと!?　貴様はそれでもカタナか!?　カタナなら縄くらい自分で切ってみろっ！　それができないようではお前はなまくらガタナ、いや、なまくら包丁だっ！」

			「自分はなまくらガタナではありません」

			「いいや、お前はなまくらガタナだ。違うというのなら示せ。縄を切れっ！」

			　次の瞬間、ロリサメの体に僅かに刃のようなものが無数に現れ、縄を薬味のネギのように切り刻んでしまった。

			　なんか知らんが一皮剥けたようだ。

			「よくやったな。ただし、切磋琢磨したからって結果が出せないようじゃお前は一生負け犬――なまくらガタナのままだぞ。わかったらとっとと立ち上がり、返事をしろ」

			　と俺が怒鳴りつけると、彼女は立ち上がり、

			「サーっ！　それでは早速山にこもって稽古をしてきます」

			　と剣を持って足早に走り去った。

			　途中から気付いていたが、これって言葉攻めじゃなくて、軍隊の鬼教練指導官の鼓舞じゃねぇか？

			　と思ったが――でも少し楽しかったからよしとしよう。

			　でも、ロリがひとりで山籠もりって、かなり危険な気もするが……まぁ、ロリサメなら大丈夫だろう。

			　

			　翌日、ロリサメはワイルドボア三頭を仕留めてダンジョンに戻ってきた。

			　どうやら、心配する必要はなかったようだが、結局やっていることはいつもと変わりないということにロリサメは気付いているのだろうか？

		

	
		
			閑話「その畑、魔境につき」

			　

			「……ダンジョンの中に畑を作りたい？　なんでまた」

			　プライベートエリアで超硬化スキルと触手の変形機能、自切を作って、エロダッチワイフを作ろうと計画し、設計図を作っていた俺の下へアドミラが訪れたときは何事かと思ったが。

			　畑なら、現在ダンジョンの外のゴブリンの集落と、アドミラが管理している村の二カ所に既にある。これ以上野菜を増やして育てる必要があるのだろうか？

			「そりゃ……タードに採れたての美味い野菜を食べさせたい――とか考えていなくて、そう、ダンジョンの中で畑を作れるか試してみたいんだよ。好奇心だっ！」

			「ツンデレ60点だな――」

			　野菜は採れたてが美味しいというのはよく聞くんだけど、俺はどっちかといったら野菜より肉のほうが好きなんだよな。

			「でも、ダンジョンの中で野菜なんて育てられるのか？」

			「育てられないことはないよ。野菜作りに必要な環境は、光と水と土だからね。シエルの光の玉を生み出す魔法さえあれば、水はあたしが用意できるから、あとは栄養豊富な土さえあれば」

			「土か……よし、じゃあ肥料はシエルのうん――」

			「タードっ！　何バカなことを言っているのよっ！」

			　突如として現れたシエルが俺の後頭部をひっぱたいた。

			　油断した、超硬化する暇もなかった。

			　腕をあげたな、シエルの奴め。

			　シエルがいつの間にか開けた扉からロリサメも現れた。

			「シエルさん、堆肥として排泄物を使うのは農作業の基本です。タード様の望みとあらば私――ムラサメの排泄物を――」

			「いや、ロリサメは排泄物なんて出せないだろ。カタナなんだし」

			　ロリサメの本体はカタナだ。トイレに行くカタナなんて聞いたことがない。

			「普通にベビースライムを肥料に使うよ。衛生的にもそっちのほうが管理しやすいからね」

			　アドミラがあっけらかんとした口調で言った。

			　そのアドミラの提案に、シエルも苦笑する。

			「……ベビースライムって、食糧扱いされたり肥料扱いされたり、少し可哀そうよね」

			「仕方ないだろ、うちのダンジョンの唯一の資源と言っても過言じゃないんだから」

			　スライムやベビースライムは本来知能の低い魔物であり、配下として仲間にすることはできない。そのため、ベビースライムスポーンを設置できるダンジョンは少なく、ベビースライムスポーンを有効活用することが他のダンジョンと差別化を計り、生き残るための秘策なのだ。

			「畑の小さな虫を食べるのは、ファーストチキンの雛たちに任せればいいだろうし、意外と大丈夫そうだな。よし、じゃあ拡張中のエリアの途中に畑エリアでも作ってみるか。でも、アドミラ。村からは結構距離があるんだが、畑から毎日通うのは大変だと思うぞ。大丈夫か？」

			「あぁ、ゴブリンを何匹か借りたらあたしが毎日世話をする必要もないだろうし、それにタードのためだと思えばそんなくらいの苦労――」

			　と言ったところでアドミラは顔を真っ赤にさせ、

			「タードのためって言っても、別にタードのことが好きって言ってるんじゃないんだからな。ダンジョンボスなんだから栄養管理くらい気をつけろって言いたいんだぞ」

			　あたふたとツンデレメイドっぷりを発揮させたのだった。

			　いやぁ、さすがはニキティスに次ぐツンデレ娘、愛(う)い奴よのぉ。

			　

			　それから、アドミラの畑作りははじまった。

			「アドミラ、光量はこのくらいでいい？」

			「はい、そのくらいで構いません。あちらの光の玉はもう少し奥にお願いします」

			　伝家の宝刀であるクワを振るって土を耕すアドミラの指示に従い、シエルが光の玉を配置する。

			「畑作りは順調のようですね」

			　俺を乗せた台車を曳いてここまで来たロリサメが感想を漏らす。

			　確かに、不幸に愛されたシエルが手伝っているにしては順調だな。

			「おおい、肥料持ってきたぞっ！」

			　俺はロリサメが切り刻んだベビースライムを見て言った。

			　すっかり忘れそうになるが、ムラサメの中には何かを斬りたいという衝動が強く根付いている。それはムラサメから幼女――ロリサメになった今でも変わりない。

			「ところで、この畑は何を育てるんだ？」

			「ふふん、芋よっ！　混(こん)沌(とん)の町で種芋が安く売ってたから買ってきたの」

			　自慢げにシエルは芋の入った袋を俺に見せた。

			　その袋には種芋――五十個入りと書いている。

			「……ロリサメ、シエルから袋を奪って芋の数を数えろ」

			「御意っ！」

			　ロリサメは頷くと、風のような動きでシエルから種芋が入った袋を奪いその数を数えた。

			「タード様、四十八個です」

			「シエル。お前、二個つまみ食いしただろっ！」

			「えっと……お芋を食べるなんて機会滅多にないから。しってる？　お芋には食物繊維がたくさん含まれていて、胃や腸の調子を整えて――」

			「そうかそうか。じゃあもっと芋を食べられるように、今からお前を土の中に埋めて肥料にしてやろうか？」

			「ご、ごめんなさぁぁぁいっ！」

			　シエルの泣き声がいつものようにダンジョン内に響こうとした――そのときだった。

			　とんでもない殺気が俺たちに襲い掛かった。

			　その殺気は、アドミラから飛んできている。

			「ア……アドミラ、なんだ？　怒ってる……のか？」

			「タード、それにシエルにロリサメ――神聖な畑で遊ぶな。まとめて肥料になりたいか？」

			　クワをこちらに向けるアドミラに、

			「「「ごめんなさい」」」

			　俺たち三人は揃って謝罪したのだった。

			　

			　畑の整備も終え、いよいよ芋を植える段階に入った。

			　種芋はそのまま植えるのではなく、芽が僅かに出ている状態でへそ（芋のへっこんだ部分）を切り落とすという作業があるんだそうだ。それを農家の間では〝乳離れ〟と呼んでいるらしい。巨乳自慢のアドミラからそんな言葉が出ると、意地でも離れたくないと思わず触手を伸ばしたくなるが、農作業中のアドミラにふざけたことをすれば俺の命が危ういので大人しくしておく。

			　そして、さらに芋をへそのあった部分から縦に切って植える作業もある。

			　シエルが切り落とされたへその部分を拾い集めていたが、もしかして食べるつもりなのだろうか？　まぁ、好きにさせておくが。

			　ちなみに、芋の植える向きも、病害虫に強いイモを育てるなら芽が出ているほうを下に、早く成長させたいなら芽が出ている方を上に向けて植えたらいいそうなのだが、もうここまでくると俺の興味はすっかりそれてしまい、その後の話は全部聞き流すことになった。

			　

			　そして、俺の恐れていたことが起こった。

			　シエルの不幸に愛されしものの特性が発動したのだ。

			　芋畑の様子を確認しにいくと、何故か芋の中に蠢く影があった。

			　スクリーンを展開して中にいる侵入者の強さと数を確認する。

			「一日あたり10ポイントの侵入者が五十体……」

			　俺の目の前に広がっているジャングルを彷彿とさせる芋畑から侵入者の反応があった。

			　いや、そこを芋畑といっていいのだろうか？

			　何しろ、その畑では巨大な芋が蔓を伸ばして歩き回っていたのだから。

			　あ……畑に迷い込んだベビースライムが巨大な芋に食べられていた。

			　そして、芋はこっちを見ると、勢いよくこちらに向かって走ってくる。

			「逃げるぞっ！」

			　俺とシエルは一目散に逃げだした。

			「凄いわね……あんな大きな芋、一体私の何食分になるのかしら」

			「そういう問題じゃないだろっ！　なんで芋畑から芋の化け物が生まれているんだよっ！　どんな錬金術を使ったっ!?」

			「そんなのわからないわよ。ただ、私はあの芋を育てればとても美味しく食べられる芋が育つって」

			「美味しく食べられそうになってるのは俺たちだ」

			　もしかして、シエルが種芋を食べたから怒って進化したんじゃないだろうか？

			　だとしたら狙われるのはシエルだけで十分だろう。

			　種芋――と俺はふと思い出した。

			「――そうだ、シエルっ！　芋の入っていた袋をいま持ってる……わけないか」

			「持ってるけど――」

			　シエルは袖の中から芋の入っていた袋を取り出す。聞いておいてなんだけど、なんでそんなものが入ってるんだ？

			　さては、芋畑で芋を盗んで、その袋の中に入れようと画策してやがったな。

			　まぁ、そんな理由はどうでもいい。

			　俺はシエルの頭の上に飛び乗ると、その袋の説明書きを見た。

			『食用スイートポテトの種芋』

			　と書かれている。特におかしなところは何もない。

			　そう思ったときだった。

			「「あっ」」

			　俺とシエルが同時に声をあげた。

			『食用』の『用』の部分がシールになっていて、簡単に剥がれてしまった。

			　そして、正しい商品名が露わになる。

			『食人スイートポテトの種芋』

			　これを見て、シエルは大きな声で叫んだ。

			「騙されたっ！　食人スイートポテトの種芋って、食用スイートポテトの種芋の半値以下で買えるのにっ！」

			「そういう問題かっ!?　シエル、土の魔法で壁を作れっ！」

			「わかったわ――土壁(アースウオール)！」

			　シエルが魔法を唱えると、土の壁が現れて芋の進行を阻んだ。かに思えた。

			「なにっ！」

			　壁の中から芋の蔓が生えてきたかと思うと、いとも簡単に土の壁に罅が入り、芋が壁を突き破って再度俺たち目がけて走ってきた。

			　そんなバカな――ただの壁じゃない、魔法で作った壁をそんなに簡単に壊すなんて。

			「……これが生命の神秘って奴なの!?」

			　シエルがそんな奇天烈な感想を述べる。

			　ならば――

			　と俺は接着粘液をスイートポテトの足元に飛ばした。

			　スイートポテトの蔓が接着粘液に触れる。よし、これで足止めが可能だ！

			　そう思ったがスイートポテトの勢いは全然止まらない。

			「タード、蔓が長すぎるのよっ！　止めるなら蔓じゃなくて本体よっ！」

			「んなこと言ったって、蔓が多すぎるんだよっ！　それに数も多すぎるっ！　一匹足止めしたところで全然数が減らねぇよっ！」

			　まずい、このままじゃ追いつかれる！

			　まさかスイートポテト相手に死を感じることになるとは思わなかった。

			「何をしてるんだ？」

			　鍬を持ったアドミラが俺たちの逃げる先にいた。

			　ベビースライムの死体が詰まったカゴを背負っているから、畑に向かう途中だったんだろう。

			「逃げろ、アドミラっ！　お前が植えた芋が食人芋だったんだっ！　ここはシエルが食い止めるからお前は逃げろっ！」

			「なんで私が食い止めることになってるのよっ！　ここは俺が食い止めるって言いなさいよ」

			「たかがスライムにあんなバケモノどうこうできるわけないだろっ！」

			　俺とシエルが言いあっていると、アドミラは、

			「ふぅん、あれがあたしが育てた芋なんだ。立派に育ったね――」

			　と何故か逃げもせずに芋に向かっていき、クワを向けた。

			「だが、畑から出ていいって誰が言った？　大人しく畑に戻らないと、ここでフライドポテトにするよ」

			　その目は本気だった。地竜を相手にするときも見せなかったその溢れるオーラに、スイートポテトたちは進行を停止すると、まるで逃げるように畑へと戻っていった。いや、あれは逃げたんだな、きっと。

			「じゃあ、タード。あたしはあの芋の世話をしてくるからね。今夜は美味しい芋のケーキを作ってやるから、味見役、引き受けてくれよな。シエルも、美味しいからって泣くんじゃないよ」

			「わ、わかった……」

			「た、楽しみにしてるわ」

			　俺たちは再度誓った。

			　畑関係でアドミラを怒らせてはならないと。

			　

			　その日の夕食後。アドミラが作ったスイートポテトのパイケーキが振舞われ、それはとても美味かった。それから何かあるごとに芋料理が振舞われることになるのだが――いつの間にかスイートポテトの数は八十体にまで増殖し、それらが全て俺の配下となっていた。

			　ほのかに甘いベビースライムと甘い芋。

			　俺のダンジョンがスイートダンジョンと呼ばれる日も、そう遠くないのかもしれない。
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